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本書は、（社）情報通信技術委員会が著作権を保有しています。 

内容の一部又は全部を（社）情報通信技術委員会の許諾を得ることなく複製、転載、改変、

転用及びネットワーク上での送信、配布を行うことを禁止します。 



 － 2 － ＪＴ－Ｘ３６ 

目   次 

 

＜参考＞･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 6 

１．適用範囲･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 9 
２．参照･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 9 

３．定義･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 10 
3.1 起呼／被呼ＤＴＥ ･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 10 

3.2 接続されたＤＬＣＩ ････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 10 

3.3 切断されたＤＬＣＩ ････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 10 
3.4 解放されたＤＬＣＩ ････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 10 

3.5 入側／出側（第一の意味） ･･････････････････････････････････････････････････････････････････ 11 
3.6 入側／出側（第二の意味） ･･････････････････････････････････････････････････････････････････ 11 

４．略語･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 12 
５．記法･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 12 

６．ＤＴＥ／ＤＣＥインタフェースに関する記述（物理レイヤ） ･･･････････････････････････････････････ 13 

6.1 Ｘ．２１インタフェース ････････････････････････････････････････････････････････････････････ 13 
6.1.1 ＤＴＥ／ＤＣＥインタフェースエレメント･････････････････････････････････････････････････ 13 

6.1.2 動作フェーズに入るための手順･･･････････････････････････････････････････････････････････ 13 
6.1.3 障害検出およびテストループ･････････････････････････････････････････････････････････････ 13 

6.1.4 信号エレメントタイミング･･･････････････････････････････････････････････････････････････ 13 
6.2 Ｘ．２１ｂｉｓインタフェース ･･････････････････････････････････････････････････････････････ 13 

6.2.1 ＤＴＥ／ＤＣＥ物理インタフェースエレメント･････････････････････････････････････････････ 13 
6.2.2 動作フェーズ･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 13 

6.2.3 障害検出およびテストループ･････････････････････････････････････････････････････････････ 14 

6.2.4 信号エレメントタイミング･･･････････････････････････････････････････････････････････････ 14 
6.3 Ｖシリーズインタフェース ･･････････････････････････････････････････････････････････････････ 14 

6.4 Ｇシリーズインタフェース ･･････････････････････････････････････････････････････････････････ 14 
6.5 Ｉシリーズインタフェース ･･････････････････････････････････････････････････････････････････ 14 

７．サービス記述･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 15 
7.1 概要･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 15 

7.2 多重化････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 15 
7.3 サービス仕様･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 15 

7.4 フレーム転送優先順位 ･･････････････････････････････････････････････････････････････････････ 16 

7.4.1 概要 ･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 16 
7.4.2 サービス規定と要求･････････････････････････････････････････････････････････････････････ 16 

7.5 フレーム廃棄優先順位 ･･････････････････････････････････････････････････････････････････････ 18 
7.5.1 概要 ･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 18 

7.5.2 サービス規定と信号･････････････････････････････････････････････････････････････････････ 18 
7.5.3 フレーム廃棄優先順位と他のフレームリレーパラメータ･････････････････････････････････････ 20 

7.6 フレームリレーサービスクラス ･･････････････････････････････････････････････････････････････ 20 

7.7 サービスクラスおよび優先順位のサポート ････････････････････････････････････････････････････ 21 
7.8 ＳＶＣに関するサービス ････････････････････････････････････････････････････････････････････ 21 

８．サービスパラメータとサービス品質･････････････････････････････････････････････････････････････ 21 



 － 3 － ＪＴ－Ｘ３６ 

8.1 適用範囲･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 21 

8.2 サービスパラメータ ････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 21 
8.2.1 アクセス速度（ＡＲ）･･･････････････････････････････････････････････････････････････････ 21 

8.2.2 認定バーストサイズ（Ｂｃ）･････････････････････････････････････････････････････････････ 21 
8.2.3 超過バーストサイズ（Ｂｅ）･････････････････････････････････････････････････････････････ 21 

8.2.4 認定情報速度（ＣＩＲ）･････････････････････････････････････････････････････････････････ 22 
8.2.5 認定速度測定時間（Ｔｃ）･･･････････････････････････････････････････････････････････････ 22 

8.2.6 フレームリレー情報フィールドの最大オクテット長（Ｎ２０３） ･････････････････････････････ 22 

8.2.7 優先順位またはサービスクラス･･･････････････････････････････････････････････････････････ 22 
8.2.8 フラグメンテーションパラメータ･････････････････････････････････････････････････････････ 22 

8.3 ＳＶＣ関連パラメータ ･･････････････････････････････････････････････････････････････････････ 22 
8.4 サービス品質･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 23 

９．データリンク転送制御･････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 24 
9.1 概要･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 24 

9.2 フレームフォーマット ･･････････････････････････････････････････････････････････････････････ 24 

9.2.1 フラグシーケンス･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････ 24 
9.2.2 アドレスフィールド･････････････････････････････････････････････････････････････････････ 24 

9.2.3 情報フィールド･････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 25 
9.2.4 フレームチェックシーケンス（ＦＣＳ）フィールド･････････････････････････････････････････ 25 

9.3 アドレッシング ････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 25 
9.3.1 概要 ･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 25 

9.3.2 アドレスフィールドフォーマット･････････････････････････････････････････････････････････ 25 
9.3.3 アドレスフィールド要素･････････････････････････････････････････････････････････････････ 27 

9.4 送出時の考慮･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 30 

9.4.1 ビット送出順序･････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 30 
9.4.2 フレームフィールドのビット順序･････････････････････････････････････････････････････････ 30 

9.4.3 透過性 ････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 31 
9.4.4 フレーム間のタイムフィル･･･････････････････････････････････････････････････････････････ 31 

9.4.5 無効フレーム･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 31 
9.4.6 フレームアボート･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････ 32 

9.5 ＳＤＨ上のフレームリレーデータ転送サービス･････････････････････････････････････････････････ 32 
9.5.1 概要 ･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 32 

9.5.2 フレーミング仕様･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････ 32 

9.6 フラグメンテーション ･･････････････････････････････････････････････････････････････････････ 33 
9.6.1 フラグメンテーションフォーマット･･･････････････････････････････････････････････････････ 34 

9.6.2 フラグメント化の手順･･･････････････････････････････････････････････････････････････････ 35 
9.6.3 再組立手順･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 36 

9.6.4 動作の例･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 36 
１０．ＳＶＣシグナリング･････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 38 

１１．ＰＶＣマネジメント手順･････････････････････････････････････････････････････････････････････ 38 

11.1 概要･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 38 
11.2 メッセージ定義 ･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 39 

11.2.1 「状態問合」(STATUS ENQ)メッセージ ･･････････････････････････････････････････････････ 40 



 － 4 － ＪＴ－Ｘ３６ 

11.2.2 「状態表示」(STATUS)メッセージ･･･････････････････････････････････････････････････････ 41 

11.3 メッセージ特定情報要素 ･･･････････････････････････････････････････････････････････････････ 42 
11.3.1 メッセージ種別････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 42 

11.3.2 レポート種別･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 42 
11.3.3 リンク完全性確認･･････････････････････････････････････････････････････････････････････ 43 

11.3.4 ＰＶＣ状態････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 44 
11.4 手順に関する記述 ･････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 46 

11.4.1 周期ポーリング････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 46 

11.4.2 非同期ＰＶＣ「状態表示」(STATUS)メッセージ･･･････････････････････････････････････････ 53 
11.5 双方向手順（オプション） ･････････････････････････････････････････････････････････････････ 53 

11.6 システムパラメータ ･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････ 55 
１２．輻輳制御･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 56 

12.1 概要･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 56 
12.2 輻輳の影響･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 57 

12.3 輻輳通知･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 57 

12.3.1 順方向明示的輻輳通知･･････････････････････････････････････････････････････････････････ 58 
12.3.2 逆方向明示的輻輳通知･･････････････････････････････････････････････････････････････････ 59 

12.4 ＤＴＥによる輻輳検出方法および動作 ･･･････････････････････････････････････････････････････ 59 
付属資料Ａ パラメータのリストおよび状態･･････････････････････････････････････････････････････････ 60 

付属資料Ｂ ＤＴＥ／ＤＣＥインタフェースでのサポート機能 ･･････････････････････････････････････････ 63 
B.1 プロトコル能力（ＰＣ）････････････････････････････････････････････････････････････････････ 63 

B.2 フレームプロトコルデータユニット（ＦＲ） ･･････････････････････････････････････････････････ 64 
B.3 システムパラメータ（ＳＰ）････････････････････････････････････････････････････････････････ 64 

付属資料Ｃ 統合リンクレイヤマネジメント（ＣＬＬＭ）メッセージ ････････････････････････････････････ 65 

C.1 アドレスオクテット････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 66 
C.2 制御フィールド････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 66 

C.3 ＸＩＤ情報フィールド･･････････････････････････････････････････････････････････････････････ 66 
C.3.1 フォーマット識別子フィールド ･･････････････････････････････････････････････････････････ 66 

C.3.2 グループフィールド ････････････････････････････････････････････････････････････････････ 66 
C.3.3 パラメータセット識別のためのパラメータ･････････････････････････････････････････････････ 67 

C.3.4 理由表示識別子パラメータフィールド･････････････････････････････････････････････････････ 67 
C.3.5 ＤＬＣＩ識別子パラメータフィールド･････････････････････････････････････････････････････ 69 

C.4 ＦＣＳフィールド･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 69 

C.5 網からのＣＬＬＭメッセージ送信手順････････････････････････････････････････････････････････ 70 
C.5.1 網輻輳 ････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 70 

C.5.2 網故障 ････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 70 
C.5.3 網管理動作の通知 ･･････････････････････････････････････････････････････････････････････ 70 

C.5.4 ＣＬＬＭメッセージにおいて定められた原因からの復旧･････････････････････････････････････ 71 
付属資料Ｄ マルチプロトコルエンカプセレーションのためのフレームリレーの使用･･･････････････････････ 74 

D.1 一般のフレームフォーマット････････････････････････････････････････････････････････････････ 74 

D.2 ＩＳＯ ＣＬＮＰ（ＩＳＯ ８４７３）のためのフレームフォーマット ･･･････････････････････････ 76 
D.3 ＩＰのためのフレームフォーマット･･････････････････････････････････････････････････････････ 76 

D.4 イーサタイプコードポイントによるプロトコルのためのフレームフォーマット ････････････････････ 77 



 － 5 － ＪＴ－Ｘ３６ 

D.5 ブリッジドパケットのためのフレームフォーマット ････････････････････････････････････････････ 78 

D.5.1 ブリッジド８０２．３フレームのためのフレームフォーマット･･･････････････････････････････ 79 
D.5.2 ブリッジド８０２．４フレームのためのフレームフォーマット･･･････････････････････････････ 80 

D.5.3 ブリッジド８０２．５フレームのためのフレームフォーマット･･･････････････････････････････ 81 
D.5.4 ブリッジドＦＤＤＩフレームのためのフレームフォーマット･････････････････････････････････ 82 

D.5.5 ブリッジド８０２．６フレームのためのフレームフォーマット･･･････････････････････････････ 82 
D.5.6 ブリッジドＰＤＵのためのフレームフォーマット･･･････････････････････････････････････････ 84 

D.5.7 ソースルーティングブリッジドＰＤＵのためのフレームフォーマット･････････････････････････ 85 

D.5.8 その他のプロトコル ････････････････････････････････････････････････････････････････････ 86 
D.5.9 フラグメンテーション ･･････････････････････････････････････････････････････････････････ 87 

D.6 低位レイヤ整合性交渉手順･･････････････････････････････････････････････････････････････････ 92 
D.7 例････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 92 

D.8 プロトコルエンカプセレーションフォーマット････････････････････････････････････････････････ 92 
D.8.1 マルチプロトコルエンカプセレーションフォーマット･･･････････････････････････････････････ 92 

D.8.2 単一エンカプセレーションフォーマット ･･････････････････････････････････････････････････ 92 

付属資料Ｇ ＰＶＣマネジメント手順の拡張･･････････････････････････････････････････････････････････ 93 
G.1 導入･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 93 

G.2 １１章からの変更点のリスト････････････････････････････････････････････････････････････････ 93 
G.2.1 レポート種別（１１．３．２節） ････････････････････････････････････････････････････････ 93 

G.2.2 手順･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 93 
G.2.3 双方向手順 ････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 94 

付録Ⅰ ＰＶＣマネジメントエラーイベントの例 ･･････････････････････････････････････････････････････ 95 
Ⅰ.1 「状態問合」(STATUS ENQ)メッセージの紛失････････････････････････････････････････････････ 95 

Ⅰ.2 「状態表示」(STATUS)メッセージの紛失･････････････････････････････････････････････････････ 96 

Ⅰ.3 無効受信シーケンス番号 ･･･････････････････････････････････････････････････････････････････ 97 
付録Ⅱ ＤＴＥによる輻輳検出方法および動作････････････････････････････････････････････････････････ 99 

Ⅱ.1 暗黙的輻輳検出 ･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 99 
Ⅱ.2 明示的輻輳検出 ･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 99 

付録Ⅲ フレームリレーＰＶＣ双方向手順の使用時における物理レイヤループバック状態の取り扱い方･･････ 100 
Ⅲ.1 物理レイヤでループバックを検出できるＤＴＥ／ＤＣＥに対して推奨される手順･････････････････ 100 

Ⅲ.2 物理レイヤでループバックを検出できないＤＴＥ／ＤＣＥに対して推奨される手順･･･････････････ 100 
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＜参考＞ 

１．国際勧告との関連 

本標準は、２０００年３月に行われたＩＴＵ－Ｔ ＳＧ７の全体会合で承認されたＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．３

６のうちＰＶＣ関連範囲に準拠したものである。 

 

２．上記勧告等に対する追加項目等 

2.1 オプション選択項目 

なし 

 

2.2 ナショナルマター項目 

なし 

 

2.3 その他 

(1)ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．３６のＳＶＣ関連範囲については削除している。 

ただし、２～４章および７～９章については、今後の改訂等を考慮し用語等の削除をしていない。 

 

(2)付属資料Ｄ（フレームリレー上でのマルチプロトコルエンカプセレーション）については、ＴＴＣ標準

ＪＴ－Ｑ９３３付属資料Ｅを適用していたが、今回の改訂に伴いＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．３６の付属資料Ｄ

を採用した。 
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2.4 原勧告との章立ての構成比較表 

 

原勧告 本標準 備考 

１章 １章：適用範囲  

２章 ２章：参照  

３章 ３章：定義  

４章 ４章：略語  

５章 ５章：記法  

６章 ６章：ＤＴＥ／ＤＣＥインタフェースに関する記述 

（物理レイヤ） 

 

７章 ７章：サービス記述  

８章 ８章：サービスパラメータとサービス品質  

９章 ９章：データリンク転送制御  

１０章 １０章：ＳＶＣシグナリング 内容削除 

１１章 １１章：ＰＶＣマネジメント手順  

１２章 １２章：輻輳制御  

付属資料Ａ 付属資料Ａ：パラメータのリストおよび状態  

付属資料Ｂ 付属資料Ｂ：ＤＴＥ／ＤＣＥインタフェースでのサポート機能  

付属資料Ｃ 付属資料Ｃ：統合リンクレイヤマネジメント（ＣＬＬＭ） 

メッセージ 

 

付属資料Ｄ 付属資料Ｄ：フレームリレー上でのマルチプロトコルエン 

カプセレーション 

 

付属資料Ｅ － 削除 

付属資料Ｆ  － 削除 

付属資料Ｇ ＰＶＣマネジメント手順の拡張  

付録Ⅰ 付録Ⅰ：ＰＶＣマネジメントエラーイベントの例  

付録Ⅱ 付録Ⅱ：ＤＴＥによる輻輳検出方法および動作  

付録Ⅲ 付録Ⅲ：フレームリレー双方向手順使用時における物理レイヤ 

ループバック状態の取り扱い方 

 

付録Ⅳ － 削除 

付録Ⅴ － 削除 

付録Ⅵ － 削除 

 

３．改版の履歴 

 

版 数 発 行 日 改 版 内 容 

第１版 １９９６年１１月２７日 制 定 

第 1.1 版 １９９８年 ６月 ２日 表１１－４ 誤記修正 

第 2 版 ２００１年１１月２７日 フレーム転送優先順位、フレーム廃棄優先順位、 

サービスクラス、ＳＤＨ上のフレームリレーデー

タ転送サービス、フラグメンテーションの記述追

加、付属資料Ｇの新規追加 
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４．工業所有権 

本標準に関わる「工業所有権の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、ＴＴＣホームページでご覧にな

れます。 

 

５．その他 

なし 

 

６．標準作成部門 

 第二部門委員会 第三専門委員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

  － 9 － ＪＴ－Ｘ３６ 

１．適用範囲 

 本標準はフレームリレーデータ伝送サービスを提供する公衆データ網のためのデータ端末装置（ＤＴ

Ｅ）とデータ回線終端装置（ＤＣＥ）間のインタフェースを定義する。パーマネントバーチャルサーキッ

トに対するフレームリレーの基本サービスおよびデータ転送に対するフレームリレーリンクレイヤプロ

トコルを定義する。また、パーマネントバーチャルサーキットマネジメントプロトコルを定義する。次の

ネットワーク能力についても定義する。 

転送および廃棄優先度 

サービスクラス 

ＤＴＥ／ＤＣＥインタフェースでのフラグメンテーション 

マルチプロトコルのエンカプセレーションおよび選択 

 

２．参照 

 以下のＴＴＣ標準とその他の参考文献は、本標準中で参照されることにより本標準の規定を構成する。

全ての参考文献は改定されうる。そのため、本標準の利用者は、以下に示した参考文献の最新版を参照す

べきである。現在の有効なＴＴＣ標準およびＩＴＵ－Ｔ勧告のリストは定期的に発行されている。 

 

［１］ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｅ．１６４：The international public telecommunication numbering plan. 

［２］ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７０３：ディジタルハイアラーキインタフェースの物理／電気的特性 

［３］ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７０４：１次群及び２次群ディジタルハイアラーキインタフェースにおける同

期フレーム構成 

［４］ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７０７：同期ディジタルハイアラーキのＮＮＩ 

［５］ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｇ．７３２：Characteristics of primary PCM multiplex equipment operating at 2048kbit/s. 

［６］ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．１２２：Framework for frame mode bearer services. 

［７］ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ２３３：フレームモードベアラサービス 

［８］ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ２３３［Ⅰ］：ＩＳＤＮフレームリレーベアラサービス 

［９］ＴＴＣ標準ＪＴ－３６３．５：広帯域ＩＳＤＮ ＡＴＭアダプテーションレイヤ（ＡＡＬ）タイプ

５仕様 

［１０］ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３７０：ＩＳＤＮフレームモードベアラサービス輻輳マネジメント 

［１１］ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３７２：ＩＳＤＮフレームリレーベアラサービス網間インタフェース 

［１２］ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３０：ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースレイヤ１仕様 

［１３］ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３１：ＩＳＤＮ一次群速度ユーザ・網インタフェースレイヤ１仕様 

［１４］ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ８５０：ディジタル加入者線信号方式Ｎｏ．１（ＤＳＳ１）およびＮｏ．７

信号方式ＩＳＤＮユーザ部（ＩＳＵＰ）における理由表示の使用法および生成源 

［１５］ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９２１：ＩＳＤＮユーザ・網インタフェースレイヤ２仕様 

［１６］ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９２２：ＩＳＤＮフレームモードベアラサービスレイヤ２仕様 

［１７］ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１：ＩＳＤＮユーザ・網インタフェースレイヤ３仕様 

［１８］ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３３：ＩＳＤＮフレームモードベアラサービスレイヤ３仕様 

［１９］ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９５１：ＩＳＤＮユーザ・網インタフェース番号通知付加サービス 

［２０］ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．５０：Information technology 7-bit coded character set for information interchange. 

［２１］ＩＳＯ／ＩＥＣ ＴＲ ８８８５：Information technology - Telecommunications and information 

exchange between systems - High Level Data Link Control(HDLC) procedures - General purpose XID 

frame information field content and format. 
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［２２］ＩＳＯ／ＩＥＣ ＴＲ ９５７７：Information technology - Telecommunications and information 

exchange between systems - Protocol identification in the network layer. 

［２３］ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２１：Interface between data terminal equipment and data circuit-terminating 

equipment for synchronous operating on public data networks. 

［２４］ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２１ｂｉｓ：Use on public data networks of Data Tereminal Equipment (DTE) which 

is designed for interfacing to synchronous V-Series modems. 

［２５］ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ２５：Ｘ．２５パケットモード端末インタフェース 

［２６］ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．１２１：International numbering plan for public data networks. 

［２７］ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．１２４：Arrangements for the interworking of the E.164 and X.121 numbering plans 

for frame relay and ATM networks. 

［２８］ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．１２５：Procedures for the notification of the assignment of international network 

identification codes for public frame relay data networks and ATM networks numbered under the E.164 

numbering plan. 

［２９］ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．１４４：User information transfer performance parameters for data networks 

providing international frame relay PVC service. 

［３０］ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．１４６：Performance objectives and quality of service classes applicable to frame 

relay. 

［３１］ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．１５０：Principles of maintenance testing for public data networks using data terminal 

equipment (DTE) and data circuit-terminating equipment (DCE) test loops. 

 

３．定義 

 本標準の目的のために、以下の定義を適用する。 

  

3.1 起呼／被呼ＤＴＥ 

起呼ＤＴＥは、フレームリレースイッチトバーチャルサーキット設定要求を起動する、又は生成するエ

ンティティである。被呼ＤＴＥは、フレームリレースイッチトバーチャルサーキット設定要求を指示され

たＤＴＥである。 

 

3.2 接続されたＤＬＣＩ 

フレームリレースイッチトバーチャルサーキットで使用されている時、そのＤＬＣＩは「接続されてい

る」という。 

 

3.3 切断されたＤＬＣＩ 

フレームリレースイッチトバーチャルサーキットでもはや使用されていないが、新しいフレームリレー

スイッチトバーチャルサーキットでまだ利用できない時、そのＤＬＣＩは「切断されている」という。 

 

3.4 解放されたＤＬＣＩ 

フレームリレースイッチトバーチャルサーキットで使用されていないが新しいフレームリレースイッ

チトバーチャルサーキットで利用できる時、そのＤＬＣＩは「解放されている」という。 
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3.5 入側／出側（第一の意味） 

ＤＴＥ／ＤＣＥインタフェースでの呼設定と呼の状態遷移に関連して、出側という用語は、生成側のＤ

ＴＥ／ＤＣＥインタフェースにおいて、ＤＴＥからＤＣＥの方向を表す。入側という用語は、目的のＤＴ

Ｅ／ＤＣＥインタフェースにおいて、ＤＣＥからＤＴＥの方向を表す。出側および入側のここでの意味は、

ＤＴＥ／ＤＣＥインタフェースに対しローカルである。 

 

3.6 入側／出側（第二の意味） 

入側と出側の第二の意味は、リンクレイヤコアパラメータおよび優先順位とサービスクラスパラメータ

情報要素に限定して使われる。ここでは、出側という用語は起呼ＤＴＥから被呼ＤＴＥへの方向であり、

入側という用語は被呼ＤＴＥから起呼ＤＴＥへの方向である。 
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４．略語 

本標準の目的のために、以下の略語が使用される。 

 

ＡＲ アクセス速度 

Ｂｃ 認定バーストサイズ 

Ｂｅ 超過バーストサイズ 

ＢＥＣＮ 逆方向明示的輻輳通知 

Ｃ／Ｒ コマンド／レスポンス 

ＣＩＲ 認定情報速度 

ＣＬＬＭ 統合リンクレイヤマネジメント 

ＣＬＮＰ コネクションレスネットワークプロトコル 

Ｄ／Ｃ ＤＬＣＩ拡張／制御表示ビット 

ＤＣＥ データ回線終端装置 

ＤＥ 廃棄可能表示 

ＤＬＣＩ データリンクコネクション識別子 

ＤＴＥ データ端末装置 

ＥＡ アドレスフィールド拡張 

ＥＩＲ 超過情報速度 

ＦＣＳ フレームチェックシーケンスフィールド 

ＦＤＤＩ 分散型光ファイバーデータインタフェース 

ＦＥＣＮ 順方向明示的輻輳通知 

ＦＲ フレームリレー 

ＦＲＤＴＳ フレームリレーデータ伝送サービス 

ＩＰ インターネットプロトコル 

ＬＡＰＦ フレームモードベアラサービスのためのリンクアクセス手順 

ＭＡＣ メディアアクセス制御 

ＯＵＩ オーガナイゼーションユニーク識別子 

ＰＤＮ 公衆データ網 

ＰＤＵ プロトコルデータユニット 

ＰＩＤ プロトコル識別子 

ＰＶＣ パーマネントバーチャルサーキット 

ＳＮＡＰ サブネットワークアクセスプロトコル 

ＳＶＣ スイッチトバーチャルサーキット  

Ｔｃ 認定速度測定時間 

ＶＣ バーチャルサーキット 

 

５．記法 

 本標準では特別な記法は使用しない。 
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６．ＤＴＥ／ＤＣＥインタフェースに関する記述（物理レイヤ） 

 電気通信事業者は以下に示される１つかそれ以上のインタフェースを提供することがある。これらの標

準における正確な使用方法の詳細を以下に示す。 

 

6.1 Ｘ．２１インタフェース 

6.1.1 ＤＴＥ／ＤＣＥインタフェースエレメント 

ＤＴＥ／ＤＣＥ物理インタフェースエレメントはＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２１の２．１節から２．５節に従

う。 

 

6.1.2 動作フェーズに入るための手順 

 動作フェーズに入るための手順はＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２１の５．２節に記述されている。インタフェー

スが図Ａ－３／ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２１の状態１３Ｓ、１３Ｒおよび１３にある時、回路Ｔおよび回路Ｒ

で交換されるデータは本標準の後の章に記述される。ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２１の２．５節で与えられるノッ

トレディ状態は非動作状態とみなされ、上位レイヤによって異常状態とみなされることがある。 

 

6.1.3 障害検出およびテストループ 

 障害検出原則はＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２１の２．６節に従う。加えて、瞬間的な伝送障害により 

ｉ＝ＯＦＦが通知されることがある。上位レイヤはインタフェースを異常とみなすまでに数秒遅れること

がある。 

 テストループの定義およびテストループを用いた保守原則はＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．１５０で提供される。 

 テストループおよびそれを用いた手順の記述はＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２１の７章で与えられる。 

 リモート端末でのＤＴＥによる、ＤＣＥのテストループ２の自動起動は不可能である。しかしながら電

気通信事業者がＤＴＥにローカルＤＣＥでテストループ２と等価の制御を許すことがある。これは専用線

または加入者線、および／又はＤＣＥまたはライン終端装置の全てあるいは一部の動作を検証するためで

ある。もしループ制御が提供されるならば、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．１５０およびＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２１で

それぞれ記述されているように、手動と自動がある。 

 

6.1.4 信号エレメントタイミング 

 信号エレメントタイミングはＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２１の２．６．３節に従う。 

 

6.2 Ｘ．２１ｂｉｓインタフェース 

6.2.1 ＤＴＥ／ＤＣＥ物理インタフェースエレメント 

 ＤＴＥ／ＤＣＥ物理インタフェースエレメントはＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２１ｂｉｓの１．２節に従う。 

 

6.2.2 動作フェーズ 

 回路１０７がＯＮ状態で、もし提供されるならば回路１０５、回路１０６、回路１０８および回路１０

９がＯＮ状態の時、回路１０３および回路１０４でのデータ交換は本標準の後の章に記述されている。 

 回路１０７がＯＦＦ状態、またはもし提供されるならば回路１０５、回路１０６、回路１０８または回

路１０９のいずれかがＯＦＦ状態の時、これは非動作状態とみなされ、上位レイヤによって異常状態とみ

なされることがある。 
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6.2.3 障害検出およびテストループ 

 障害検出原則、テストループの記述およびその使用手順はＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２１ｂｉｓの３．１節か

ら３．３節に従う。加えて、瞬間的な伝送障害で回路１０６および回路１０９がＯＦＦ状態になることが

ある。上位レイヤはインタフェースを異常とみなすまでに数秒遅れることがある。 

 リモート端末でのＤＴＥによる、ＤＣＥのテストループ２の自動起動は不可能である。しかしながら電

気通信事業者がＤＴＥにローカルＤＣＥでテストループ２と等価の制御を許すことがある。これは専用線

または加入者線、および／又はＤＣＥまたはライン終端装置の全てあるいは一部の動作を検証するためで

ある。もしループ制御が提供されるならば、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．１５０およびＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２１ｂ

ｉｓでそれぞれ記述されているように、手動と自動がある。 

 

6.2.4 信号エレメントタイミング 

信号エレメントタイミングはＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２１ｂｉｓの３．４節に従う。 

 

6.3 Ｖシリーズインタフェース 

 Ｖシリーズモデムを用いた一般的な動作は上記の６．２節に記述されている。しかしながら詳細に関し

て、特に障害検出原則、ループテスト、回路１０７、回路１０９、回路１１３および回路１１４の使用に

ついては対応するＶシリーズ勧告を参照すること。 

 回路１０５がＯＮから回路１０６がＯＮ（これらの回路が存在する時）するまでの遅延は１０ミリ秒以

上１秒未満である。加えて、瞬間的な伝送障害またはモデムのリトレーニングにより回路１０６または回

路１０９がＯＦＦになることがある。上位レイヤはインタフェースを異常とみなすまでに数秒遅れること

がある。 

 

6.4 Ｇシリーズインタフェース 

 物理レイヤエレメントとして定義される物理回路のインタフェースの特性はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７０

３に従う。 

 使用される場合、フレーム構成はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７０４に従う。2Mbit/s の場合、タイムスロット０

は障害検出を行うために使用される（ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｇ．７３２）。タイムスロット１６が使用されるか

どうかで、それぞれ 1984kbit/s または 1920kbit/s のアクセス速度となる。 

ＳＤＨに基づく物理レイヤインタフェースは、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７０７に従う。 

 

6.5 Ｉシリーズインタフェース 

 フレームリレーデータネットワークサービスのためのＰＤＮにおけるＩシリーズ物理インタフェース

はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３０およびＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３１で定義される。 

注－Ｉシリーズ物理インタフェースは、ＦＲＤＴＳを提供するＰＤＮの専用線として使用される。ＩＳＤ

Ｎからのセミパーマネントチャネルインタフェースがチャネルネゴシエーション手順なしに使用さ

れる場合がある。 
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７．サービス記述 

7.1 概要 

 ＦＲＤＴＳは一つのＤＴＥ／ＤＣＥインタフェースから他のＤＴＥ／ＤＣＥインタフェースへフレー

ム内容の透過性、エラー検出および伝送されるフレームの順序性を維持しながらフレームの双方向伝送を

提供する。 

 ＦＲＤＴＳはエラー通知、エラー回復、紛失フレームの再送のための手順は提供しない。 

 フレームの紛失は伝送エラーのみでなく、網内あるいはＤＴＥ／ＤＣＥインタフェースでの輻輳によっ

ても起こり得る。 

 

7.2 多重化 

 ＦＲＤＴＳはＤＴＥ間で同時に複数コネクションが単一のアクセス回線上で多重されることを許容す

る。与えられたコネクションの個々のフレームは付与されたラベルによって識別される。ＤＬＣＩ（デー

タリンクコネクション識別子）と呼ばれるフレーム内のこのフィールドは、ローカルな意味を持つ論理的

な識別子である。網は与えられたＤＴＥ－ＤＴＥコネクションのためのあるＤＴＥ／ＤＣＥインタフェー

ス上で使用されるＤＬＣＩとそのリモートＤＴＥ／ＤＣＥインタフェース上で使用されるＤＬＣＩとの

関係を保持する（図７－１／JT-X36 参照）。送信ＤＴＥから受信ＤＴＥへのＤＬＣＩ値のマッピングは網

に依存する。 

 各コネクションにおいて、フレームの順序性は送信ＤＴＥから受信ＤＴＥへ維持される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７－１／JT-X36 データリンクコネション識別子 

             (ITU-T X.36) 

 

7.3 サービス仕様 

 ＦＲＤＴＳはスイッチトバーチャルサーキット（ＳＶＣ）サービスとパーマネントバーチャルサーキッ

ト（ＰＶＣ）サービスの両方を提供する。（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ３６のこの版においてはＰＶＣのみであ

る。） 

 

 

 

DLCI=a 

 

DLCI=b 

DLCI=b DLCI=a 

フレームリレーデータ伝送 
サービスを提供するＰＤＮ 

DTE DTE 
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7.4 フレーム転送優先順位 

7.4.1 概要 

フレーム転送優先順位は、バーチャルサーキットに異なる優先順位を適用する可能性を網やＤＴＥに与

えるオプションの網機能である。データ転送フェーズにおいて、高い優先順位を割り当てられたバーチャ

ルサーキットのフレームは、低い優先順位に割り当てられたバーチャルサーキットのフレームより前に

サービス（処理と送信）を受ける。その結果としてエンド・エンド遅延とその変動は小さくなる。フレー

ム転送優先順位はバーチャルサーキット毎に割り当てられ、可能であればそれぞれのデータ転送方向に対

しても割り当てられる。フレーム転送優先順位は、フレームリレー網がリアルタイムアプリケーションの

エンド・エンド遅延のような時間的な要求条件をサポートし満たすとともに、アプリケーションの時間に

厳しい要求条件に基づく複数のサービスレベルを提供することを可能とする。 

 

7.4.2 サービス規定と要求 

データ転送フェーズにおいて、フレーム転送優先順位サービスをサポートすることは、網のオプション

である。もしサポートするならば、フレーム転送優先順位をＤＴＥ／ＤＣＥインタフェースおよび／又は

網内に適用するか否か、かつデータ伝送方向毎に異なるフレーム転送優先順位が可能であるか否かも網の

オプションである。網が各方向への異なるフレーム転送優先順位をサポートしない場合は、最も高く要求

された優先順位が双方向で使われる。 

パーマネントバーチャルサーキットにおいて、フレーム転送優先順位は、加入時に割り当てられる。ス

イッチトバーチャルサーキットにおいて、加入契約パラメータは、網がフレーム転送優先順位の使用を管

理するために必要である。フレーム転送優先順位は、起呼ＤＴＥにより要求され、その要求は網により処

理され、被呼ＤＴＥへ転送される。網は、呼設定処理時に網自身のフレーム転送優先順位能力に基づいて

起呼ＤＴＥの要求に対応する。 

ＤＴＥが網に要求したフレーム転送優先順位を持つパーマネントまたはスイッチトバーチャルサー

キットを利用するとき、ＤＴＥがデータを網に送信する際や、適応できるならば、内部的にデータをスイッ

チする際にも、フレーム転送優先順位を適用することが望ましい。 

フレーム転送優先順位サービスが期待される効果を得るための条件は、ＤＴＥがいつも同じ優先順位

（最も高い順位）を利用しないことである。ＤＴＥが異なるフレーム転送優先順位を要求する仕組みを作

ることは、網運用者の責任である。 

このような仕組みは、以下に示すリストの項目や項目の組合せに基づくものであり、項目はＤＴＥ／Ｄ

ＣＥインタフェース毎かつ優先順位毎に決められる。これらは全てを網羅するものではなく、強制的なも

のでもない。 

－異なる料金 

－インタフェース単位のＶＣ（ＰＶＣ＋ＳＶＣ）の最大数（注１） 

－ＶＣ単位のフレーム情報フィールドサイズの上限値 

－インタフェース単位に総計されるＣＩＲの合計の上限値（注１） 

－インタフェース単位に総計される（ＣＩＲ＋ＥＩＲ）（注３）の合計の上限値（注１） 

－インタフェース単位に総計される認定バーストサイズ（Ｂｃ）の合計の上限値（注１） 

－インタフェース単位に総計される超過バーストサイズ（Ｂｅ）の合計の上限値（注１） 

－ＶＣ単位のＣＩＲの上限値（注２） 

－ＶＣ単位の（ＣＩＲ＋ＥＩＲ）（注３）の上限値（注２） 

－ＶＣ単位の認定バーストサイズ（Ｂｃ）の上限値（注２） 

－ＶＣ単位の超過バーストサイズ（Ｂｅ）の上限値（注２） 
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注１－実際の値は、ＤＴＥ／ＤＣＥインタフェースのアクセス速度の絶対値または関数である。 

注２－実際の値は、２つの考慮するべきＤＴＥ／ＤＣＥインタフェースのアクセス速度の最低値に基

づく絶対値または関数である。 

注３－ＣＩＲ＋ＥＩＲ＝ＣＩＲ（１＋Ｂｅ／Ｂｃ） 

 

リンクレイヤのコアパラメータに基づくトラヒック監視という点から、ＣＩＲやＥＩＲが超過する場合

にはフレーム転送優先順位クラス（最高優先順位のものがより抑制される）に基づいた異なる動作も起こ

り得る。 

 

7.4.2.1 フレーム転送優先順位のインデックスとクラス 

フレーム転送優先順位クラスは、その網でサポートするフレーム転送優先順位と対応する。フレーム転

送優先順位クラスの数と特徴は、網内の能力に大きく依存するため、標準化することはできない。 

フレーム転送優先順位のインデックスは 0 から 15 の整数であり、ＤＴＥ／ＤＣＥインタフェース上で

フレーム転送優先順位を識別するために用いられる。0 は最低の優先順位のインデックスを示し、15 は最

高を示す。フレーム転送優先順位のインデックスとクラス間のマッピングは、網に依存する。フレーム転

送優先順位のインデックスは、ローカルで意味を持つ。したがって、それはＤＴＥが接続されている網の

サービス記述に従い決定されるものである。 

 

7.4.2.2 フレーム転送優先順位サービスの適合性 

フレームリレー転送優先順位サービスに適合するために、網はフレーム転送優先順位のインデックスと

クラス間のマッピングが常に次の条件を満足することを保証しなければならない。 

２つのインデックスｉ，ｊが、ｉ＜ｊのとき 

ＦＴＰ＿Ｃｌａｓｓ（ｉ）≦ＦＴＰ＿Ｃｌａｓｓ（ｊ） 

 

すなわち、「ｊ」よりも「ｉ」が小さいような「ｉ」と「ｊ」の２つのフレーム転送優先順位インデッ

クスがあるならば、「ｉ」と同等のフレーム転送優先順位インデックスを要求するスイッチトバーチャル

サーキットに割り当てられたフレーム転送優先順位クラス（ＦＴＰ＿Ｃｌａｓｓ）は、「ｊ」と同等のフ

レーム転送優先順位インデックスを要求するバーチャルサーキットに割り当てられたフレーム転送優先

順位クラスより大きいことはない。しかしながら、それは同じであってもよい。 

加えて、ＦＴＰ＿Ｃｌａｓｓ（ｊ）＞ＦＴＰ＿Ｃｌａｓｓ（ｉ）の場合、ＦＴＰ＿Ｃｌａｓｓ（ｊ）に

割り当てられた遅延および／又は遅延変動のような時間的な制限または性能の限界は、ＦＴＰ＿Ｃｌａｓ

ｓ（ｉ）に割り当てられたものよりよいことを、網は保証しなくてはならない。この標準は、「よりよい」

を意味するものを具体的に規定するものではなく、また、性能の限界を規定するものでもない。これは、

サービス提供者の特権である。より高いＦＴＰ＿Ｃｌａｓｓがより少ない遅延および／又は遅延変動をサ

ポートすることが期待される。 
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7.5 フレーム廃棄優先順位 

7.5.1 概要 

ＤＴＥ／ＤＣＥインタフェースにおけるフレーム廃棄優先順位は、オプションの網機能である。 

フレーム廃棄優先順位は、網やＤＴＥがＤＴＥ／ＤＣＥインタフェースにおけるバーチャルサーキット

に異なるフレーム優先順位を付与することを可能とする。それぞれの廃棄優先順位は異なるフレーム廃棄

率と関連している。フレームリレーフレームが網状態の悪化で廃棄されなければならないとき、低いフ

レーム廃棄優先順位を割り当てられたバーチャルサーキットに属するフレームは、高いフレーム廃棄優先

順位を割り当てられたバーチャルサーキットに属するフレームより優先して、網によって廃棄される。フ

レーム廃棄優先順位はＤＴＥ／ＤＣＥインタフェースのバーチャルサーキット毎に割り当てられる。また、

それぞれのデータ転送方向に対して異なった値が割り当てられてもよい。 

 

7.5.2 サービス規定と信号 

フレーム廃棄優先順位サービスをサポートすることは、網のオプションである。それぞれのデータ転送

方向に対して異なるフレーム廃棄優先順位をサポートすることも網のオプションである。網が各方向への

異なるフレーム廃棄優先順位をサポートしない場合は、最も高く要求された優先順位が双方向で使われる。 

パーマネントバーチャルサーキットにおいて、フレーム廃棄優先順位は、加入時に割り当てられる。ス

イッチトバーチャルサーキットにおいて、加入契約パラメータは、網がフレーム廃棄優先順位の使用を管

理するために必要である。フレーム廃棄優先順位は、起呼ＤＴＥにより要求され、その要求は網により処

理され、被呼ＤＴＥへ転送される。網は、呼設定処理時に網自身のフレーム廃棄優先順位能力に基づいて

起呼ＤＴＥの要求に対応する。 

フレーム廃棄優先順位の割り当てがスイッチトバーチャルサーキットとパーマネントバーチャルサー

キット間で異なるにもかかわらず、その動作はデータ転送フェーズで類似している。 

ＤＴＥが異なるフレーム廃棄優先順位を要求する仕組みを作ることは、網運用者の責任である。このよ

うな仕組みは、以下に示す非徹底的かつ非強制的なリストの項目や項目の組合せに基づくものであり、項

目はＤＴＥ／ＤＣＥのインタフェース毎かつ優先順位毎に決められる。 

－異なる料金 

－インタフェース単位のＶＣ（ＰＶＣ＋ＳＶＣ）の最大数（注１） 

－ＶＣ単位のフレーム情報フィールドサイズの上限値 

－インタフェース単位に総計されるＣＩＲの合計の上限値（注１） 

－インタフェース単位に総計される（ＣＩＲ＋ＥＩＲ）（注３）の合計の上限値（注１） 

－インタフェース単位に総計される認定バーストサイズ（Ｂｃ）の合計の上限値（注１） 

－インタフェース単位に総計される超過バーストサイズ（Ｂｅ）の合計の上限値（注１） 

－ＶＣ単位のＣＩＲの上限値（注２） 

－ＶＣ単位の（ＣＩＲ＋ＥＩＲ）（注３）の上限値（注２） 

－ＶＣ単位の認定バーストサイズ（Ｂｃ）の上限値（注２） 

－ＶＣ単位の超過バーストサイズ（Ｂｅ）の上限値（注２） 

注１－実際の値は、ＤＴＥ／ＤＣＥインタフェースのアクセス速度の絶対値または関数である。 

注２－実際の値は、２つの考慮するべきＤＴＥ／ＤＣＥインタフェースのアクセス速度の最低値に基

づく絶対値または関数である。 

注３－ＣＩＲ＋ＥＩＲ＝ＣＩＲ（１＋Ｂｅ／Ｂｃ） 

 

リンクレイヤのコアパラメータに基づくトラヒックポリッシングに関して、ＣＩＲやＥＩＲが超過する

際にはフレーム廃棄優先順位クラス（最高優先順位のものがより抑制される）に基づいて異なった動作を
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することもある。 

 

7.5.2.1 フレーム廃棄優先順位のインデックスとクラス 

フレーム廃棄優先順位クラスは、その網でサポートするフレーム廃棄優先順位と対応する。フレーム廃

棄優先順位クラスの数と特徴は、網内の能力に大きく依存するため、標準化することはできない。 

フレーム廃棄優先順位のインデックスは 0 から 7 の整数であり、ＤＴＥ／ＤＣＥインタフェース上でフ

レーム廃棄優先順位を通知するために用いられる。 

・ フレーム廃棄優先順位 0 : 最も低いフレーム廃棄優先順位。このフレーム廃棄優先順位を割り当

てられたバーチャルサーキットでは、フレームを最初に廃棄することになる。この結果これは最

も高いフレーム廃棄率となる。 

・ フレーム廃棄優先順位 7 : 最も高いフレーム廃棄優先順位。このフレーム廃棄優先順位を割り当

てられたバーチャルサーキットでは、フレームを最後に廃棄することになる。この結果これは最

も低いフレーム廃棄率となる。 

 

フレーム廃棄優先順位のインデックスは、網内でフレーム廃棄優先順位クラスにグループ化することが

可能であり、それらのクラスはフレーム廃棄優先順位に対応する。フレーム廃棄優先順位のインデックス

は、ローカルで意味を持つ。それはＤＴＥが接続されている網のサービス記述に従い決定されるものであ

る。 

 

7.5.2.2 フレーム廃棄優先順位サービスの適合性 

フレーム廃棄優先順位サービスに適合するために、網はフレーム廃棄優先順位のインデックスとクラス

間のマッピングが常に次の条件を満足することを保証しなければならない。 

２つのフレーム廃棄優先順位インデックスｉ，ｊが、ｉ＜ｊのとき 

ＦＤＰ＿Ｃｌａｓｓ（ｉ）≦ＦＤＰ＿Ｃｌａｓｓ（ｊ） 

 

すなわち、「ｊ」よりも「ｉ」が小さいような「ｉ」と「ｊ」の２つのフレーム廃棄優先順位インデッ

クスがあるならば、「ｉ」と同等のフレーム廃棄優先順位インデックスを要求するバーチャルサーキット

に割り当てられたフレーム廃棄優先順位クラス（ＦＤＰ＿Ｃｌａｓｓ）は、「ｊ」と同等のフレーム廃棄

優先順位インデックスを要求するバーチャルサーキットに割り当てれらたフレーム廃棄優先順位イン

デックスより大きいことはない。しかしながら、それは（もしｉとｊが同じフレーム廃棄優先順位クラス

にマッピングされれば）同じであってもよい。 

加えて、ＦＤＰ＿Ｃｌａｓｓ（ｊ）＞ＦＤＰ＿Ｃｌａｓｓ（ｉ）の場合、ＦＤＰ＿Ｃｌａｓｓ（ｊ）に

割り当てられたフレーム廃棄率のような性能の限界は、ＦＤＰ＿Ｃｌａｓｓ（ｉ）に割り当てられたもの

よりよいことを、網は保証しなくてはならない。この標準は、「よりよい」を意味するものを具体的に規

定するものではなく、また性能の限界を規定するものでもない。これは、サービス提供者の特権である。

より高いＦＤＰクラスがより低いフレーム廃棄率をサポートすることが期待される。 
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7.5.3 フレーム廃棄優先順位と他のフレームリレーパラメータ 

フレーム廃棄優先順位および廃棄可能表示（ＤＥビット）はともにフレーム廃棄を扱うが、それらは異

なるが互いに補完する形で機能する。異なるフレーム廃棄優先順位クラスの複数のバーチャルサーキット

を提供する網が、輻輳によるフレーム廃棄を決定する時点で、ＤＥビットがＯＮであるすべてのフレーム

（ＥＩＲトラヒック／フレームと呼ぶ）は、コネクションに割り当てられたフレーム廃棄優先順位クラス

に関係なく、ＤＥビットがＯＦＦのフレーム（ＣＩＲトラヒック／フレームと呼ぶ）に優先して廃棄され

る。 

すなわち、ＥＩＲトラヒックは最も重要でないトラヒックとして扱われ、最初に廃棄される。輻輳が継続

する場合には、必要に応じて、ＣＩＲフレームは割り当てられたフレーム廃棄優先順位にしたがって廃棄

される。より低いフレーム廃棄優先順位の値を持つコネクションに属するＣＩＲフレームは、より高いフ

レーム廃棄優先順位の値を持つコネクションに属するものより優先的に廃棄される。 

 

7.6 フレームリレーサービスクラス 

フレームリレーサービスクラスは、フレームリレー網が異なるアプリケーションの遅延と損失の要求を

満たすために、異なるサービスクラスの品質をフレームリレーバーチャルサーキットに提供することを可

能とするオプション機能である。データ転送フェーズでは、フレームは、契約または要求されたサービス

クラスのパフォーマンス特性が適合するように扱われる。 

ＤＴＥ／ＤＣＥインタフェースでのフレームリレーサービスクラスの使用は、ＰＶＣでの加入契約また

はＳＶＣでのシグナリングによるものである。ＳＶＣでは、発呼ＤＴＥが呼確立時にサービスクラス番号

をシグナリングすることによって、サービスクラスが要求される。 

サービスクラスの定義を表７－１／JT-X36 に示す。それぞれのサービスクラスは、それぞれのクラスに

対するアプリケーションの要求に適する最大のエンド・エンド遅延および損失値を適用させている。サー

ビスクラスとその遅延および損失パラメータ値は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．１４６に定義されている。 

 

表７－１／JT-X36 サービスクラス記述 

(ITU-T X.36) 

 

サービスクラス番号 サポート要求 適用 

０ 必須 適度なフレーム損失の要求と、遅延の規定なし。 

１ 必須 

デフォルトサービスクラス。 

サービスクラスを提供するすべてのフレームリレー網は 

このクラスを提供し、ＳＶＣをサポートする場合には 

このクラスのシグナリングを提供する。 

適度なフレーム損失の要求と、適度な遅延の要求。 

２ オプション 厳しいフレーム損失の要求と、適度な遅延の要求。 

３ オプション 厳しいフレーム損失の要求と、厳しい遅延の要求。 
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7.7 サービスクラスおよび優先順位のサポート 

網はサービスクラスおよび／又は優先順位をサポートすることがある。これらは両方ともサポートしな

いこともある。 

サービスクラスおよび優先順位がＤＴＥ／ＤＣＥインタフェースにて使用可能かどうかを、網は管理上

の手段で知らせる。 

網が両オプションを提供する場合、以下２つの動作モードが可能である。 

－ＤＴＥがサービスクラスまたは優先順位をサポートするかどうかを示すＤＴＥ契約オプション 

－ＤＴＥ契約なし 

 

どちらの場合でも、１つのＰＶＣまたはＳＶＣ単位に、網はサービスクラスまたは優先順位のどちらか

一方はサポートするが、同一のＰＶＣまたはＳＶＣでは同時に両方はサポートしない。 

 

7.8 ＳＶＣに関するサービス 

本節はＳＶＣに関する記述のため、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ３６のこの版においては削除する。 

 

８．サービスパラメータとサービス品質 

8.1 適用範囲 

 本章では輻輳管理を含む必要とされるサービス要求条件を保証するために求められるサービスパラ

メータについて記述している。 

 

8.2 サービスパラメータ 

8.2.1 アクセス速度（ＡＲ） 

 アクセス速度はＤＴＥが網に入力可能な、または網から受信可能な最大データ速度である。これは網に

よってサポートされる一連の値のなかからユーザによって選択されたアクセスチャネルの速度によって

決定される。これは一定期間合意されるものである。 

 

8.2.2 認定バーストサイズ（Ｂｃ） 

 認定バーストサイズは網が通常状態において間隔Ｔｃ（８．２．５節（Ｔｃ）参照）の間に転送するこ

とを合意した特定のバーチャルサーキットに対するデータの総量である。 

 伝送方向（すなわちＤＴＥからＤＣＥへの出力方向とＤＣＥからＤＴＥへの入力方向）に対するこの

サービスパラメータの値は網によってサポートされる一連の値の中から選択された値に設定され、一定期

間合意される。このサービスパラメータの値は呼設定時にネゴシエートすることも可能である。 

 

8.2.3 超過バーストサイズ（Ｂｅ） 

 超過バーストサイズは網が間隔Ｔｃ（８．２．５節（Ｔｃ）参照）の間に特定のバーチャルサーキット

に対してＤＴＥから認定バーストサイズ（Ｂｃ）を越えて受けようとする非認定データの総量である。 

 伝送方向（すなわちＤＴＥからＤＣＥへの出力方向とＤＣＥからＤＴＥへの入力方向）のためのサービ

スパラメータの値は網によってサポートされる一連の値の中から選択された値に設定され、一定期間合意

される。このサービスパラメータの値は呼設定時にネゴシエートすることも可能である。 
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8.2.4 認定情報速度（ＣＩＲ） 

 網が通常状態において転送を認定している特定ＶＣのための情報転送速度。その速度は最小時間間隔で

あるＴｃの平均である。 

 伝送方向（すなわちＤＴＥからＤＣＥへの出力方向とＤＣＥからＤＴＥへの入力方向）のためのサービ

スパラメータの値は網によってサポートされる一連の値の中から選択された値に設定され、一定期間合意

される。このサービスパラメータの値は呼設定時にネゴシエートすることも可能である。 

 

8.2.5 認定速度測定時間（Ｔｃ） 

 認定速度測定時間Ｔｃは、網が認定バーストサイズと超過バーストサイズデータを予期する時間間隔で

ある。それぞれの転送方向に対して、Ｔｃは以下の関係式に従って定義される。 

(1) ＣＩＲ＞０の場合、Ｔｃ＝Ｂｃ／ＣＩＲ 

(2) ＣＩＲ＝０の場合、Ｔｃは網によってサポートされる一連の値の中からユーザによって選択され

た値に設定される。この値は一定期間合意される。 

 

8.2.6 フレームリレー情報フィールドの最大オクテット長（Ｎ２０３） 

 フレームリレー情報フィールドのサイズ（Ｎ２０３パラメータ）はアドレスフィールドの後からフレー

ムチェックシーケンス（ＦＣＳ）フィールド（図９－１／JT-X36 参照）の前までのユーザデータオクテッ

ト数である。カウントは送信側の「０」ビット挿入の前、受信側の「０」ビット除去の後で行われる。伝

送方向（すなわちＤＴＥからＤＣＥへの出力方向およびＤＣＥからＤＴＥへの入力方向）に対するＮ２０

３パラメータの値は網によってサポートされる一連の値から選択され、一定期間合意される。伝送方向に

対するＮ２０３パラメータの値は呼設定時にネゴシエートすることも可能である。 

 すべての網は少なくても１６００オクテットの値をサポートするべきである。 

 

8.2.7 優先順位またはサービスクラス  

 網においてサポートされるならば、フレーム転送および／又は廃棄優先順位あるいはサービスクラスが

バーチャルサーキット毎に適用される。 

 

8.2.8 フラグメンテーションパラメータ 

 ＤＴＥ／ＤＣＥのフラグメンテーションの利用は、加入契約のパラメータにより定義される。 

 この場合、ＤＴＥ／ＤＣＥインタフェース上で使われる最大のフラグメントサイズは、加入契約の別の

パラメータにより定義される。このパラメータはデータ転送の両方向に適用される。 

 

8.3 ＳＶＣ関連パラメータ 

本節はＳＶＣに関する記述のため、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ３６のこの版においては削除する。 
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8.4 サービス品質 

 ＣＩＲ、Ｂｃ、Ｔｃパラメータによって特徴づけられる認定トラヒックに対するＱＯＳレベルは一定の

確率で提供される。Ｂｅパラメータによって特徴づけられる超過トラヒックに対するＱＯＳレベルは一定

の確率で提供される。 

 この仕様における詳細はＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．１４４に記述されている。網内またはＤＴＥ／ＤＣＥイン

タフェースでの輻輳発生は提供されるＱＯＳレベルに影響を与える（１２章を参照）。 

フレーム転送優先順位、フレーム廃棄優先順位およびサービスクラスは、認定トラヒックと超過トラ

ヒックが発生する確率、およびある遅延内で認定トラヒックと超過トラヒックが発生する確率に影響を与

える。 

優先順位については、実際の影響は標準化されず、網に依存する。サービスクラスに対する影響は、Ｉ

ＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．１４６に定義される。 
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９．データリンク転送制御 

9.1 概要 

 本章はＳＤＨ以外の物理インタフェースに対するフレームリレーデータ伝送サービスの動作のための

フレーム構成、手順の要素、フィールドのフォーマットおよび手順を含んでいる。ＳＤＨ上のフレームリ

レーデータ転送サービスは９．５節で適用する。 

 フレームリレーデータ伝送サービスによって提供される機能は以下の通り。 

－フレームの境界識別、配列、透過性 

－アドレスフィールドを用いたフレームの多重化、分配 

－「０」ビットを挿入する前または除去した後に、フレームが整数個のオクテットで構成されている

かどうかの検査 

－フレームが長すぎたり、短すぎないかどうかの検査 

－伝送エラーの検出（エラーの回復はしない） 

－輻輳制御機能 

 

9.2 フレームフォーマット 

 個々のフレームに用いられるフレームフォーマットを図９－１／JT-X36 に示す。 

 

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １  

フラグ オクテット１ 

アドレスフィールド上位オクテット オクテット２ 

アドレスフィールド下位オクテット  注 オクテット３ 

情報フィールド 

（Ｎ－６）オクテット 

オクテット４ 

 

オクテットＮ－３ 

フレームチェックシーケンス（第１オクテット） オクテットＮ－２ 

フレームチェックシーケンス（第２オクテット） オクテットＮ－１ 

フラグ オクテットＮ 

 

 注－デフォルトアドレスフィールド長は２オクテットである。 

これは４オクテットに拡張することができる。 

 

図９－１／JT-X36 ２オクテットアドレスをもつフレームフォーマット 

(ITU-T X.36) 

 

9.2.1 フラグシーケンス 

 すべてのフレームは、１個の「０」ビットと６個の連続した「１」ビットおよび１個の「０」ビットか

らなるフラグシーケンスから始まり、終わるものとする。アドレスフィールドに先行するフラグを開始フ

ラグと定義する。ＤＴＥとＤＣＥは、終了フラグを次のフレーム開始フラグとして使用することをサポー

トしなければならない。 

 

9.2.2 アドレスフィールド 

 アドレスフィールドは２オクテット以上で構成し、オプションとして４オクテットに拡張することがで

きる。アドレスフィールドのフォーマットは９．３節で定義する。 
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9.2.3 情報フィールド 

 フレームの情報フィールドは、存在する場合にはアドレスフィールド（９．３．２節参照）の後で、フ

レームチェックシーケンスフィールド（９．２．４節参照）の前に置かれる。フレームリレー情報フィー

ルドの内容はオクテットの整数倍からなる。フレームリレー情報フィールドの最大長は８．２．６節で定

義されている。 

 

9.2.4 フレームチェックシーケンス（ＦＣＳ）フィールド 

 ＦＣＳフィールドは１６ビットのシーケンスとする。次の(1)、(2)項の合計値（モジュロ２）の１の補数

をとったものである。 

(1) Ｘｋ（Ｘ１５＋Ｘ１４＋Ｘ１３＋Ｘ１２＋Ｘ１１＋Ｘ１０＋Ｘ９＋Ｘ８＋Ｘ７＋Ｘ６＋Ｘ５＋Ｘ４＋Ｘ３＋Ｘ２＋

Ｘ＋１）を生成多項式Ｘ１６＋Ｘ１２＋Ｘ５＋１で割り算（モジュロ２）した剰余。ここでｋは、開始

フラグの最後のビットとＦＣＳの最初のビットにはさまれた開始フラグの最後のビットとＦＣＳ

の最初のビットを除くビット数であり、透過性のため挿入したビットは除く。 

(2) 開始フラグの最後のビットとＦＣＳの最初のビットにはさまれたビット数（ただし左記の両ビッ

ト共含まない）から、透過性のために挿入したビット数を除いたフレーム内容にＸ１６を乗じた後、

生成多項式Ｘ１６＋Ｘ１２＋Ｘ５＋１で割り算（モジュロ２）した剰余。 
 

9.3 アドレッシング 

9.3.1 概要 

 本節ではアドレスフィールドのフォーマットを記述する（図９－２／JT-X36 参照）。フレームリレーコ

ネクションは本節で記述されるアドレスフィールドの要素によって決定される。これらのアドレスフィー

ルドの要素は１２章にみられる輻輳マネジメントオプション手順のサポートを規定する。情報フィールド

はアドレスフィールドの次に続く。 

 

9.3.2 アドレスフィールドフォーマット 

 アドレスフィールドフォーマットは図９－２／JT-X36 に示す様に、アドレスフィールド拡張ビット、コ

マンド／レスポンス表示ビット、順方向明示的輻輳通知ビット、逆方向明示的輻輳通知ビット、廃棄可能

表示ビット、データリンクコネクション識別子（ＤＬＣＩ）ビット、ＤＬＣＩ拡張／制御表示ビット（Ｄ

／Ｃビット）を含んでいる。2 オクテットアドレスフィールドのサポートは必須である。ＤＴＥとＤＣＥ

は 4 オクテット長のアドレスフィールドをサポートすることができる。網が 4 オクテット長のアドレス

フィールドをサポートする場合、その長さの選択は加入時に決定され、全てのＤＴＥ／ＤＣＥインタ

フェースに適用可能である。 
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８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

上位 ＤＬＣＩ（6 ビット） 

 

＊ EA 

0 

下位 ＤＬＣＩ（4 ビット） 

 

FECN BECN DE EA  

1 

 

 

 

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

上位 ＤＬＣＩ（6 ビット）    

 

＊ EA 

0 

ＤＬＣＩ（4 ビット） 

 

FECN BECN DE EA  

0 

ＤＬＣＩ（7 ビット） 

 

EA  

0 

下位 ＤＬＣＩ（6 ビット） 

 

D/C 

0 

EA 

1 

 

ＥＡ アドレスフィールド拡張ビット 

＊ コマンド／レスポンス表示のサポートを意図したビットである。 

 コーディングは適用形態に依存する（９．３．３．２節参照）。 

ＦＥＣＮ 順方向明示的輻輳通知 

ＢＥＣＮ 逆方向明示的輻輳通知 

ＤＬＣＩ データリンクコネクション識別子 

ＤＥ 廃棄可能表示 

Ｄ／Ｃ ＤＬＣＩ拡張／制御ビット 

 

図９－２／JT-X36 アドレスフィールドフォーマット 

(ITU-T X.36) 

デフォルト 

アドレスフィールド 

フォーマット 

（２オクテット） 

4オクテット 

アドレスフィールド 

フォーマット 

 

または 
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9.3.3 アドレスフィールド要素 

9.3.3.1 アドレスフィールド拡張ビット（ＥＡビット） 

 アドレスフィールドオクテットのビット 1 でアドレスフィールドの最終オクテットを指示することによ

り、アドレスフィールド長は拡張される。アドレスフィールドオクテットのビット 1 が「0」であること

は、このオクテットにもう 1 つのアドレスフィールドのオクテットが続くことを示している。アドレス

フィールドオクテットのビット 1 が「1」であることは、このオクテットがアドレスフィールドの最終オ

クテットであることを示している。 

 

9.3.3.2 コマンド／レスポンスビット（Ｃ／Ｒビット） 

 Ｃ／Ｒビットは、ＤＴＥから他のＤＴＥへ透過的に転送される。 

 

9.3.3.3 順方向明示的輻輳通知ビット（ＦＥＣＮビット） 

 ＦＥＣＮビットは輻輳した網により設定されることがあり、受信ＤＴＥに輻輳回避手順が必要であるこ

とを通知する。なおその手順はＦＥＣＮ通知を伝えるフレームと同一方向のトラヒックに適用する。ＦＥ

ＣＮビットは受信ＤＴＥに対して、受信するフレームがリソースの輻輳に遭遇したことを示すために「1」

に設定される。ＦＥＣＮビットは輻輳方向フレームの受信ＤＴＥが速度調整を開始するために使用する事

ができる。 

 網またはＤＴＥによる本ビットの設定はオプションであるが、網は本ビットをクリア（「0」に設定）

してはならない。ＦＥＣＮビットを提供しない網は本ビットを変更しないで通過させる。本ビットの使用

に関する説明は１２章に記述されている。 

 

9.3.3.4 逆方向明示的輻輳通知ビット（ＢＥＣＮビット） 

 ＢＥＣＮビットは輻輳した網により設定されることがあり、受信ＤＴＥに輻輳回避手順が必要であるこ

とを通知する。なおその手順はＢＥＣＮ通知を伝えるフレームと逆方向のトラヒックに適用する。ＢＥＣ

Ｎビットは受信ＤＴＥに対して、送信するフレームがリソースの輻輳に遭遇したことを示すために「1」

に設定される。ＢＥＣＮビットは輻輳方向フレームの送信ＤＴＥが速度調整を開始するために使用する事

ができる。 

 網またはＤＴＥによる本ビットの設定はオプションであるが、網は本ビットをクリア（「0」に設定）

してはならない。ＢＥＣＮビットを提供しない網は本ビットを変更しないで通過させる。本ビットの使用

に関する説明は１２章に記述されている。 

 

9.3.3.5 廃棄可能表示ビット（ＤＥビット） 

 ＤＥビットは、もし使用されるなら、輻輳状態の場合に他のフレームより優先して廃棄されるフレーム

であるということを示すために「1」に設定される。本ビットの網あるいはＤＴＥによる設定はオプショ

ンである。網は本ビットをクリア（「0」に設定）してはならない。輻輳時、網はフレームを廃棄する場

合、ＤＥ＝1 のフレームだけに限定されることはない。 
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9.3.3.6 データリンクコネクション識別子（ＤＬＣＩ） 

 アドレスフィールド長に依存して、ＤＬＣＩは 10 ビットまたは 23 ビットとなる。アドレスフィールド

長が 2 オクテットの場合、ＤＬＣＩは 10 ビットとなり、オクテット 1 と 2 に設定される。アドレスフィー

ルド長が 4 オクテットの場合、ＤＬＣＩは 23 ビットとなり、オクテット 1、2、3 および 4 に設定される。

図９－２／JT-X36 参照。 

 ＤＬＣＩはローカルＤＴＥ／ＤＣＥインタフェースにおいてバーチャルサーキットを識別する。その値

はＰＶＣの場合は加入時に、ＳＶＣの場合は呼設定時に決定される。ＤＴＥ／ＤＣＥインタフェースをサ

ポートするバーチャルサーキットの最大数は網に依存する。 

 ＤＬＣＩの特別な値は以下のためにも使用される。 

・ＳＶＣにおけるシグナリング（１０章参照：ただし、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ３６のこの版においては

対象外） 

・ＰＶＣ付加手順（１１章参照） 

・レイヤ２マネジメント、特に統合リンクレイヤマネジメント（ＣＬＬＭ） 

（付属資料Ｃ／JT-X36 参照） 

 ＤＬＣＩ値の範囲は、表９－１／JT-X36 および表９－２／JT-X36 により規定される。 

 

表９－１／JT-X36 2 オクテットアドレスフィールド使用時のＤＬＣＩ値の範囲 

(ITU-T X.36) 

 

ＤＬＣＩ 範囲 

（10 ビット） 

機  能 

0 

 

  シグナリング 

 

1 － 15 リザーブ 

 

16 － 991 バーチャルサーキット識別 

 

992 － 1007 統合リンクレイヤマネジメント（ＣＬＬＭ）メッセージ（付属資料Ｃ参照）

のようなネットワークに関連する情報のために使用されるＦＲＤＴＳのレ

イヤ 2 マネジメント 

1008 － 1022 リザーブ 

 

1023   インチャネルレイヤ 2 マネジメント用のリザーブ、必要時 
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表９－２／JT-X36 4 オクテットアドレスフィールド使用時のＤＬＣＩ値の範囲 

(ITU-T X.36) 

 

ＤＬＣＩ 範囲 

（23 ビット） 

機  能 

0 

 

  シグナリング 

 

1 － 15 リザーブ 

 

16 － 991 バーチャルサーキット識別 

 

992 － 1007 統合リンクレイヤマネジメント（ＣＬＬＭ）メッセージ（付属資料Ｃ参照）

のようなネットワークに関連する情報のために使用されるＦＲＤＴＳのレ

イヤ 2 マネジメント 

1008 － 1022 リザーブ 

 

1023   インチャネルレイヤ 2 マネジメント用のリザーブ、必要時 

1024 － 8388607 バーチャルサーキット識別 

 

9.3.3.7 ＤＬＣＩ拡張／制御表示ビット（Ｄ／Ｃビット） 

 Ｄ／Ｃビットは、4 オクテットフォーマットが使用される場合の最終オクテットのビット 2 である。本

標準では常に「0」に設定される。「1」に設定される場合、最終オクテットのビット 3 から 8 はＤＬＣＩ

ビットとして解釈されない。また、その使用方法は今後の検討課題である。 
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9.4 送出時の考慮 

9.4.1 ビット送出順序 

 ビットはオクテットにまとめられる。1 つのオクテットのビットは水平に並べられ、1 から 8 まで番号

付けされる。複数のオクテットは垂直に並べられ、１からｎまで番号付けされる（図９－３／JT-X36 参照）。 

 

 

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

 オクテット 1 

 オクテット 2 

 オクテット 3 

 ・ 

 ・ 

 ・ 

 ・ 

 オクテットｎ 

 

図９－３／JT-X36 フォーマット規定 

(ITU-T X.36) 

 

 オクテットは若番から番号順に送出される。各オクテットにおいてビット 1 は最下位ビットであり、最

初に送出され、ビット 8 は最上位ビットであり、最後に送出される。 

 

9.4.2 フレームフィールドのビット順序 

 フィールドが 1 オクテットに含まれる場合、フィールド内の最も小さいビット番号が最下位ビットを表

す。 

 フィールドが 2 オクテット以上にまたがる場合、各オクテット内のビットの値はオクテット番号の増加

に従い低くなり、フィールド内の最も小さいビット番号は最下位ビットを表す。 

 2 オクテット長アドレスフィールドの例として、ＤＬＣＩビット値の順序を図９－４／JT-X36 に示す。 

 

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １  

上位ＤＬＣＩ（6 ビット） EA 

２９ ２８ ２７ ２６ ２５ ２４ 

C/R 

０ 
オクテット 1 

下位ＤＬＣＩ（4 ビット） FECN BECN DE EA 

２３ ２２ ２１ ２０    １ 
オクテット 2 

 

図９－４／JT-X36 ＤＬＣＩビット値の順序 

(ITU-T X.36) 
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 上記の規定には 2 つの例外がある。 

(1) 情報フィールドのビット値の順序は本標準では規定しない。 

(2) ＦＣＳビット値の順序は以下の通りである。第１オクテットのビット 1 が最上位ビットであり、

第２オクテットのビット 8 が最下位ビットである（図９－５／JT-X36 参照）。 

 

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １  

２８ ２９ ２１０ ２１１ ２１２ ２１３ ２１４ ２１５ オクテット 1 

２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７ オクテット 2 

 

図９－５／JT-X36 ＦＣＳビット値の順序 

(ITU-T X.36) 

 

9.4.3 透過性 

 送信ＤＴＥおよびＤＣＥは、開始フラグシーケンスと終了フラグシーケンスの間のフレーム内容（アド

レス、情報およびＦＣＳフィールド）を調べ、フレーム内にフラグやアボートシーケンスがあると見なさ

れないように、すべての 5 個の連続する「1」ビット（ＦＣＳの最後の 5 ビットを含む）の後に「0」ビッ

トを挿入する。受信ＤＴＥおよびＤＣＥは、開始フラグシーケンスと終了フラグシーケンスの間のフレー

ム内容を調べ、5 個の連続する「1」ビットの直後の「0」ビットをすべて除去する。 

 

9.4.4 フレーム間のタイムフィル 

 フレーム間を埋めるためにフラグシーケンスを使用しなくてはならない。 

 

9.4.5 無効フレーム 

 無効フレームとは以下に示すいずれかのフレームである。 

(a) 2 つのフラグによって正しく区切られていないフレーム 

(b) アドレスフィールドと終了フラグ間が 3 オクテット未満のフレーム 

(c) 「0」ビット挿入前あるいは「0」ビット除去後にオクテットの整数倍で構成されていないフレー

ム 

(d) フレームチェックシーケンス誤りであるフレーム 

(e) アドレスフィールドが 1 オクテットのフレーム 

(f) 受信側がサポートしていないＤＬＣＩをもつフレーム 

(g) 「0」ビット挿入後あるいは「0」ビット除去前に７ビット以上連続した「1」ビットを含むフレー

ム（透過性違反あるいはフレームアボート） 

(h) Ｎ２０３（８．２．６節参照）よりも長い情報フィールドをもつフレーム 

注－(b)項は、情報フィールドの長さが 0 であるフレームは無効フレームであることを意味している。

与えられた方向にトラヒックが無い場合、ＤＴＥまたはＤＣＥは「1」または「0」に設定された

ＢＥＣＮビットによって逆方向へ輻輳についての情報を送信するために無効フレームを使うこ

とがある。この情報フィールドの長さが 0 である無効フレームの使用は網側のオプションである。

さらに、これらのフレームはローカルで使用され、ＤＣＥはリモートのＤＴＥ／ＤＣＥインタ

フェースには送信しない。 

(h)項の場合、網はリモートのＤＴＥへフレームの一部を送信し、その後そのフレームをアボート

することがある。 

  

無効フレームは送信側ＤＴＥまたはＤＣＥに通知されることなく廃棄される。 
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9.4.6 フレームアボート 

 フレームアボートは、7 ビット以上連続した「1」ビット（「0」ビットは挿入されていない）を送信す

ることにより実行される。ＤＴＥ（またはＤＣＥ）により 7 ビット以上連続した「1」ビットを受信した

場合はアボートとして解釈され、ＤＴＥ（またはＤＣＥ）はその時受信中のフレームを無視する。 

 

9.5 ＳＤＨ上のフレームリレーデータ転送サービス 

9.5.1 概要 

 フレームリレーリンクレイヤプロトコルはビットオリエンテッドなプロトコルである。これはＳＤＨ以

外の物理レイヤ上で動作するものとして考えられた。ＳＤＨはリンクレイヤに対するオクテットオリエン

テッドなインタフェースを有する。ＳＤＨにはオクテットフラグメント（８の倍数でないビット数）をサ

ポートする規定はない。ＳＤＨの要求に従うために、リンクレイヤは整数倍のオクテットが物理レイヤを

通ることを保証しなくてはならない。ゼロビット挿入があるので、現在のフレームリレー転送プロトコル

では、これは不可能である。本節で述べるオクテットオリエンテッドなフレームリレーデータリンクレイ

ヤのフレーミングは、物理転送機能としてＳＤＨ上で使われる。 

 

9.5.2 フレーミング仕様 

 ９．２節から９．４節に以下の例外を適用させる。 

(1) フレームチェックシーケンス：ＡＡＬタイプ５の３２ビットＦＣＳが適用される。生成多項式は 

G(x)=x32+x26+x23+x22+x16+x12+x11+x10+x8+x7+x5+x4+x2+x+1 である。送信と受信に使われるアルゴ

リズムは、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３６３．５に規定される。 

(2) 透過性：送信ＤＴＥあるいはＤＣＥは、ＦＣＳの計算後に開始と終了フラグで挟まれたフレーム

（アドレス、情報およびＦＣＳフィールド）の内容を調べる。フレームの内容にフラグシーケン

ス（01111110）あるいはエスケープコード（01111101）があった場合、エスケープコード 01111101

を挿入する。受信ＤＴＥあるいはＤＣＥは、ＦＣＳの計算前に２つのフラグに挟まれたフレーム

の内容を調べる。あるオクテットの前にエスケープコードがある場合は、そのエスケープコード

を取り除く。 

(3) Ｇ．７０７のスクランブリングが使われる。 
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9.6 フラグメンテーション 

 この節では、送信側のフレームリレーＤＴＥおよびＤＣＥが長いフレームを連続した短いフレームにフ

ラグメント化し、受信側の相手ＤＴＥあるいはＤＣＥでは元のフレームに再組立できるオプションの能力

について述べる。 

 低速のバーチャルコネクション上で遅延に敏感なトラヒックを適切にサポートするために、同じコネク

ションを共有する、より長く遅延に余裕のあるフレームのフラグメント化が必要である。これはより短く

遅延に敏感なフレームが必要以上に遅延しないように実行される。フラグメント化はＤＴＥ／ＤＣＥイン

タフェース上でローカルであり、フラグメントサイズは、ＤＴＥ／ＤＣＥインタフェースの論理的な速度

に基づく適切な遅延と遅延変動を提供するために最適に構成されうる。フラグメント化はインタフェース

上でローカルであるから、網は完全なフレームを転送することによっていっそう速い内部のトランク速度

を利用することができる。この場合、小さなフラグメントを数多く転送するよりも効率がよい。 

 ＤＴＥおよびＤＣＥインタフェースは図９－６／JT-X36 で示すように、フラグメント化と再組立の相手

として動作する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図９－６／JT-X36 ＤＴＥ－ＤＣＥフラグメント化／再組立の参照ダイアグラム 

(ITU-T X.36) 

 

 フラグメント機能は独立した「論理フラグメント機能」として描かれているが、図９－６／JT-X36 に示

すようにＤＴＥおよびＤＣＥインタフェースにインプリメントされることが期待される。 

 フラグメント化はインタフェース毎に規定される。あるインタフェース上で設定されると、フラグメン

ト手順とフォーマットは全てのＤＬＣＩ（ＤＬＣＩ ０、ＰＶＣおよびＳＶＣを含む）上の全てのフレー

ムに適用される。 

 加入契約パラメータはＤＴＥ／ＤＣＥインタフェースで使われる最大フラグメントサイズを規定する。

このパラメータはデータ転送の双方向に適用される。 

 

フラグメント化の相手 

 
フレームリレー網 

 
 ＤＣＥ   ﾌﾚｰﾑﾘﾚｰ  ＤＣＥ 
 ｲﾝﾀﾌｪｰｽ  ＰＶＣ   ｲﾝﾀﾌｪｰｽ 

フレームリレー 
ＤＴＥ 

フレームリレー 
ＤＴＥ 
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9.6.1 フラグメンテーションフォーマット 

 フレームリレーフレームの開始フラグとアドレスフィールドとの間に、2 オクテットのフラグメンテー

ションヘッダが挿入される。一つのフレームリレーフレームから生成される各々のフラグメントに対する

フォーマットを、図９－７／JT-X36 に示す。 

 

8 7 6 5 4 3 2 1  

0 1 1 1 1 1 1 0 オクテット 1 

B E C フラグメントシーケンス番号 

(上位 4 ビット) 

1 オクテット 2 

フラグメントシーケンス番号 

(下位 8 ビット) 

オクテット 3 

アドレスフィールド 第 1 オクテット オクテット 4 

アドレスフィールド 第 2 オクテット オクテット 5 

 オクテット 6 

フラグメントペイロード  

 オクテット N-3 

フレームチェックシーケンス 第 1 オクテット オクテット N-2 

フレームチェックシーケンス 第 2 オクテット オクテット N-1 

0 1 1 1 1 1 1 0 オクテット N 

 

図９－７／JT-X36 フラグメントフォーマット 

(ITU-T X.36) 

 

 フラグメント開始ビット(Ｂ)は、1 ビットフィールドであり、元のフレームから得られた最初のフラグ

メントでは 1 に設定される。同じフレームから得られたその他の全てのフラグメントでは 0 が設定される。 

 フラグメント終了ビット(Ｅ)は 1 ビットフィールドであり、最後のフラグメントでは 1 に設定される。

同じフレームから得られたその他の全てのフラグメントでは 0 に設定される。一つのフラグメントにおい

て、フラグメント開始ビット(Ｂ)とフラグメント終了ビット(Ｅ)の両方のビットを 1 に設定してもよい。 

 制御ビット(Ｃ)は、全てのフラグメントにおいて 0 に設定される。このビットは将来の制御機能のため

に予約されている。 

フラグメントシーケンス番号は 12 ビットの 2 進数の番号であり、ＶＣ上にフラグメントを送出する毎

にインクリメントされるモジュロ２12を使用した番号である。シーケンス番号は、ＤＴＥ/ＤＣＥインタ

フェースを跨るそれぞれのＶＣ毎に独立して管理される。 

 フラグメンテーションヘッダの第１オクテットの下位 1 ビットが 1 に設定されていることに注意する。

これによりフラグメンテーションヘッダをフレームリレーヘッダと区別でき、フラグメンテーションエン

ティティがその同位エンティティの設定誤りを検出できる。あるインタフェースにおいて、フラグメン

テーションを使用するか、しないかの設定は、同位エンティティ間で一致させなければならないからであ

る。ある同位エンティティでフラグメンテ－ションを使用する設定がされていて、フラグメンテーション

ヘッダを含まないフレームを受信した場合、これらのフレームは廃棄される。ある同位エンティティでフ

ラグメンテ－ションを使用しない設定がされていて、フラグメンテーションヘッダを持つフレームを受信

した場合、これらのフレームはフレームリレーヘッダフォーマット違反として廃棄されることになる。 
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9.6.2 フラグメント化の手順 

フラグメンテーションは、ＤＴＥ/ＤＣＥインタフェース上で送信されるＦＲフレームの情報フィールド

に適用する。 

ＦＲフレームの情報フィールドをフラグメントペイロードに分割することにより一連のフラグメント

が生成される。その結果として生じた各々のフラグメントペイロードは、図９－７/JT-X36 に示すフラグ

メントフォーマットを使用し、意図したＶＣ上で送信される。 

全てのフラグメントの大きさは可変である。 

送信側は、契約した最大フラグメントサイズを超えるフラグメントを送出すべきではない。 

 フラグメント化の結果として生じるフラグメントは、フラグメント化される前のフレーム中に存在した

順番と同じ順番で送信されなければならない。複数のＶＣからのフラグメントを一つのインタフェース上

でお互いにインタリーブしてもよい。 

一連のフラグメント化において、最初のフラグメントにはＢビットが設定され、最後のフラグメントに

はＥビットが設定されている。一連のフラグメント化中いずれのフラグメントも、元のフラグメント化さ

れる前のフレームリレー輻輳ビット（ＦＥＣＮ、ＢＥＣＮ、ＤＥ）を含むフレームと同一のアドレスを含

む。 

あるＶＣ（あるＶＣがアクティブになった後）上で送られる最初のフラグメントのシーケンス番号には、

任意の値（0 を含む）が設定でき、以後、このシーケンス番号は、それぞれのフラグメントを送出する毎

に一つずつインクリメントしなければならない。このシーケンス番号は、元々のフレームの境界に関係な

くインクリメントされる。あるフレームの最後のフラグメントがシーケンス番号Ｎを使用していた場合、

後続フレームの最初のフラグメントはシーケンス番号Ｎ+１を使用することになる。このことによりフラ

グメントの紛失（およびフラグメント紛失のバースト）が容易に検出できる。各ＶＣは、自身のシーケン

ス番号を持ち、他のＶＣのシーケンス番号と独立している。 

アクティブ状態のあるＶＣに多数のフラグメントが送られた場合、そのシーケンス番号はオール 1 から

オール 0 に折り返ることになる。そして当該ＶＣがアクティブになった後に送られた元々のシーケンス番

号まで戻ることになる。 
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9.6.3 再組立手順 

受信側は、各ＶＣに対して、受信シーケンス番号を監視し、直前に受信したシーケンス番号を保持しな

ければならない。受信側は、終了ビット(Ｅ)を持つフラグメントを受信したとき、一つの再組み立てされ

るフレームの最後を検出する。この終了ビット(Ｅ)を持つフラグメントまでの全てのシーケンス番号を受

信したとき、フレームの再組み立てが完了する。 

フレームリレー輻輳ビット（ＦＥＣＮ、ＢＥＣＮ、ＤＥ）は、全てのフラグメントに対して論理和がと

られたものでなければならないこと、およびその結果が再組み立てされたフレームに含まれることに注意

する。 

 受信側は、一つ以上のシーケンス番号が抜けたとき、フラグメントの紛失を検出する。あるＶＣ上で一

つ以上のフラグメントの紛失が検出されたとき、受信側は、当該ＶＣにおいて、開始ビット(Ｂ)を持つ最

初のフラグメントを受信するまで、組み立てられなかったフラグメントおよび後に続いて受信されるフラ

グメントの全てを廃棄しなければならない。開始ビット(Ｂ)を持つ最初のフラグメントは、新たなフレー

ムの蓄積を開始するために使われる。 

 エラーの場合（例えば、送信エラーまたは再組み立てバッファのオーバフローによるフラグメントの紛

失）、元のフレームに再組み立てができないフラグメントは、受信側により廃棄される。 

 あるフラグメントが、契約した最大データフラグメントサイズを超過した場合、この超過したフラグメ

ント、後に続くフラグメントおよび受信して再組み立てをしているＦＲフレームのフラグメントは、受信

側により廃棄されるべきである。 

再組み立てされたＦＲフレームがＮ２０３より長い情報フィールドを持つ場合、このＦＲフレームは廃

棄されるべきである。 

 

9.6.4 動作の例 

 フラグメント化するデータとしてマルチプロトコルエンカプセレーションされたフレームを使い、フラ

グメンテーション手順の例を図９－８／JT-X36 に示す。白のオクテットは、フラグメント（この例では 3

つのフラグメント）に分割された元々のフレームのデータ部分を示す。この例は図示する目的のためにマ

ルチプロトコルエンカプセレションされたフレームを使用しているが、どのような任意のフレームの内容

をフラグメンテーションしてもよい。この例では、最初のシーケンス番号４２は無作為に選ばれている。 
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図９－８／JT-X36 ＤＴＥ－ＤＣＥフラグメンテーションの例 

(ITU-T X.36) 

 

 

B(1)  E(0)  C(0)                          1 

シーケンス番号  =  42 

Q.922アドレス 

（2オクテット） 

Q.922制御 

オプションパッド 00(16進数) 

データコンテンツ識別用NLPID 

 

最初のデータのフラグメント 

（可変長） 

フレームチェックシーケンス 

（2 オクテット） 

B(0)  E(0)  C(0)                          1 

シーケンス番号  =  43 

Q.922アドレス 

（2オクテット） 

 

2番目のデータのフラグメント 

（可変長） 

フレームチェックシーケンス 

（2 オクテット） 

B(0)  E(1)  C(0)                          1 

シーケンス番号  =  44 

Q.922アドレス 

（2オクテット） 

 

最後のデータのフラグメント 

（可変長） 

フレームチェックシーケンス 

（2 オクテット） 

Q.922アドレス 

（2オクテット） 

Q.922制御 

オプションパッド 00(16進数) 

データコンテンツ識別用NLPID 

 

データ 

（可変長） 

フレームチェックシーケンス 

（2 オクテット） 
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１０．ＳＶＣシグナリング 

 本章はＳＶＣに関する記述のため、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ３６のこの版においては削除する。 

 

１１．ＰＶＣマネジメント手順 

11.1 概要 

 これらの手順は以下の機能を規定するために１１．２節から１１．７節に記述されている。 

－ＤＴＥ／ＤＣＥインタフェースのリンク完全性確認 

－ＤＴＥに対するＰＶＣの追加通知 

－ＤＴＥによるＰＶＣの削除検出 

－ＤＴＥに対するＰＶＣの状態通知 

 

 これらの手順は、ＤＴＥによる「状態問合」(STATUS ENQ)メッセージとＤＣＥによる「状態表示」

(STATUS)メッセージの周期的な伝達に基づいている。 

 これらの手順は、ＤＴＥとＤＣＥにとって必須である。加えて、１１．５節に記述されている双方向手

順はＤＴＥとＤＣＥにとってオプションである。これらの手順は、ＤＣＥがそれをサポートし、ＤＴＥが

加入時に指定することで使用することができる。ＤＴＥが私設網であれば、双方向手順の使用は強く推奨

される。 
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11.2 メッセージ定義 

 両メッセージは、ＤＬＣＩ＝0 で送信され、またＦＥＣＮ、ＢＥＣＮ、ＤＥビットは使われず、送信す

る上で「0」にセットされなくてはならず、また受信側では解釈されてはいけない。アドレスフィールド

に続く 3 オクテットは以下の値に固定されている。 

－第 1 オクテットは「0」にセットされたＰビットを持つＵＩフレームの制御フィールド 

－第 2 オクテットはメッセージのプロトコル識別情報要素 

－第 3 オクテットはメッセージのダミー呼参照情報要素 

従って、フレームの先頭数オクテットは図１１－１／JT-X36 のように示される。 

 その他の情報要素は１１．２．１節、１１．２．２節に示される。 

 

 

 ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １  

フラグ 

 ０ 

 

０ 

 

０ 

 

０ 

 

０ 

 

０ 

 

０ 

 

０ 

 

 

 

 ０ 

 

０ 

 

０ 

 

０ 

 

０ 

 

０ 

 

０ 

 

１ 

 

 

 

 ０ 

 

０ 

 

０ 

 

０ 

 

０ 

 

０ 

 

１ 

 

１ 

 

 

 

 ０ 

 

０ 

 

０ 

 

０ 

 

１ 

 

０ 

 

０ 

 

０ 

 

 

 

 ０ 

 

０ 

 

０ 

 

０ 

 

０ 

 

０ 

 

０ 

 

０ 

 

 

 

 

メッセージ特定情報要素 

 

ＦＣＳ 

 

フラグ 

 

 

図１１－１／JT-X36 ＰＶＣマネジメントフレームフォーマット（２オクテットアドレスの場合） 

(ITU-T X.36) 

オクテット 

１ 

 

２ 

 

３ 

 

４ 

 

５ 

 

６ 

 

アドレスフィールド 

 

ＤＬＣＩ＝０ 

 

ＵＩ Ｐ＝０ 

 

プロトコル識別子 

 

ダミー呼番号 

 

 

１１．２．１節 

および１１．２．２節参照 
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11.2.1 「状態問合」(STATUS ENQ)メッセージ 

 このメッセージはＰＶＣの状態を要求するためもしくはリンク完全性を確認するために送信される。こ

のメッセージのためのメッセージ特定情報要素は表１１－１／JT-X36 に示されており、またこの表に示さ

れた順序になっている。 

 

表１１－１／JT-X36 「状態問合」(STATUS ENQ)メッセージのメッセージ特定情報要素 

(ITU-T X.36) 
 

メッセージ種別 ：状態問合 

定義区間 ：ローカル 

方向 ：両方向 

情報要素 方向 種別 情報長 

メッセージ種別 両方向 必須 １ 

レポート種別 両方向 必須 ３ 

リンク完全性確認 両方向 必須 ４ 
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11.2.2 「状態表示」(STATUS)メッセージ 

 このメッセージはＰＶＣの状態を示すためもしくはリンク完全性確認のために「状態問合」(STATUS 

ENQ)メッセージに対する応答として送られる。オプションとして、単一ＰＶＣの状態を表示するために

はいつでも送信することができる。このメッセージに対するメッセージ特定情報要素は表１１－２／

JT-X36 に示されており、またこの表に示された順序になっている。加えて、ＰＶＣ状態情報要素は繰り返

されることがある。 

 

表１１－２／JT-X36 「状態表示」(STATUS)メッセージのメッセージ特定情報要素 

(ITU-T X.36) 
 

メッセージ種別 ：状態表示 

定義区間 ：ローカル 

方向 ：両方向 

情報要素 方向 種別 情報長 

メッセージ種別 両方向 必須 １ 

レポート種別 両方向 必須 ３ 

リンク完全性確認 両方向 オプション／必須（注１） ４ 

ＰＶＣ状態（注２） 両方向 オプション／必須（注３） ５－７ 

 

注１－レポート種別がフル状態表示、またはリンク完全性確認のみであるならば必須である。オプション

の非同期の「状態表示」(STATUS)メッセージ（レポート種別が単一ＰＶＣの非同期状態表示）に

は含まれない。 

注２－フル状態表示メッセージの場合には含まれる。これはインタフェース上の全てのＰＶＣの状態を含

む「状態表示」(STATUS)メッセージである。設定されるそれぞれのＰＶＣ毎に 1 つのＰＶＣ状態

情報要素がある。ＰＶＣ状態情報要素はＤＬＣＩ値の昇順によりメッセージ内に配置される。最小

のＤＬＣＩ値を持つＰＶＣが一番目になり、二番目に小さいＤＬＣＩ値のＰＶＣが二番目となり以

後同様に続く。メッセージが表示可能なＰＶＣの最大数は最大フレームサイズにより制限される。

オプションの非同期の「状態表示」(STATUS)メッセージは単一のＰＶＣ状態情報要素を含む。 

注３－レポート種別情報要素がフル状態表示、または単一ＰＶＣの非同期状態表示で、かつ設定されたＰ

ＶＣが存在するときは必須である。 
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11.3 メッセージ特定情報要素 

11.3.1 メッセージ種別 

 メッセージ種別のコーディングは表１１－３／JT-X36 に示されている。 

 

表１１－３／JT-X36 メッセージ種別コーディング 

(ITU-T X.36) 

 

ＰＶＣマネジメントのためのメッセージ種別コーディング 

ビット 

８７６５ ４３２１ 

０１１－ －－－－ 

１ ０１０１ ｢状態問合｣(STATUS ENQ) 

１ １１０１ ｢状態表示｣(STATUS) 

 

 

11.3.2 レポート種別 

 レポート種別情報要素の目的は、｢状態問合｣(STATUS ENQ)メッセージまたは｢状態表示｣(STATUS)の

内容に含まれて要求される問い合わせの種別を表示することである。この情報要素長は 3 オクテットであ

る。レポート種別情報要素のフォーマットは図１１－２／JT-X36 に示されており、レポート種別は 3 オク

テット目に示されている。 

 

 ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １  オクテット 

 

 

０ １ ０ １ ０ ０ ０ １  １ 

レポート種別内容長 

 

２ 

レポート種別 

 

３ 

  

レポート種別（オクテット３） 

ビット 

８７６５ ４３２１ 

００００ ００００ フル状態表示（ＤＴＥ／ＤＣＥインタフェース上の全てのＰＶＣの状態） 

００００ ０００１ リンク完全性確認のみ 

００００ ００１０ 単一ＰＶＣの非同期状態表示 

上記以外      予約済 

 

図１１－２／JT-X36 レポート種別情報要素 

(ITU-T X.36) 
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11.3.3 リンク完全性確認 

 リンク完全性確認情報要素の目的は、一定周期でＤＣＥとＤＴＥ間のシーケンス番号を交換することで

ある。この情報要素長は 4 オクテットである。リンク完全性確認情報要素の内容長は 2 オクテット目に 2

進符号でコーディングされる。 

 リンク完全性確認情報要素のフォーマットは図１１－３／JT-X36 に示されており、3 オクテット目の送

信シーケンス番号は、メッセージの発信側の現在の送信シーケンス番号を示している。4 オクテット目の

受信シーケンス番号は、最後に受信したメッセージ内の送信シーケンス番号を示している。送信シーケン

ス番号は 3 オクテット目に 2 進符号でコーディングされる。受信シーケンス番号は 4 オクテット目に 2 進

符号でコーディングされる。 

 

 ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １  オクテット 

 

 

０ １ ０ １ ０ ０ １ １  １ 

リンク完全性確認内容長＝２ 

 

２ 

送信シーケンス番号 

 

３ 

受信シーケンス番号 

 

４ 

 

図１１－３／JT-X36 リンク完全性確認情報要素 

(ITU-T X.36) 
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11.3.4 ＰＶＣ状態 

 ＰＶＣ状態情報要素の目的はインタフェース上に存在するＰＶＣの状態を表示することである。この情

報要素は、ＤＴＥ／ＤＣＥインタフェース上のすべてのＰＶＣの状態を表示するために、メッセージ内で

必要なだけ繰り返される。この情報要素長は、ＤＴＥ／ＤＣＥインタフェース上で使われているＤＬＣＩ

の長さに依存する。デフォルトアドレスフォーマット（2 オクテット）を使用しているとき、この情報要

素長は 5 オクテットになる。デフォルトアドレスフォーマットで使用されるＰＶＣ状態情報要素のフォー

マットは、図１１－４／JT-X36 で定義する。オクテット 3 のビット 6 は、データリンクコネクション識別

子の中で最上位ビットである。 

 4 オクテットアドレスフォーマットで使用されるＰＶＣ状態情報要素のフォーマットは、図１１－５／

JT-X36 で定義する。 

 それぞれのＰＶＣ状態情報要素の最終オクテットのビット 2 はアクティブビットである。それが「1」

に符号化されるときそのＰＶＣは動作可能であることを示し、「0」に符号化されるときそのＰＶＣは動

作不可能であることを示す。動作可能とは、そのＰＶＣはデータ転送に使用可能であることを意味する。

動作不可能とは、そのＰＶＣは設定されているがデータ転送に使用不可能であることを意味する。 

 それぞれのＰＶＣ状態情報要素の最終オクテットのビット 3 は削除ビットである。それが「1」に符号

化されるときそのＰＶＣは削除されていることを示し、「0」に符号化されるときそのＰＶＣは設定され

ていることを示す。 

 それぞれのＰＶＣ状態情報要素の最終オクテットのビット 4 は新規ビットである。それが「1」に符号

化されるときそのＰＶＣは新規に設定されたことを示し、「0」に符号化されるときそのＰＶＣは既に設

定されていることを示す。 

 ＰＶＣ状態情報要素は、ＤＬＣＩ値の昇順によりメッセージ内に配置される。最小のＤＬＣＩ値を持つ

ＰＶＣが一番目になり、二番目に小さいＤＬＣＩ値は二番目になり、以後同様に続く。メッセージが表示

可能なＰＶＣの最大数は最大フレームサイズにより制限される。 

 

 

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ オクテット 

０ 

 

１ ０ １ ０ １ １ １  １ 

ＰＶＣ状態内容長＝３ 

 

２ 

０ 

拡張 

０ 

予備 

データリンクコネクション識別子 

（上位の６ビット） 

３ 

０ ０ ０ １ 

拡張 

データリンクコネクション識別子 

（２番目に上位の４ビット） 予 備 

３ａ 

０ ０ ０ １ 

拡張 予備 

 

新規 

 

削除 

 

ｱｸﾃｨﾌﾞ 

０ 

ﾘｻﾞｰﾌﾞ 

４ 

 

図１１－４／JT-X36 2 オクテットアドレスフォーマットのＰＶＣ状態情報要素 

(ITU-T X.36) 
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８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ オクテット 

０ 

 

１  0 １ ０ １ １ １ １ 

ＰＶＣ状態内容長＝５ 

 

２ 

０ 

拡張 

０ 

予備 

データリンクコネクション識別子 

（上位の６ビット） 

３ 

０ ０ ０ ０ 

拡張 

データリンクコネクション識別子 

（２番目に上位の４ビット） 予 備 

３ａ 

０ 

拡張 

データリンクコネクション識別子 

（３番目に上位の７ビット） 

３ｂ 

１ 

拡張 

データリンクコネクション識別子 

（４番目に上位の６ビット） 

０ 

予備 

３ｃ 

０ ０ ０ １ 

拡張 予 備 

 

新規 

 

削除 

 

ｱｸﾃｨﾌﾞ 

０ 

ﾘｻﾞｰﾌﾞ 

４ 

 

図１１－５／JT-X36 4 オクテットアドレスフォーマットのＰＶＣ状態情報要素 

(ITU-T X.36) 

 

 削除ビットは、オプションの単一ＰＶＣの非同期状態表示によるタイムリーな通知のためにのみ適用す

る。このビットが「1」に設定されるとき、新規およびアクティブビットは意味を持たず、送信側で「0」

に設定し、受信側では無視される。新規またはアクティブビットが意味を持つとき、削除ビットは送信側

で「0」に設定し、受信側では意味を持たない。 
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11.4 手順に関する記述 

 リンクの完全性確認（１１．４．１．２節参照）およびＰＶＣの状態の報告（１１．４．１．３節、１

１．４．１．４節、１１．４．１．５節参照）を行うための手順は、１１．４．１節で示す周期ポーリン

グ方式を使用する。 

 

11.4.1 周期ポーリング 

11.4.1.1 概要 

 ＤＴＥは以下に示すようにポーリングを開始する。 

(1) ＤＴＥはＤＣＥに「状態問合」(STATUS ENQ)メッセージを送信し、ポーリングタイマＴ３９１を

起動する。Ｔ３９１が満了したとき、ＤＴＥはこの動作を繰り返す。 

「状態問合」(STATUS ENQ)メッセージは、通常はリンク完全性確認の交換のみ要求する（レポー

ト種別「0000 0001」（2 進数））。しかしながら、Ｎ３９１回のポーリングサイクル毎にＤＴＥ

は全ＰＶＣのフル状態表示を要求する（レポート種別「0000 0000」（2 進数））。 

(2) ＤＣＥはそれぞれの「状態問合」(STATUS ENQ)メッセージに対し「状態表示」(STATUS)メッセー

ジで応答し、網でエラー検出に使用されるポーリング確認タイマＴ３９２を起動または再起動す

る（１１．４．１．６節参照）。もし、「状態問合」(STATUS ENQ)メッセージがフル状態表示を

要求していれば、ＤＣＥはフル状態表示を明示したレポート種別の「状態表示」(STATUS)メッセー

ジを応答しなければならない。「状態問合」(STATUS ENQ)メッセージの応答として送信される「状

態表示」(STATUS)メッセージにはリンク完全性確認およびレポート種別情報要素を含む。もしレ

ポート種別情報要素がフル状態表示を示していれば「状態表示」(STATUS)メッセージは、ＤＴＥ

／ＤＣＥインタフェース上で設定されたそれぞれのＰＶＣ毎のＰＶＣ状態情報要素を含まなけれ

ばならない。 

(3) ＤＴＥは「状態表示」(STATUS)メッセージに含まれるレポート種別に応じて「状態表示」(STATUS) 

メッセージを分析しなければならない。ＤＣＥはＰＶＣの状態が変化した場合や、ＤＴＥ／ＤＣ

Ｅインタフェース上のＰＶＣの追加または削除を報告するために、どんな問合せに対してもフル

状態表示メッセージで応答することができる。フル状態表示メッセージが使用された場合は、Ｄ

ＴＥは設定されているそれぞれのＰＶＣの状態を更新する。 
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「状態問合」（ｍ，ｎ） 

「状態表示」（ｎ＋１，ｍ） 

ＤＴＥ ＤＣＥ 

Ｔ３９１ 

満了 

 

Ｔ３９１ 

満了 

「状態問合」（５，４） 

「状態表示」（５，５） 

「状態問合」（６，５） 

「状態表示」（６，６） 
・ 

・ 

 
・ 

・ 

 

11.4.1.2 リンク完全性確認 

 リンク完全性確認情報要素の目的は、ＤＴＥやＤＣＥに信号リンク（ＤＬＣＩ＝0）の状態を決定させ

ることである。これらの手順は非番号性情報（ＵＩ）フレームを使うのでリンク完全性確認が必要である。

図１１－６／JT-X36 は正常なリンク完全性確認手順を示している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１１－６／JT-X36 リンク完全性確認 

(ITU-T X.36) 

 

 

 ＤＴＥとＤＣＥは次の内部カウンタを維持する。 

－送信シーケンスカウンタは、最後に送信されたリンク完全性確認情報要素の送信シーケンス番号

フィールドの値を維持する。 

－受信シーケンスカウンタは、最後に受信したリンク完全性確認情報要素の送信シーケンス番号

フィールドの値を維持し、次に送信する受信シーケンス番号フィールドに設定されるべき値を維持

する。 

 以下の手順が使用される。 

(1) メッセージが交換される前に、ＤＣＥとＤＴＥは送信シーケンスカウンタと受信シーケンスカウ

ンタを 0 に設定する。 

(2) ＤＴＥは「状態問合」(STATUS ENQ)メッセージを送信する際には、送信シーケンスカウンタを 1

増加し、その値を送信シーケンス番号フィールドに設定する。同時に現在の受信シーケンスカウ

ンタ値をリンク完全性確認情報要素の受信シーケンス番号フィールドに設定する。ＤＴＥはモ

ジュロ２５６を使って送信シーケンスカウンタを 1 増加する。値 0 はスキップされる。 
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(3) ＤＣＥはＤＴＥから「状態問合」(STATUS ENQ)メッセージを受信すると、ＤＣＥはＤＴＥから受

信した受信シーケンス番号を送信シーケンスカウンタと照合する。エラー状態の扱いは１１．４．

１．６節に記述する。 

受信した送信シーケンス番号は、受信シーケンスカウンタに蓄積される。ＤＣＥは送信シーケン

スカウンタを 1 増加し、現在の値を送信シーケンス番号フィールドに設定し、受信シーケンスカ

ウンタの値（最後に受信した送信シーケンス番号）を送出するリンク完全性確認情報要素の受信

シーケンス番号フィールドに設定する。ＤＣＥは、完成した「状態表示」(STATUS)メッセージを

ＤＴＥに送信する。ＤＣＥはモジュロ２５６を使って送信シーケンスカウンタを１増加する。値

０はスキップされる。 

(4) ＤＴＥは、「状態問合」(STATUS ENQ)メッセージの応答としてＤＣＥからの「状態表示」(STATUS) 

メッセージを受信すると、ＤＴＥはＤＣＥから送信された受信シーケンス番号を送信シーケンス

カウンタと照合する。エラー状態の扱いは１１．４．１．６節に記述する。受信した送信シーケ

ンス番号は受信シーケンスカウンタに蓄積される。 

注－受信シーケンス番号 0 は、フィールドの中身が未定義であることを示し、この値は通常初期化直

後のみ使用される。通常のモジュロ折返しと未定義状態を区別するため受信シーケンス番号が値

0 を含まないように送信シーケンス番号フィールドに値 0 は使用してはいけない。 

 

11.4.1.3 ＰＶＣの有無の報告 

 ＤＣＥはＰＶＣの存在をＰＶＣ状態表示メッセージの中で通知する。すなわち、フル状態の「状態表示」

(STATUS)メッセージに適正なＤＬＣＩを含むことにより通知する。ＰＶＣは、ＤＣＥが置かれている網

で設定されているとき、存在するとみなされる。 

 ＤＴＥは、フル状態表示メッセージから以前に報告されたＰＶＣの省略によって、ＤＴＥ／ＤＣＥイン

タフェース上にはそのＰＶＣはもう設定されていないと解釈する。 

 

11.4.1.4 新規ＰＶＣの報告 

 周期ポーリングの機能の一つとして、フル状態表示メッセージによる新規追加ＰＶＣのＤＴＥへの通知

がある。フル状態表示メッセージを使ったＰＶＣ報告手順は、ＤＴＥが変更を検出することなしにＰＶＣ

の削除および同じＤＬＣＩを使っての新規追加ができないことを保証する。ＰＶＣ報告手順は以下のとお

りである。 

(1) 新規ＰＶＣが追加されると、ＤＣＥはフル状態の「状態表示」(STATUS)メッセージ内の当該ＰＶ

Ｃ状態情報要素の新規ビットを「1」に設定する。 

(2) ＤＣＥは、送信シーケンスカウンタ（すなわち最後の「状態表示」(STATUS)メッセージで送出し

た送信シーケンス番号）と等しい受信シーケンス番号を含んだ「状態問合」(STATUS ENQ)メッセー

ジを受信するまでは、ＰＶＣ状態情報要素中の新規ビットをクリアしてはならない。 

(3) ＤＴＥは、未知のＤＬＣＩを示し新規ビットが「1」に設定されたＰＶＣ状態情報要素を含んだフ

ル状態表示メッセージを受信したときは、ＤＴＥはこのＰＶＣを新規と記録しＰＶＣリストに追

加する。 

注－新規ビットが「1」に設定されるとき、送信側は削除ビットを「0」に設定する。受信側では、新

規ビットが「1」に設定されているとき削除ビットは意味をもたない。 
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11.4.1.5 ＰＶＣ有効性の報告 

 ＤＴＥによって送られるフル状態表示に設定したレポート種別情報要素を含む「状態問合」(STATUS 

ENQ)メッセージに応じて、ＤＣＥはＰＶＣ状態情報要素（ＰＶＣ毎）によりＤＴＥ／ＤＣＥインタフェー

ス上で設定されるそれぞれのＰＶＣのアクティビティ状態を「状態表示」(STATUS)メッセージ内で報告

する。 

 この「状態表示」(STATUS)メッセージ内のレポート種別情報要素は、フル状態表示に設定する。ＤＴ

Ｅによって送られる、リンク完全性確認のみに設定したレポート種別情報要素を含んだ「状態問合」

(STATUS ENQ)メッセージに応ずるときも、ＤＣＥはＰＶＣの状態に変更があったときはフル状態表示に

設定したレポート種別情報要素を含んだ「状態表示」(STATUS)メッセージで応答することができる。そ

れぞれのＰＶＣ状態情報要素は、そのＰＶＣのアクティビティ状態を表示するアクティブビットを含む。 

 アクティブビット値をもとにしたＤＴＥの動作は、新規ビットをもとにした動作とは独立である。ＤＴ

Ｅは、新規ビットが「1」、アクティブビットが「0」に設定されたＰＶＣ状態情報要素を得るかもしれな

い。 

 ＤＴＥはアクティブビットが「0」に設定されたＰＶＣ状態情報要素を受信すると、アクティブビット

が「1」に設定されたＰＶＣ状態情報要素を受信するまで当該ＰＶＣへのフレームの送信を停止しなけれ

ばならない。アクティブビットが「1」に設定されるとき、削除ビットは送信側で「0」に設定する。フル

状態を報告する「状態表示」(STATUS)メッセージでは、削除ビットは無視される。オプションの非同期

状態表示メッセージで削除ビットが「1」に設定されたときは、アクティブビットは意味を持たない。Ｄ

ＴＥの他の動作はインプリメントに依存する。 

 網がＰＶＣを動作可能にしてから、ＤＣＥがＤＴＥに通知するＰＶＣ状態情報要素を送信するまでの間

に遅延が存在するため、ＤＴＥは動作不可能とされているＰＶＣでフレームを受信する可能性がある。動

作不可能なＰＶＣ上で受信したフレームに対するＤＴＥの動作はインプリメントに依存する。 

 ＰＶＣが動作不可能になったことを網が検出してから、ＤＣＥがＤＴＥに通知するＰＶＣ状態情報要素

を送信するまでの間に遅延が存在するため、ＤＣＥは動作不可能なＰＶＣからフレームを受信する可能性

がある。動作不可能なＰＶＣ上で受信したフレームに対するＤＣＥの動作は網に依存する。網は動作不可

能なＰＶＣ上のフレームを廃棄することがある。 

 ＤＣＥは以下の場合にＰＶＣの動作可能を報告する。 

－ＰＶＣが設定されていて、網のローカルＤＣＥからリモートＤＣＥの間で、データ転送が可能であ

る。 

－ローカルおよびリモート双方ののＤＴＥ／ＤＣＥインタフェースにおいて、サービスに影響を与る

状態がない。 

－双方向手順（１１．５節参照）がリモートＤＴＥ／ＤＣＥインタフェースで使われる場合、リモー

トＤＴＥがＰＶＣは存在し動作可能であることを表示する。 

双方向手順がローカルＤＴＥ／ＤＣＥインタフェースで使われる場合、アクティビティ状態の表示

はローカルＤＴＥから受信した表示に依存しないことに注意すること。 
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11.4.1.6 エラー監視 

 ＤＴＥとＤＣＥは、周期的なポーリングにより提供される情報をエラー監視のために使用する。 

 ＤＴＥとＤＣＥは以下のエラー状態を検出する。 

－手順エラー：「状態表示」(STATUS)／「状態問合」(STATUS ENQ)メッセージ未受信、またはリン

ク完全性確認情報要素中の無効受信シーケンス番号。 

－プロトコルエラー：プロトコル識別子、メッセージ種別、必須情報要素などのエラー。 

 プロトコルエラーの場合、ＤＴＥとＤＣＥはそのメッセージを無視する。したがって、そのメッセージ

に対して応答せず、エラーもカウントしない。また、リンク完全性確認情報の内容も使用しない。 

 手順エラーの例は付録Ⅰ／JT-X36 に示されている。 

 

11.4.1.6.1 ＤＣＥ動作 

 いくつかのエラーはＤＣＥによって、以下のように処理される。 

(1) 網内エラー 

 ＤＣＥはサービスに影響を与える状態が網内で生じた場合、ＰＶＣのためのアクティブビット

を「0」にする。（インプリメントに依存する。たとえば交換ノードあるいは内部リンクの故障等） 

(2) ＤＴＥ／ＤＣＥインタフェースでのエラー 

 ＤＴＥ／ＤＣＥインタフェースでのサービスに影響を与える状態を決めるために以下のイベン

トが定義される。 

－プロトコルエラーのない「状態問合」(STATUS ENQ)メッセージの受信 

－タイマＴ３９２の満了 

 一番目のタイプのイベントは、リンク完全性確認情報要素の内容が無効であったならば、エラー

とみなされる。これは無効受信シーケンス番号からなる。受信シーケンス番号が最後に送信した

送信シーケンス番号に等しくないときその番号は有効ではない。 

注－ＤＣＥは、受信した受信シーケンス番号の値と無関係に周期的なポーリング手順を続ける（す

なわちＤＣＥは、プロトコルエラーを含まない全ての「状態問合」(STATUS ENQ)に応答する）。

しかしながら、もし「状態問合」(STATUS ENQ)が無効な受信シーケンス番号を含めば、エラー

は記録される。 

 二番目のタイプのイベントは常にエラーとみなされる。 

 最新のＮ３９３回のイベントにおいてＮ３９２回エラーを検出することは、サービスに影響を

与える状態を示す。ＤＴＥ／ＤＣＥインタフェースでＤＣＥがサービスに影響を与える状態を検

出したとき、網はサービスが影響を受けた各々のＰＶＣに対して、フル状態表示の「状態表示」

(STATUS)メッセージ中またはオプションの単一ＰＶＣの非同期状態表示の「状態表示」(STATUS)

メッセージ中でアクティブビットを「0」にすることにより、リモートのＤＴＥに通知する。 

 ＤＣＥは、サービスの回復を検出するためにリンク完全性確認手順を続ける。イベントがＮ３

９２回連続してエラーなしで起こることを検出することはサービスの回復を示す。 
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(3) フル状態表示の「状態表示」(STATUS)メッセージの紛失 

 その前のフル状態表示レポートを持った「状態表示」(STATUS)メッセージがＤＴＥに正しく受

信されなかったことをＤＣＥが検出するのは、そのメッセージを送信したのち、ＤＣＥの送信シー

ケンスカウンタと一致しない受信シーケンス番号を含む「状態問合」(STATUS ENQ)メッセージを

ＤＴＥから受信した場合である（１１．４．１．２節参照）。この場合、ＤＣＥは「状態表示」(STATUS)

に以下のものを表示することがある。 

－フル状態表示のレポート種別 

－ＰＶＣ状態 

たとえ受信した「状態問合」(STATUS ENQ)がフル状態の「状態表示」(STATUS)メッセージの

要求を含んでいなくても、上記は実行される。 

(4) 回復状態 

 網がサービスに影響を与える状態がクリアされたことを検出したとき、ＤＣＥはアクティブＰ

ＶＣの通常動作を再開する。網はサービスが回復した各々のＰＶＣに対して、「状態問合」

(STATUS ENQ)メッセージの応答として送信するフル状態表示の「状態表示」(STATUS)メッセー

ジ中または単一ＰＶＣの非同期状態表示の「状態表示」(STATUS)メッセージ中でアクティブビッ

トを「1」に設定することによりＤＴＥに通知する。 
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11.4.1.6.2 ＤＴＥ動作 

 いくつかのエラーはＤＴＥによって以下のように処理される。 

(1) ＤＴＥ／ＤＣＥインタフェースでのエラー 

ＤＴＥ／ＤＣＥインタフェースでのサービスに影響を与える状態を決めるために、イベントは

「状態問合」(STATUS ENQ)メッセージの送信として定義されている。 

このイベントは以下のような場合においてエラーとみなされる。 

－プロトコルエラーがなくレポート種別がフル状態表示またはリンク完全性確認のみの「状態表

示」(STATUS)メッセージをＴ３９１満了まで受信しなかった場合。 

－フル状態表示またはリンク完全性確認のみのレポート種別で情報要素の値が無効である「状態

表示」(STATUS)メッセージを受信した場合。これは、無効な受信シーケンス番号の検出からな

る。受信した受信シーケンス番号が最後に送信した送信シーケンス番号と等しくない時その番

号は有効ではない。 

注－プロトコルエラーはないが無効な受信シーケンス番号の「状態表示」(STATUS)メッセージを

ＤＴＥが受信したとき、ＤＴＥはこのメッセージを送信シーケンス番号を含めて無視する。

そのような「状態表示」(STATUS)メッセージの送信シーケンス番号を使用することは、ＤＴ

Ｅが無視したフル状態表示の「状態表示」(STATUS)メッセージをＤＣＥはＤＴＥが受け取っ

たとみなすことになる（すなわち新規ビット／削除状態の受け取り確認）。 

注－ＤＴＥは、レポート種別にフル状態表示を設定した「状態問合」(STATUS ENQ)メッセージへ

の応答として、レポート種別にリンク完全性確認を設定した「状態表示」(STATUS)メッセー

ジを受信した場合、その「状態表示」(STATUS)メッセージを無視する。 

 最新のＮ３９３回のイベントにおいてＮ３９２回のエラーを検出することはサービスに影響を

与える状態を示す。ＤＴＥはサービスに影響を与える状態の検出のために別の方法を用いてもよ

い。 

 ＤＴＥ／ＤＣＥインタフェースでのサービスに影響を与える状態の検出時、ＤＴＥはＤＴＥ／

ＤＣＥインタフェース上の全てのＰＶＣのフレームの転送を停止する。ＤＴＥはサービス回復を

検出するためにリンク完全性確認手順を続ける。ＤＴＥがサービスに影響をあたえる状態がクリ

アされたことを検出した時、ＤＴＥ／ＤＣＥインタフェース上の動作可能ＰＶＣの通常動作を再

開する。イベントがＮ３９２回連続してエラーなしで起こることを検出することはサービス回復

を示す。 

 この手順は信号リンク（ＤＬＣＩ＝0）の問題を検出し、個々のＰＶＣの問題を検出しない。 

(2) ＰＶＣ状態の相違 

 ＤＴＥが現在定義されていないＰＶＣに対し、新規ビットが「0」に設定されたＰＶＣ状態情報

要素を受信した場合、ＤＴＥはこれをエラーとして記録し、そのＰＶＣを動作可能ＰＶＣに加え

る。ＤＴＥによってとられる他の動作はインプリメントに依存する。ＤＴＥが現在使用している

ＰＶＣのＰＶＣ状態情報要素が存在しないフル状態表示の「状態表示」(STATUS)メッセージをＤ

ＴＥが受信した場合、ＤＴＥはＰＶＣのリストからそのＰＶＣを取り除く。 

(3) フル状態表示の「状態表示」(STATUS)メッセージの紛失 

 ＤＴＥがフル状態表示を要求する「状態問合」(STATUS ENQ)メッセージを送信し、対応する（す

なわちフル状態表示のレポート種別を持った）「状態表示」(STATUS)メッセージをタイマＴ３９

１満了まで受信しなかった場合、ＤＴＥはフル状態表示を要求する「状態問合」(STATUS ENQ)

メッセージを繰返し送信することができる。 
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11.4.2 非同期ＰＶＣ「状態表示」(STATUS)メッセージ 

 このメッセージをサポートすることは網にとってオプションである。加えて網によってサポートされて

いるとき、ＤＴＥは加入時にＤＣＥがこのメッセージを送信するか否かを選択できる。非同期ＰＶＣ「状

態表示」(STATUS)メッセージはレポート種別情報要素に単一ＰＶＣ非同期状態を設定した一つのＰＶＣ

状態情報要素のみの「状態表示」(STATUS)メッセージである。非同期状態メッセージは、与えられたＰ

ＶＣの動作可能状態の変化をＤＴＥに通知するためにＤＣＥによって設定される。このメッセージは非同

期に転送される。すなわちＤＴＥによる「状態問合」(STATUS ENQ)メッセージの送信に無関係である。

ＰＶＣが削除されたとき、ＤＣＥはＤＴＥへ単一ＰＶＣ非同期の状態表示を設定したレポート種別情報要

素とそのＰＶＣ状態情報要素を含んだ非同期ＰＶＣ「状態表示」(STATUS)メッセージを送信することが

ある。ＰＶＣ状態情報要素の中には、削除ビットに「1」が設定されている。削除ビットに「1」が設定さ

れたとき、新規ビットとアクティブビットは意味を持たない。それらは送信側で「0」に設定し、受信側

では無視される。 

 新しいＰＶＣ報告のための手順は、非同期状態メッセージによってサポートされていない。非同期ＰＶ

Ｃ「状態表示」(STATUS)メッセージにおいて、新規ビットは意味を持たない。それは送信側で「0」に設

定し、受信側では無視される。 

 

11.5 双方向手順（オプション） 

 網とＤＴＥがこれらの手順をサポートすることはオプションである。網によってサポートされたとき、

ＤＴＥは加入時にＤＣＥがこれらの手順を使用するか否かを選択する。これらの手順はおもにＤＴＥが私

設網である場合を意図している。 

 双方向手順の原理を図１１－７／JT-X36 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

P.I. －ポーリング開始手順 

P.R. －ポーリング応答手順 

 

図１１－７／JT-X36 双方向手順の原理 

(ITU-T X.36) 

 

 ＤＴＥは「状態問合」(STATUS ENQ)メッセージを送信し、ＤＣＥは「状態表示」(STATUS)メッセージ

で応答する。１１．４．１節の手順を適用する。 

 ＤＣＥは「状態問合」(STATUS ENQ)メッセージを送信し、ＤＴＥは「状態表示」(STATUS)メッセージ

で応答する。１１．４．１節の手順をＤＴＥとＤＣＥの役割を入れ替えて適用する。以下の点を考慮する。 

「状態問合」 

 

「状態表示」 

 

「状態問合」 

 

「状態表示」 

ＤＣＥ 

 

ＤＴＥ 

P.R. 

P.R. P.I. 

P.I. 
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・周期的ポーリング 

 ＤＴＥとＤＣＥの双方は、１１．４．１．１節に記述された周期的なポーリング手順を実行する。

すなわち、ＤＴＥとＤＣＥの双方が、Ｔ３９１、Ｔ３９２とＮ３９１をインプリメントする。 

・リンク完全性確認 

 二組のシーケンス番号がリンク完全性確認手順の為にＤＣＥとＤＴＥによって使用される。一組

はＤＴＥが「状態問合」(STATUS ENQ)メッセージを送信しＤＣＥが「状態表示」(STATUS)メッセー

ジで応答するときに使用される。もう一組はＤＣＥが「状態問合」(STATUS ENQ)メッセージを送

信しＤＴＥが「状態表示」(STATUS)メッセージで応答するときに使用される。 

・エラー監視 

 ＤＴＥとＤＣＥはＮ３９２とＮ３９３の二組のパラメータともインプリメントしなければなら

ない。一組はポーリング開始手順に使用され（１１．４．１．６．１節参照）、もう一組はポーリ

ング応答手順に使用される（１１．４．１．６．２節参照）。これは、ＤＴＥまたはＤＣＥにおい

てポーリング開始手順とポーリング応答手順で異なった状態を検出する場合が有ることを意味す

る。これらの状態からのＤＴＥ／ＤＣＥインタフェースの状態の決定はインプリメントに依存する。 

・ＤＴＥ／ＤＣＥインタフェースの初期状態 

インタフェースが最初に活性化された場合、ＤＴＥ（またはＤＣＥ）はインタフェースは非運用

状態であると判断する。Ｎ３９３の連続した有効なポーリング周期が発生した後か、または１回の

有効なポーリング周期が発生した後に、インタフェースは運用状態であると判断する。どちらの

ケースにおいても、最初のポーリング周期の結果がエラーであった場合は、次のＮ３９３の有効な

ポーリング周期が発生するまでインタフェースは非運用状態であると判断される。 

・新規ＰＶＣの報告 

 与えられたＰＶＣのためにＤＣＥによって受信された新規ビットが「1」であるとき、ＰＶＣが

新たに追加された、またはＤＴＥ側（例えば私設網）で再構成された事を意味する。この情報は、

網を通してリモートのＤＴＥ／ＤＣＥインタフェースへ通知される。 

注－この手順はＤＴＥ（例えば私設網）がＰＶＣを削除しすぐに新たな相手先への新たなＰＶＣの

ために同じＤＬＣＩを再び使用した事をリモートのＤＴＥが見落とさないことを保証する。 

・ＰＶＣの削除 

ＤＣＥが受け取ったフル状態表示から以前に報告されていたＰＶＣが削除された場合、ＤＣＥは

インタフェース上においてＤＴＥがそのＰＶＣを構成していないと解釈する。ＤＴＥによるＰＶＣ

コンフィグレーションの変更は、必ずしもＤＣＥまたはリモートＤＴＥのコンフィグレーションを

変更するものではない。このようなケ－スにおいて、非活性状態は網によってそのＰＶＣに関連す

るリモートＤＴＥへ通知される。 
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11.6 システムパラメータ 

 表１１－４／JT-X36 および表１１－５／JT-X36 は、これまでの手順に記述されている設定可能なパラ

メータに対する許容値を要約したものである。デフォルト値以外のパラメータ値は契約オプションである。 

 

表１１－４／JT-X36 システムパラメータ （カウンタ） 

(ITU-T X.36) 
 

ｶｳﾝﾀ 記  述 範囲 ﾃﾞﾌｫﾙﾄ 

／閾値 

使用法 「状態問合」 

の送信(注１) 

「状態問合」 

での応答(注２) 

N391 フル状態表示（全てのＰＶ

Ｃの状態表示）ポーリング

カウンタ 

1-255 6 ポーリング周期 必須 適用外 

N392 エラー／回復カウンタ 1-10 

(注３) 

3 ｴﾗｰｲﾍﾞﾝﾄ／ 

ｴﾗｰでないｲﾍﾞﾝﾄ 

必須 必須 

N393 監視イベントカウンタ 1-10 

(注４) 

4 イベント 必須 必須 

 

 注１－ＰＶＣマネジメント手順のためにＤＴＥによってサポートされる。双方向手順のためにＤＣＥ

よってサポートされる。 

 注２－ＰＶＣマネジメント手順のためにＤＣＥによってサポートされる。双方向手順のためにＤＴＥに

よってサポートされる。 

 注３－Ｎ３９２はＮ３９３以下にすべきである。 

 注４－Ｎ３９３がＮ３９１よりずっと小さい値に設定される場合、ＤＴＥまたは網に通知されずにリン

クはエラー状態に遷移し、そして回復することがある。 

 

表１１－５／JT-X36 システムパラメータ （タイマ） 

(ITU-T X.36) 
 

ﾀｲﾏ 記述 範囲 ﾃﾞﾌｫﾙﾄ 

（秒） 

起動 満了時の動作 「状態問合」

の送信 

(注１) 

「状態表示」

での応答 

(注２) 

T391 リンク完全性

確認ポーリン

グタイマ 

5-30 10 「状態問合」

を送信 

「状態問合」を送信。 

「状態表示」未受信

の場合のエラーを 

記録。 

必須 適用外 

T392 ポーリング 

確認タイマ 

5-30 

(注３) 

15 「状態表示」

を送信 

N392 を 1 増加し、 

エラーを記録。 

T392 再スタート。 

適用外 必須 

 

 注１－ＰＶＣマネジメント手順のためにＤＴＥによってサポートされる。双方向手順のためにＤＣＥに

よってサポートされる。 

 注２－ＰＶＣマネジメント手順のためにＤＣＥによってサポートされる。双方向手順のためにＤＴＥに

よってサポートされる。 

 注３－Ｔ３９２はＴ３９１より大きくすべきである。 
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１２．輻輳制御 

12.1 概要 

 通常状態において、ＤＣＥは個々のＤＴＥから送信されたデータを受信し、そのデータをリモートのＤ

ＴＥへユーザデータ転送速度（すなわち物理的な加入者ラインのアクセス速度）において最小の遅延で転

送できなければならない。 

 しかしながら、ＤＣＥが軽輻輳に陥ったとき、個々のＤＴＥから受信したフレームがすぐに送信できず、

リモートのＤＴＥへ伝送する前に一時的にバッファに蓄積されるとき遅延が生じ、この結果フレーム転送

遅延が増加する。 

 もし、ＤＴＥが送信している速度では網が送信できない点まで網の輻輳が悪化するならば、バッファに

蓄積されたフレームはバッファのオーバーフローを引き起こし、オーバーフローしたフレームが廃棄され

るという結果となる。 

 ユーザは、データ転送速度を契約時のＣＩＲまで落とすことによって、この輻輳の発生を避け、フレー

ムの廃棄を防ぐことができる。ＰＶＣサービスの容量を設定するときに、網に収容される全ＰＶＣサービ

スのＣＩＲ速度の総和、各リンクの送受信データに割り当てられる使用率、および物理回線の速度に対す

るこの使用率の割合等のような要素を考慮する必要があるのはこのためである。 

 ＦＲＤＴＳ網サービスの品質を保証するために、通常状態でのフレーム廃棄率を一定レベル以下に確保

することが必要である。そして、輻輳状態で同じ品質を保証することは不可能であるため、フレーム廃棄

率を通信に最低限必要なレベル以下に確保することが必要である。重輻輳の場合、網リソースを回復する

ために、データ伝送サービスを停止しなければならず、データ伝送を保証することは不可能となる。 

 図１２－１／JT-X36 は、網の輻輳レベルとユーザが送信したデータのスループットとの関係を示してい

る。輻輳時にはフレームの廃棄とユーザフレームの再送が全体のスループットを減少させている。 

 図１２－１／JT-X36 の領域Ⅰは、網スループットが通常状態であることを示しており、領域Ⅱは軽輻輳

を示しており、領域Ⅲは重輻輳を示している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＦＲＤＴＳ網内へのデータ転送量 

 

図１２－１／JT-X36 網輻輳とスループットとの関係 

(ITU-T X.36) 

 

領域Ⅲ 

重輻輳状態 

領域Ⅱ 

軽輻輳状態 

領域Ⅰ 

通常状態 

エンド・エンドスループット 



 

  － 57 － ＪＴ－Ｘ３６ 

12.2 輻輳の影響 

 軽輻輳状態の初期において、網は輻輳の検出、ＤＴＥへの通知、および可能な限りフレームの廃棄を避

けるような超過トラヒックの制御手順をインプリメントする。網は、網内において輻輳が存在することを

ＤＴＥに明示的に通知するメッセージを送信しなければならない。ＤＴＥは網に送信するトラヒックを減

少させることによってこのメッセージに応答し、それによって網は輻輳から回復する。 

 輻輳時、網は一般的に廃棄可能表示（ＤＥ）付のフレームを他のトラヒックに優先して廃棄する。しか

しながら、網は輻輳による崩壊から自分自身を守るために、任意の時点でいかなるフレームも廃棄するこ

とがある。輻輳通知に対して応答しないＤＴＥからのトラヒックを制御する唯一の方法は、フレームを廃

棄することである。 

 

12.3 輻輳通知 

 網が輻輳状態を検出したとき、網は関連するＤＴＥに送信するフレームのＦＥＣＮおよび／又はＢＥＣ

Ｎビットを「１」に設定することがある（図１２－２／JT-X36 参照）。網によっては、関連するＤＴＥに

対してＣＬＬＭメッセージも送信する場合がある（付属資料Ｃ参照）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１２－２／JT-X36 網輻輳通知 

(ITU-T X.36) 

 

FECN ﾋﾞｯﾄ=0  

網輻輳 

回復 

輻輳 

状態 

網輻輳 

FECN ﾋﾞｯﾄ=1  

FECN ﾋﾞｯﾄ=1  BECN ﾋﾞｯﾄ=1 

BECN ﾋﾞｯﾄ=1  
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12.3.1 順方向明示的輻輳通知 

 網輻輳の原因となっているトラヒックと同方向の通知を順方向明示的輻輳通知（ＦＥＣＮ）と呼ぶ。網

は、受信ユーザに網の輻輳を通知するため輻輳しているノードを通過するフレームのアドレスフィールド

内のＦＥＣＮビットを「１」に設定する（図１２－３／JT-X36 参照）。 

 網および／又はリモートＤＴＥに通知するために、ＤＴＥによってＦＥＣＮビットが設定される場合も

ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１２－３／JT-X36 ＦＥＣＮビットを用いた輻輳通知 

(ITU-T X.36) 

 

輻輳方向 

アドレスフィールド 

アドレス 
フィールド 

転送フレーム 

輻輳ノード 

FECN=1 
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12.3.2 逆方向明示的輻輳通知 

 網輻輳の原因となっているトラヒックと逆方向の通知を逆方向明示的輻輳通知（ＢＥＣＮ）と呼ぶ。網

は、受信ＤＴＥに網の輻輳を通知するために輻輳しているノードを通過するフレームのアドレスフィール

ド内のＢＥＣＮビットを「１」に設定する（図１２－４／JT-X36 参照）。 

 網および／又はリモートＤＴＥに通知するために、ＤＴＥによってＢＥＣＮビットが設定される場合も

ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１２－４／JT-X36 ＢＥＣＮビットを用いた輻輳通知 

(ITU-T X.36) 

 

 

 

12.4 ＤＴＥによる輻輳検出方法および動作 

 付録Ⅱに、ＤＴＥが網輻輳を検出し、動作するときのガイダンスを示す。 
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付属資料Ａ 

パラメータのリストおよび状態 

（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ３６に対する） 

 

 付表Ａ－１／JT-X36 に、フレームリレーＤＴＥ／ＤＣＥインタフェースのパラメータリストを示す。

「ＤＴＥ」の列は、適正な動作のためにこのパラメータがＤＴＥによって提供されるか否かを示す。「Ｄ

ＣＥ」の列は、本標準に従うすべての網によって提供されるパラメータであるか否かを示す。次の列は、

あるＰＶＣあるいはＤＴＥ／ＤＣＥインタフェースにてＤＴＥおよびＤＣＥが共にその該当パラメータ

を使用するとき、ＤＴＥの値がＤＣＥの値と同じであるべきか否かを示す。最後の列は、パラメータがＤ

ＴＥ／ＤＣＥインタフェース毎に定義されたものであるか、あるいはＰＶＣ毎に定義されたものであるか

を示す。 

 あるパラメータが網によって提供されているとき、ユーザは契約時に網によって提供されている値から

選択することができる。 
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付表Ａ―１／JT-X36 ＤＴＥ／ＤＣＥインタフェースに対するパラメータリスト 

(ITU-T X.36) 

 

 

カウンタ／タイマ／ 

パラメータ 

 

参照 

 

ＤＴＥ 

 

ＤＣＥ 

ＤＴＥとＤＣ

Ｅで同一の値

の必要性 

 

適用 

ＡＲ ８.２.１節 必須 必須 必要 ｲﾝﾀﾌｪｰｽ毎 

ＤＴＥ／ＤＣＥ 

フラグメンテーション 

の提供 

９．６節 ｵﾌﾟｼｮﾝ ｵﾌﾟｼｮﾝ 必要 ｲﾝﾀﾌｪｰｽ毎 

フラグメントサイズ ９．６節 ｵﾌﾟｼｮﾝ ｵﾌﾟｼｮﾝ 必要 ｲﾝﾀﾌｪｰｽ毎 

ＤＬＣＩ ９.３.３.６節 必須 必須 必要 各々の方向

に対する 

ＰＶＣ毎 

ＣＩＲ ８.２.４節 ｵﾌﾟｼｮﾝ 必須 必要 各々の方向

に対する 

ＰＶＣ毎 

Ｂｃ ８.２.２節 ｵﾌﾟｼｮﾝ 必須 必要 各々の方向

に対する 

ＰＶＣ毎 

Ｂｅ ８.２.３節 ｵﾌﾟｼｮﾝ 必須 必要 各々の方向

に対する 

ＰＶＣ毎 

Ｔｃ（ＣＩＲ＝０のとき） ８.２.５節 ｵﾌﾟｼｮﾝ 必須 必要 各々の方向

に対する 

ＰＶＣ毎 

Ｎ２０３ ８.２.６節 必須 必須 必要 各々の方向

に対する 

ＰＶＣ毎 

フレーム転送優先順位 ７．４節 

 

ｵﾌﾟｼｮﾝ ｵﾌﾟｼｮﾝ 必要 各々の方向

に対する 

ＰＶＣ毎 

フレーム廃棄優先順位 ７．５節 

 

ｵﾌﾟｼｮﾝ ｵﾌﾟｼｮﾝ 必要 各々の方向

に対する 

ＰＶＣ毎 

サービスクラス ７．６節 

 

ｵﾌﾟｼｮﾝ ｵﾌﾟｼｮﾝ 必要 ＰＶＣ毎 

ＰＶＣマネジメントの提供 １１章 必須 必須 必要（注） ｲﾝﾀﾌｪｰｽ毎 

Ｎ３９１ １１.６節 必須 適用外 適用外 ｲﾝﾀﾌｪｰｽ毎 

Ｎ３９２ １１.６節 必須 必須 望ましい ｲﾝﾀﾌｪｰｽ毎 

Ｎ３９３ １１.６節 必須 必須 望ましい ｲﾝﾀﾌｪｰｽ毎 

Ｔ３９１ １１.６節 必須 適用外 適用外 ｲﾝﾀﾌｪｰｽ毎 
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Ｔ３９２ １１.６節 適用外 必須 適用外 ｲﾝﾀﾌｪｰｽ毎 

ＰＶＣ双方向手順の提供 １１.５節 ｵﾌﾟｼｮﾝ ｵﾌﾟｼｮﾝ 必要（注） ｲﾝﾀﾌｪｰｽ毎 

Ｔ３９１ １１.６節 必須 適用外 適用外 ｲﾝﾀﾌｪｰｽ毎 

Ｔ３９２ １１.６節 適用外 必須 適用外 ｲﾝﾀﾌｪｰｽ毎 

ＰＶＣ双方向手順の提供 １１.５節 ｵﾌﾟｼｮﾝ ｵﾌﾟｼｮﾝ 必要（注） ｲﾝﾀﾌｪｰｽ毎 

 Ｎ３９１（第２セット） １１.５節 適用外 必須 適用外 ｲﾝﾀﾌｪｰｽ毎 

Ｎ３９２（第２セット） １１.５節 必須 必須 望ましい ｲﾝﾀﾌｪｰｽ毎 

Ｎ３９３（第２セット） １１.５節 必須 必須 望ましい ｲﾝﾀﾌｪｰｽ毎 

Ｔ３９１（第２セット） １１.５節 適用外 必須 適用外 ｲﾝﾀﾌｪｰｽ毎 

 

Ｔ３９２（第２セット） １１.５節 必須 適用外 適用外 ｲﾝﾀﾌｪｰｽ毎 

非同期ＰＶＣ「状態表示」

(STATUS)メッセージの提

供 

１１.４.２節 ｵﾌﾟｼｮﾝ ｵﾌﾟｼｮﾝ 望ましい（注） ｲﾝﾀﾌｪｰｽ毎 

「状態表示」(STATUS)

メッセージの分割の提供 

付属資料Ｇ ｵﾌﾟｼｮﾝ ｵﾌﾟｼｮﾝ 必要 ｲﾝﾀﾌｪｰｽ毎 

ＣＬＬＭメッセージの提供 付属資料Ｃ ｵﾌﾟｼｮﾝ ｵﾌﾟｼｮﾝ 必要（注） ｲﾝﾀﾌｪｰｽ毎 

Ｔｘ Ｃ.５.４ 適用外 必須 適用外 ｲﾝﾀﾌｪｰｽ毎 

Ｔｙ Ｃ.５.４ 必須 適用外 適用外 ｲﾝﾀﾌｪｰｽ毎 

 

 注－本項目は、ＤＴＥとＤＣＥが同時に機能を提供することの必要性を意味する。 
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付属資料Ｂ 

ＤＴＥ／ＤＣＥインタフェースでのサポート機能 

（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ３６に対する） 

 

B.1 プロトコル能力（ＰＣ） 

 プロトコル能力（ＰＣ）の必須／オプションは付表Ｂ－１／JT-X36 で定義される。 

 

付表Ｂ－１／JT-X36 プロトコル能力（ＰＣ） 

(ITU-T X.36) 

 

指標 プロトコル特性 参照 サポート状態 

   ＤＴＥ ＤＣＥ 

送信特性 

ＰＣ１ 「状態問合」(STATUS ENQ) 送信 11.2 節 ｵﾌﾟｼｮﾝ ｵﾌﾟｼｮﾝ 

ＰＣ２ 「状態表示」(STATUS) 応答 11.2 節 ｵﾌﾟｼｮﾝ 必須 

ＰＣ３ 非同期「状態表示」(STATUS) 送信 11.6 節 ｵﾌﾟｼｮﾝ ｵﾌﾟｼｮﾝ 

ＰＣ４ ２オクテットアドレスフィールド提供と送信 9.3.2 節 必須 必須 

ＰＣ５ ３オクテットアドレスフィールド提供と送信 ＴＴＣ注 

ＰＣ６ ４オクテットアドレスフィールド提供と送信 9.3.2 節 ｵﾌﾟｼｮﾝ ｵﾌﾟｼｮﾝ 

ＰＣ７ ＦＥＣＮビットに「１」設定可 9.3.3.3 節 ｵﾌﾟｼｮﾝ ｵﾌﾟｼｮﾝ 

ＰＣ８ ＢＥＣＮビットに「１」設定可 9.3.3.4 節 ｵﾌﾟｼｮﾝ ｵﾌﾟｼｮﾝ 

ＰＣ９ ＤＥビットに「１」設定可 9.3.3.5 節 ｵﾌﾟｼｮﾝ ｵﾌﾟｼｮﾝ 

ＰＣ１０ ＣＬＬＭメッセージ送信 付属資料Ｃ 適用外 適用外 

受信特性 

ＰＣ１１ 「状態問合」(STATUS ENQ) 受信 11.2 節 ｵﾌﾟｼｮﾝ 必須 

ＰＣ１２ 「状態表示」(STATUS) 受信 11.2 節 ｵﾌﾟｼｮﾝ ｵﾌﾟｼｮﾝ 

ＰＣ１３ 非同期「状態表示」(STATUS) 受信 11.6 節 ｵﾌﾟｼｮﾝ ｵﾌﾟｼｮﾝ 

ＰＣ１４ ２オクテットアドレスフィールド提供と受信 9.3.2 節 必須 必須 

ＰＣ１５ ３オクテットアドレスフィールド提供と受信 ＴＴＣ注 

ＰＣ１６ ４オクテットアドレスフィールド提供と受信 9.3.2 節 ｵﾌﾟｼｮﾝ ｵﾌﾟｼｮﾝ 

ＰＣ１７ 「１」設定ＦＥＣＮビットの透過 9.3.3.3 節 適用外 必須 

ＰＣ１８ 「１」設定ＢＥＣＮビットの透過 9.3.3.4 節 適用外 必須 

ＰＣ１９ 「１」設定ＤＥビットの透過 9.3.3.5 節 適用外 必須 

ＰＣ２０ ＣＬＬＭメッセージ受信 付属資料Ｃ ｵﾌﾟｼｮﾝ ｵﾌﾟｼｮﾝ 

 

ＴＴＣ注－本標準のこの版では対象外 
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B.2 フレームプロトコルデータユニット（ＦＲ） 

 プロトコルデータユニットの必須／オプションは付表Ｂ－２／JT-X36 で定義される。 

 

付表Ｂ－２／JT-X36 フレームプロトコルデータユニット（ＦＲ） 

(ITU-T X.36) 

 

指標 プロトコル特性 参照 サポート状態 

   ＤＴＥ ＤＣＥ 

共通特性 

ＦＲ１ フラグによる全フレームの開始と終了 9.2.1 節 必須 必須 

ＦＲ２ ２オクテットのデフォルトアドレスフィールド 9.3.2 節 必須 必須 

ＦＲ３ ３オクテットの拡張アドレスフィールド ＴＴＣ注 

ＦＲ４ ４オクテットの拡張アドレスフィールド 9.3.2 節 ｵﾌﾟｼｮﾝ ｵﾌﾟｼｮﾝ 

ＦＲ５ フィールドマッピング記法（最も小さいビット番号

が最下位ビットを表す。） 

9.2.1 節 必須 必須 

送信特性 

ＦＲ６ 単一フラグ生成（終了フラグと開始フラグの共用） 9.2.1 節 ｵﾌﾟｼｮﾝ ｵﾌﾟｼｮﾝ 

ＦＲ７ 透過性（５個の「１」ビット後「０」ビット挿入） 9.4.2 節 必須 必須 

ＦＲ８ ビット送信順序 9.4.1 節 必須 必須 

ＦＲ９ ＦＣＳフィールド送信 9.2.4 節 必須 必須 

ＦＲ１０ フラグシーケンスによるフレーム間のタイムフィル 9.4.3 節 必須 必須 

受信特性 

ＦＲ１１ 次フレームの開始フラグと終了フラグの共用の許容 9.2.1 節 必須 必須 

ＦＲ１２ 透過性（５個の「１」ビット後の「０」ビット除去） 9.4.1 節 必須 必須 

ＦＲ１３ ビット受信順序 9.4.1 節 必須 必須 

ＦＲ１４ ＦＣＳフィールド受信 9.2.4 節 必須 必須 

ＦＲ１５ フレーム間のタイムフィルとして連続フラグ受信能

力 

9.4.3 節 必須 必須 

ＦＲ１６ 無効フレームの廃棄 9.4.4 節 必須 必須 

 

ＴＴＣ注－本標準のこの版では対象外 

 

 

B.3 システムパラメータ（ＳＰ） 

 システムパラメータの必須／オプションは付表Ａ－１／JT-X36 で定義される。 
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付属資料Ｃ 

統合リンクレイヤマネジメント（ＣＬＬＭ）メッセージ 

（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ３６に対する） 

 

 統合リンクレイヤマネジメントメッセージは、機能情報を転送するためのＸＩＤフレームのＩＳＯ８８

８５の定義を基礎としている。ＣＬＬＭメッセージの使用はＤＴＥおよびＤＣＥにおいてオプションであ

る。ＣＬＬＭメッセージのフレームフォーマットを付図Ｃ－１／JT-X36 に示す。 

 各パラメータは、型、長さ、値の順に記述される。以下の節ではＣＬＬＭメッセージの機能のフィール

ドについて記述する。ＣＬＬＭメッセージは、網輻輳の結果としての輻輳手順の実施、あるいは回線また

は装置故障、あるいは保守機能の実行が行なわれる場合にはいつでも送信することができる。全ての

フィールドは一部を除き、2 進符号で示してある。 

 

８７６５４３２１  

 

 

１ １１１１１０１０ アドレス 第１オクテット 

２ １１１１０００１ アドレス 第２オクテット 

３ １０１０１１１１ ＸＩＤ制御フィールド 

４ １０００００１０ フォーマット識別子（１３０） 

５ ００００１１１１ グループ識別子＝１５ 

６  グループ長 第１オクテット 

７  グループ長 第２オクテット 

８ ００００００００ パラメータ識別子＝０ 

９ ０００００１００ パラメータ長（４） 

10 ０１１０１００１ パラメータ値＝１０５（ＩＡ５コードでは Ｉ） 

11 ００１１０００１ パラメータ値＝ ４９（ＩＡ５コードでは １） 

12 ００１１００１０ パラメータ値＝ ５０（ＩＡ５コードでは ２） 

13 ００１１００１０ パラメータ値＝ ５０（ＩＡ５コードでは ２） 

14 ００００００１０ パラメータ識別子＝２（理由表示識別子） 

15 ０００００００１ パラメータ長＝１ 

16  理由表示値 

17 ００００００１１ パラメータ識別子＝３（ＤＬＣＩ識別子） 

18  パラメータ長 

19  ＤＬＣＩ値（１番目のＤＬＣＩのオクテット１） 

20  ＤＬＣＩ値（１番目のＤＬＣＩのオクテット２） 

： ：  

19+2(n-1)  ＤＬＣＩ値（ｎ番目のＤＬＣＩのオクテット１） 

20+2(n-1)  ＤＬＣＩ値（ｎ番目のＤＬＣＩのオクテット２） 

19+2n  ＦＣＳ 第１オクテット 

20+2n  ＦＣＳ 第２オクテット 

 

付図Ｃ－１／JT-X36 ２オクテットアドレスフィールドＣＬＬＭメッセージフォーマット 

(ITU-T X.36) 
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C.1 アドレスオクテット 

 本付属資料では2オクテット長のアドレスフィールドのみを提供する。4オクテット長のアドレスフィー

ルドのサポートを後に提供するかどうかは今後の検討課題である。 

 アドレスフィールド長は 2 オクテットに設定されるので、第 1 オクテット内の第 8 ビットから第 3 ビッ

トまでの上位 6 ビットがＤＬＣＩの最初の 6 ビットとしてリザーブされる。そして第 2 オクテットの第 8

ビットから第5ビットまでの上位4ビットがＤＬＣＩの下位4ビットとしてリザーブされる。ＣＬＬＭメッ

セージは網内の保守フレームとして分類され、ＤＬＣＩ＝1007（10 進数）あるいは、同等のＤＬＣＩ＝

「1111101111」（2 進数）でコーディングされることに注意する必要がある。 

 第 1 オクテット内の第 2 ビットはコマンド／レスポンス（Ｃ／Ｒ）ビットであり、フレームがコマンド

あるいはレスポンスかどうかを示すために使用する。ＣＬＬＭメッセージはＸＩＤレスポンスフレームで

あるため、Ｒ＝1 の値としてコーディングする。ＦＥＣＮ、ＢＥＣＮおよびＤＥビットは使用せず、送信

時は 0 を設定し受信時は解釈しない。 

 

C.2 制御フィールド 

 オクテット 3 はメッセージタイプに対する制御フィールドである。これは、「10101111」（2 進数）を

持つＸＩＤの制御フィールドを意味する。 

 

C.3 ＸＩＤ情報フィールド 

C.3.1 フォーマット識別子フィールド 

 オクテット４はフォーマット識別子フィールドである。フォーマット識別子フィールドは 1 オクテット

の長さであることがＩＳＯ８８８５で定義されている。一般目的のフォーマット識別子フィールドは 130

（10 進数）の値が割り付けられている。 

 

C.3.2 グループフィールド 

C.3.2.1 グループ識別子フィールド 

 オクテット 5 はグループ識別子フィールドである。グループ識別子フィールドは 15（10 進数）であり、

これはプライベートパラメータを示すためにＩＳＯ８８８５で割り付けられている。 

 

C.3.2.2 グループ長フィールド 

 オクテット 6、7 はグループ長フィールドである。この 16 ビットのフィールドはグループフィールドの

残りのオクテット長を示す。グループ長フィールドの最大値は 256 である。 

 

C.3.2.3 グループ値フィールド 

 グループ値フィールドは、二つ以上のパラメータフィールドより構成される。パラメータセット識別（パ

ラメータ値「0」）は、ＩＳＯ８８８５／ＤＡＤ３によりグループフィールド内のプライベートパラメー

タのセットを識別する。その他のパラメータは理由表示識別子、ＤＬＣＩ識別子の順番になっている。 
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C.3.3 パラメータセット識別のためのパラメータ 

 パラメータセット識別のパラメータは必須であり、なければそのＣＬＬＭメッセージは無視される。 

 

C.3.3.1 パラメータセット識別フィールド 

 オクテット 8 は第 1 パラメータのためのパラメータ識別子フィールドであり、ＩＳＯ８８８５／ＤＡＤ

３により「0」に設定される。パラメータ値「0」は、このグループ内のパラメータがプライベートパラメー

タセットであることを識別する。 

 

C.3.3.2 パラメータセット識別長フィールド 

 オクテット 9 はパラメータセット識別子フィールドの長さを示し、「100」（2 進数）すなわち 4（10 進

数）に設定される。 

 

C.3.3.3 パラメータ値フィールド 

 オクテット 10 から 13 でＸＩＤフレームプライベートパラメータグループの使用方法がＩＴＵ－Ｔ勧告

Ｉ．１２２プライベートパラメータであることを識別する。 

 オクテット 10 は「Ｉ」のＩＡ５値（105（10 進数））である。 

 オクテット 11 は「1」のＩＡ５値（49（10 進数））である。 

 オクテット 12 と 13 は「2」のＩＡ５値（50（10 進数））である。 

 

C.3.4 理由表示識別子パラメータフィールド 

 理由表示は必須であり、理由表示パラメータフィールドがＣＬＬＭメッセージ内に含まれていない場合

はそのフレームは無視される。 

 

C.3.4.1 パラメータ識別子フィールド 

 オクテット 14 は理由表示識別子フィールドである。パラメータ識別子フィールドは「2」に設定される。 

 

C.3.4.2 パラメータ長フィールド 

 オクテット 15 は理由表示識別子の長さである。このフィールドは 1（10 進数）に設定する。 
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C.3.4.3 理由表示値 

 オクテット 16 は理由表示値である。本オクテットはメッセージの理由表示値を示している。この理由

表示の値は、メッセージを発行したレイヤマネジメントモジュールのある輻輳した網ノードで決定された

ものである。ここに設定される理由表示値は、メッセージを発行したレイヤマネジメントエンティティの

網状態（すなわち、輻輳、故障あるいは保守動作）を示すために設定される。本フィールドにコーディン

グする値を下記の付表Ｃ－１／JT-X36 に示す。 

 理由表示値が「不定」であっても、ＣＬＬＭメッセージは無視されない。 

 

付表Ｃ－１／JT-X36 ＣＬＬＭメッセージの理由表示のためのコード 

(ITU-T X.36) 

 

ビット 理由表示 

８７６５４３２１  

００００００１０ トラヒックによる網輻輳 － 短時間 

００００００１１ トラヒックによる網輻輳 － 長時間 

０００００１１０ ファシリティまたは装置故障 － 短時間 

０００００１１１ ファシリティまたは装置故障 － 長時間 

００００１０１０ 保守動作 － 短時間 

００００１０１１ 保守動作 － 長時間 

０００１００００ 不定 － 短時間 

０００１０００１ 不定 － 長時間 

 他の全ての値はリザーブされている。 

 

注－ＣＬＬＭが一時的状態（例．秒または分オーダでの時間が予想できる状態）によって送られるなら

ば、理由表示値「短時間」とコーディングされるべきである。そうでなければ、「長時間」とコー

ディングされるべきである。使用法は網特有である。 
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C.3.5 ＤＬＣＩ識別子パラメータフィールド 

 ＤＬＣＩ識別子パラメータフィールドは、上記に掲げたＣＬＬＭメッセージ内に掲げられた理由表示に

一致するＤＬＣＩを決定するために使用される。 

 ＤＬＣＩ識別子がない場合は、そのフィールドは無視される。 

 

C.3.5.1 パラメータ識別子フィールド 

 オクテット 17 はパラメータ識別子フィールドである。パラメータ識別子フィールドに「3」が設定され

た時は、このパラメータに続くオクテットには輻輳しているフレームリレーコネクションのＤＬＣＩが入

る。 

 

C.3.5.2 パラメータ長フィールド 

 オクテット 18 は通知されるＤＬＣＩの長さである。例えば、ｎ倍のＤＬＣＩが通知され、それぞれ 2

オクテット長の場合は、オクテットサイズは 2ｎとなる。 

 

C.3.5.3 パラメータ値フィールド 

 オクテット 19 からＦＣＳオクテットまでは輻輳状態となっている論理リンクを識別するＤＬＣＩ値が

入る。ＤＬＣＩフィールドは 10 ビット長であり、第 1 オクテットの第 8 ビットから第 3 ビットまでと、

第 2 オクテットの第 8 ビットから第 5 ビットまでで構成される。第 1 オクテットの第 8 ビットが最上位ビッ

トで第 2 オクテットの第 5 ビットが最下位ビットである。第 1 オクテットの第 2 ビットから第 1 ビットま

でと第 2 オクテットの第 4 ビットから第 1 ビットまではリザーブされている。 

８７６５４３２１   

ｘｘｘｘｘｘ＊＊ オクテット

1 

ＤＬＣＩの上位 6 ビットは「ｘｘｘｘｘｘ」と記される 

ビットに記憶される。 

 

ｘｘｘｘ＊＊＊＊ オクテット

2 

ＤＬＣＩの下位 4 ビットは「ｘｘｘｘ」と記されるビット 

に記憶される。 

 

  アスタリスク（＊）で記されるビットは今後の使用のため 

  リザーブされる。 

 

C.4 ＦＣＳフィールド 

 フレームの最終 2 オクテットは、フレームチェックシーケンスフィールドに相当する。 
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C.5 網からのＣＬＬＭメッセージ送信手順 

 網は、装置故障または過度のトラヒックによるリソース輻輳によってＤＴＥからのトラヒックを確実に

転送できないとき、ＣＬＬＭメッセージを送信することでＤＴＥに対し網の状態を通知する。 

ＣＬＬＭメッセージ送信の目的は、ＤＴＥに対しトラヒックの全体総数を減少させるよう要求することで

ある。 

 

C.5.1 網輻輳 

 網は、過度のＤＴＥトラヒックが継続することでリソース輻輳に遭遇したとき、強制的にトラヒックを

廃棄するか、または回復のためにシステムを停止することがある。網は、根本的な輻輳原因を示すＣＬＬ

Ｍメッセ－ジを送信することにより，ＤＴＥへその様な動作がとられる可能性があることを通知する。輻

輳時に生成されるＣＬＬＭメッセージは、輻輳の原因となるトラヒックに対して反対の方向へのみ通知を

行うものである（付図Ｃ－２／JT-X36 参照）。ＣＬＬＭメッセージは、輻輳方向に対して逆方向のトラヒッ

クがないときに、ＤＴＥに対し輻輳を通知することがある。 

 

C.5.1.1 軽輻輳 

 網バッファおよびリソースの状態が原因で軽輻輳に陥ったとき（１２．１節に定義する）、網は、ＤＴ

Ｅへメッセージを送信し、超過トラヒックの廃棄が必要となる以前に回復が可能となるよう輻輳を通知し、

トラヒックの制限を要求する。 

 

C.5.1.2 重輻輳 

 網バッファおよびリソースの状態が原因で重輻輳に陥ったとき（１２．１節に定義する）、網は、トラ

ヒックの廃棄なしでは機能できなくなり、ＤＴＥへＣＬＬＭメッセージを送信し、輻輳および超過トラ

ヒックを一斉に廃棄することの理由表示を通知する。この処置は、網がそのリソースの回復および正常動

作状態を取り戻すための準備を行うことを可能とするものである。トラヒックの廃棄の通知を網から受信

したＤＴＥは、網の回復のために以降のトラヒックの発生を制限するかまたは処理を停止するべきである。

ＣＬＬＭメッセージは、トラヒックが廃棄された可能性があるＤＴＥへの通知として網より送信される。 

 

C.5.2 網故障 

 網において装置故障または回線障害が発生したとき、故障またはエラーの根本的な原因を表示するコー

ドがＣＬＬＭメッセージに設定されＤＴＥへ送信される。ＤＴＥは、この故障メッセージを受信したとき、

網内における故障の発生および問題となるフレームリレーコネクション上における全てのトラヒックの

伝送停止要求を認識する。 

 

C.5.3 網管理動作の通知 

 網装置の運転に不利な影響を与えるポイントに対して重輻輳が継続したか、または特定のＤＴＥからの

トラヒックにより共通網リソースに負荷がかかり過ぎたとき、網は、低トラヒックＤＴＥ（たとえば、Ｃ

ＩＲ値の範囲内で通信するＤＴＥ）のための契約において明示されている正常通信の品質を提供し続けら

れなくなる。このとき網は、最も高いトラヒックレベルのリンクを最優先とする運用手順で、高トラヒッ

クリンク上における伝送を短時間停止することがある。網は、転送停止の理由を表示するＣＬＬＭメッ

セージを送信し、処置を施したＤＴＥに対してどの通信リンクが停止したのかを通知する。 
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C.5.4 ＣＬＬＭメッセージにおいて定められた原因からの復旧 

 一つまたは複数のＤＬＣＩに対してＣＬＬＭメッセージを送信したＤＣＥは、少なくとも１つのＤＬＣ

Ｉについてその送信原因が有効である間、Ｔｘ時間間隔でＣＬＬＭメッセージを送信しつづけなければら

ない。前回受信時と同一の理由表示によるＣＬＬＭメッセージを受信し、しかしながらＤＬＣＩのリスト

において変更がともなうとき、ＤＴＥはリストから削除されたＤＬＣＩに該当するコネクションにおいて

ＣＬＬＭメッセージの送信原因が有効性を失ったものと見なす。ＤＴＥは、ＣＬＬＭメッセージを受信す

る毎にＴｙタイマを起動または再起動する。このタイマが満了したとき、ＤＴＥは、ＣＬＬＭメッセージ

の送信原因が全てのＤＬＣＩに対して有効性を失ったものと見なす。 

（付表Ｃ－２／JT-X36，付図Ｃ－２／JT-X36 および付図Ｃ－３／JT-X36 参照） 

 

付表Ｃ－２／JT-X36 ＣＬＬＭタイマ 

(ITU-T X.36) 

 

タイマ 記 述 範 囲 
デフォルト 

（秒） 
起 動 満了時の動作 

 

Ｔｘ 

（ＤＣＥ） 

 

ＣＬＬＭ 

メッセージ 

送信間隔タイマ 

 

５～３０ 

 

１０ 

 

ＣＬＬＭ 

メッセージ 

の送信 

 

原因が有効であると

判断したとき、 

ＣＬＬＭメッセージ

の送信を繰り返す。 

 

Ｔｙ 

（ＤＴＥ） 

（注１） 

 

 

ＣＬＬＭ 

メッセージ 

復旧タイマ 

 

５～３０ 

 

１１ 

 

ＣＬＬＭ 

メッセージ 

の受信 

 

原因が有効性を失っ

たものと認識する。 

 

注１－Ｔｙは、Ｔｘより大きい値とする。 
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コネクションｃは輻輳 

より回復した 

 

 

 

 

 

 

全コネクションが輻輳 

より回復した 

 

 

 

付図Ｃ－２／JT-X36 ＣＬＬＭメッセージ送信シ－ケンス 

(ITU-T X.36) 

 

 

 

ＤＴＥ ＤＣＥ 

網輻輳検出 

ＣＬＬＭメッセージ 

ＤＬＣＩ＝ａ，ｂ，ｃ

Ｔｘ 

 間隔 

ＣＬＬＭメッセージ 輻輳 

ＤＬＣＩ＝ａ，ｂ， 継続中 

 

Ｔｘ 

間隔 

ＣＬＬＭメッセージ 

Ｔｙ 

タイマ満了 輻輳より回復 
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付図Ｃ－３／JT-X36 ＣＬＬＭメッセージを用いた輻輳通知 

(ITU-T X.36) 

 

 

 

輻輳ノード 

理由表示識別子 

フィールド 

理由表示値＝輻輳 

ＤＬＣＩ識別子 

ＣＬＬＭメッセージ フィールド 

ＤＬＣＩ値 

輻輳の方向 

アドレスフィールド 
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付属資料Ｄ 

マルチプロトコルエンカプセレーションのためのフレームリレーの使用 

（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ３６に対する） 

 

 本付属資料はマルチプロトコルエンカプセレーションのためにフレームリレーを使用するときのガイ

ダンスを提供する。マルチプロトコルエンカプセレーションは、与えられたフレームリレーコネクション

上で複数のプロトコルを転送するための柔軟な方法を提供する。これらの手順はオプションである。 

 ガイダンスではまた、マルチプロトコルエンカプセレーションのためのフレームリレーの使用方法も提

供する。エンカプセレーションの手順は、あらかじめエンカプセレーションを使用することが明示的に設

定されているＰＶＣ上、または呼設定のときにマルチプロトコルエンカプセレーションであることを明確

に設定されたＳＶＣ上でのみに使用される。 

 

D.1 一般のフレームフォーマット 

 マルチプロトコルエンカプセレーションで使用するフォーマットを付図Ｄ－１／JT-X36 に示す。 

これは図 9-1／JT-X36 で定義されたフレームフォーマットに従う。 

 

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １  

フラグ オクテット１ 

アドレスフィールド上位オクテット  注 オクテット２ 

アドレスフィールド下位オクテット オクテット３ 

ＵＩフレームの制御フィールド ＝ 03（16 進数） オクテット４ 

オプションパッド ＝ 00（16 進数） オクテット５ 

プロトコル識別子 オクテット６ 

 

エンカプセレーションされたＰＤＵ 

 

 

オクテットＮ－３ 

フレームチェックシーケンス（第１オクテット） オクテットＮ－２ 

フレームチェックシーケンス（第２オクテット） オクテットＮ－１ 

フラグ オクテットＮ 

 

 注－デフォルトアドレスフィールド長は 2 オクテットである。 

   4 オクテットに拡張することができる。 

 

付図Ｄ－１／JT-X36 2 オクテットアドレスでのマルチプロトコルエンカプセレーションのための 

(ITU-T X.36)   フレームフォーマット 
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 情報フィールドの第 1 オクテットは「0」を設定したＰビットを持つＵＩフレームの制御フィールドで

ある。 

 オプションパッドフィールドはフレームを 2 オクテット境界に揃えるために使用される。パッドフィー

ルドは 0 または 1 オクテットである。パッドフィールドが存在する場合は、00（16 進数）の値を持たなけ

ればならない。  

 プロトコル識別子フィールドは、ＰＤＵが情報フィールドの部分にエンカプセレーションされているプ

ロトコルを識別するために使用される。 

 ネットワークレイヤプロトコル識別子はＩＳＯ／ＩＥＣ ＴＲ９５７７で定義される。本標準のユーザ

がＩＳＯ／ＩＥＣ ＴＲ９５７７の最新版を用いることを推奨する。コードポイント 80（16 進数）（Ｉ

ＥＥＥ ＳＮＡＰ（サブネットワークアクセスプロトコル）に対して）が使用されるとき、プロトコル識

別子は 6 オクテットに拡張されることに注意する。すなわち、ＯＵＩのための 3 オクテットの追加とプロ

トコル識別子のための 2 オクテットの追加である。この追加される 5 オクテットはプロトコル識別子の後、

エンカプセレーションされたＰＤＵの前に挿入される。 

 00（16 進数）のＮＬＰＩＤ値は、本値がパッドフィールドと区別することが出来ないためフレームリレー

フレーム内のマルチプロトコルエンカプセレーションでは無効である。 

 あるプロトコルが一つ以上のマルチプロトコルヘッダフォーマットでエンカプセレーションが可能な

場合、以下のリストの順で、最初にそのプロトコルに対してコードポイント方法が提供できるフォーマッ

トを使用しなければならない。 

(1) 直接ＮＬＰＩＤを指定する方式 

ＴＲ ９５７７にＮＬＰＩＤ値が規定されているプロトコル 

例．ＩＰ、ＣＬＮＰ（ＩＳＯ ８４７３）、ＩＳＯ ８２０８ 

(2) ＳＮＡＰエンカプセレーション方式 

ＮＬＰＩＤにＳＮＡＰを指定し、その後にＳＮＡＰ値を指定する。 

例．ＬＡＮブリッジング、あるいはＳＮＡＰ値を持つコネクションレス型プロトコル 

(3) ＮＬＰＩＤの後に 4 オクテットを用いてレイヤ２とレイヤ３のプロトコルを指定する方式 

すなわちコネクション型プロトコル、もしくは他のプロトコルで上記二つの方式でエンカプセレー

ションできないプロトコル 
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D.2 ＩＳＯ ＣＬＮＰ（ＩＳＯ ８４７３）のためのフレームフォーマット 

 ＩＳＯ ＣＬＮＰのエンカプセレーションのために使用されるフォーマットを付図Ｄ－２／JT-X36 に

示す。プロトコル識別子は 81（16 進数）に設定する。 

 ＩＳＯ ＣＬＮＰの場合、プロトコル識別子はＣＬＮＰユニットデータＰＤＵの一部でもあるので、Ｎ

ＬＰＩＤは以降のＣＬＮＰユニットデータＰＤＵと合わせて処理されなくてはならないことに注意する。 

 

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １  

フラグ オクテット１ 

アドレスフィールド上位オクテット オクテット２ 

アドレスフィールド下位オクテット オクテット３ 

ＵＩフレームの制御フィールド ＝ 03（16 進数） オクテット４ 

プロトコル識別子 ＝ 81（16 進数） オクテット５ 

 

ＣＬＮＰユニットデータの残りの部分 

 

 

オクテットＮ－３ 

フレームチェックシーケンス（第１オクテット） オクテットＮ－２ 

フレームチェックシーケンス（第２オクテット） オクテットＮ－１ 

フラグ オクテットＮ 

 

付図Ｄ－２／JT-X36 ＣＬＮＰ（ＩＳＯ ８４７３）ユニットデータＰＤＵのエンカプセレーション 

(ITU-T X.36) 

 

D.3 ＩＰのためのフレームフォーマット 

 ＩＰデータグラムのエンカプセレーションのために使用されるフォーマットを付図Ｄ－３／JT-X36 に

示す。プロトコル識別子には CC（16 進数）が設定される。 

 

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １  

フラグ オクテット１ 

アドレスフィールド上位オクテット オクテット２ 

アドレスフィールド下位オクテット オクテット３ 

ＵＩフレームの制御フィールド ＝ 03（16 進数） オクテット４ 

プロトコル識別子 ＝ CC（16 進数） オクテット５ 

 

ＩＰデータグラム 

 

 

オクテットＮ－３ 

フレームチェックシーケンス（第１オクテット） オクテットＮ－２ 

フレームチェックシーケンス（第２オクテット） オクテットＮ－１ 

フラグ オクテットＮ 

 

付図Ｄ－３／JT-X36 ＩＰデータグラムのエンカプセレーション 

(ITU-T X.36) 
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D.4 イーサタイプコードポイントによるプロトコルのためのフレームフォーマット 

  コネクションレス型プロトコルには、ＩＳＯ／ＩＥＣ ＴＲ９５７７（２版）にて割り当てられたプロ

トコル識別子のコードポイントを持たずにイーサタイプのコードポイントが割り当てられるものがある。 

 このようなプロトコルのＰＤＵのエンカプセレーションのために使用するフォーマットを付図Ｄ－４

／JT-X36 に示す。 

 プロトコル識別子にはＳＮＡＰを使用することを示す 80（16 進数）が設定される。本エンカプセレー

ションで使用されるＯＵＩ値は、次の 2 オクテット（ＰＩＤ）がイーサタイプのコードポイントを含むこ

とを示す 00-00-00（16 進数）に設定される。 

 

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １  

フラグ オクテット１ 

アドレスフィールド上位オクテット オクテット２ 

アドレスフィールド下位オクテット オクテット３ 

ＵＩフレームの制御フィールド ＝ 03（16 進数） オクテット４ 

パッド ＝ 00（16 進数） オクテット５ 

プロトコル識別子 ＝ 80（16 進数） オクテット６ 

ＯＵＩ第 1 オクテット ＝ 00（16 進数） オクテット７ 

ＯＵＩ第 2 オクテット ＝ 00（16 進数） オクテット８ 

ＯＵＩ第 3 オクテット ＝ 00（16 進数） オクテット９ 

イーサタイプ第 1 オクテット オクテット１０ 

イーサタイプ第 2 オクテット オクテット１１ 

 

エンカプセレーションされたＰＤＵ 

 

 

 

オクテットＮ－３ 

フレームチェックシーケンス（第１オクテット） オクテットＮ－２ 

フレームチェックシーケンス（第２オクテット） オクテットＮ－１ 

フラグ オクテットＮ 

 

付図Ｄ－４／JT-X36 イーサタイプで識別されるプロトコルのエンカプセレーション 

(ITU-T X.36) 
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D.5 ブリッジドパケットのためのフレームフォーマット 

 プロトコル識別子にはＳＮＡＰの使用を示す 80（16 進数）が設定される。本エンカプセレーションで

使用されるＯＵＩ値は、ＩＥＥＥ ８０２．１委員会に割り当てられているコード 00-80-C2（16 進数）で

ある。次の 2 オクテット（ＰＩＤ）はＭＡＣヘッダの種別を示す。加えてＰＩＤは、元のＦＣＳがブリッ

ジドパケットの中に保持されているかどうかを示す。付表Ｄ－１／JT-X36 にフレームリレー上のマルチプ

ロトコルエンカプセレーションで使用されるＰＩＤ値を示す。 

注－加えてＰＩＤ値 00-0E（16 進数）は、ＩＥＥＥ ８０２．１（ｄ）または８０２．１（ｇ）によって定

義されるブリッジドプロトコルデータユニット（ブリッジドＰＤＵ）と識別される。（ＩＥＥＥ参照。“IEEE 

Standard for local and Metropolitan Networks : Media Access Control (MAC) Bridges”, IEEE Standard 802.1D 

1990）。ＰＩＤ値 00-0F（16 進数）は、ソースルーティングブリッジドＰＤＵを示す。 

 

付表Ｄ－１／JT-X36 ＯＵＩ 00-80-C2（16 進数）に対するＰＩＤ値 

(ITU-T X.36) 

 

ＦＣＳ含む（16 進数） ＦＣＳ含まず（16 進数） メディア 

００ ０１ ００ ０７ ８０２．３ 

００ ０２ ００ ０８ ８０２．４ 

００ ０３ ００ ０９ ８０２．５ 

００ ０４ ００ ０Ａ ＦＤＤＩ 

 ００ ０Ｂ ８０２．６ 
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D.5.1 ブリッジド８０２．３フレームのためのフレームフォーマット 

 ブリッジド８０２．３フレームのエンカプセレーションのために使用するフォーマットを付図Ｄ－５／

JT-X36 に示す。 

 

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １  

フラグ オクテット１ 

アドレスフィールド上位オクテット オクテット２ 

アドレスフィールド下位オクテット オクテット３ 

ＵＩフレームの制御フィールド ＝ 03（16 進数） オクテット４ 

パッド ＝ 00（16 進数） オクテット５ 

プロトコル識別子 ＝ 80（16 進数） オクテット６ 

ＯＵＩ第 1 オクテット ＝ 00（16 進数） オクテット７ 

ＯＵＩ第 2 オクテット ＝ 80（16 進数） オクテット８ 

ＯＵＩ第 3 オクテット ＝ C2（16 進数） オクテット９ 

ＰＩＤ第 1 オクテット ＝ 00（16 進数） オクテット１０ 

ＰＩＤ第 2 オクテット ＝ 01 または 07（16 進数） オクテット１１ 

 

宛先ＭＡＣアドレス及びＭＡＣフレームの残りの部分 

 

オクテット１２ 

ＬＡＮ ＦＣＳ 

（ＰＩＤ第 2 オクテット ＝ 01（16 進数）の場合） 

（4 オクテット） 

 

 

オクテットＮ－３ 

フレームチェックシーケンス（第１オクテット） オクテットＮ－２ 

フレームチェックシーケンス（第２オクテット） オクテットＮ－１ 

フラグ オクテットＮ 

 

付図Ｄ－５／JT-X36 ブリッジド８０２．３フレームのエンカプセレーション 

(ITU-T X.36) 
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D.5.2 ブリッジド８０２．４フレームのためのフレームフォーマット  

 ブリッジド８０２．４フレームのエンカプセレーションのために使用するフォーマットを付図Ｄ－６／

JT-X36 に示す。 

 

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １  

フラグ オクテット１ 

アドレスフィールド上位オクテット オクテット２ 

アドレスフィールド下位オクテット オクテット３ 

ＵＩフレームの制御フィールド ＝ 03（16 進数） オクテット４ 

パッド ＝ 00（16 進数） オクテット５ 

プロトコル識別子 ＝ 80（16 進数） オクテット６ 

ＯＵＩ第 1 オクテット ＝ 00（16 進数） オクテット７ 

ＯＵＩ第 2 オクテット ＝ 80（16 進数） オクテット８ 

ＯＵＩ第 3 オクテット ＝ C2（16 進数） オクテット９ 

ＰＩＤ第 1 オクテット ＝ 00（16 進数） オクテット１０ 

ＰＩＤ第 2 オクテット ＝ 02 または 08（16 進数） オクテット１１ 

パッド ＝ 00（16 進数） オクテット１２ 

フレーム制御 オクテット１３ 

 

宛先ＭＡＣアドレス及びＭＡＣフレームの残りの部分 

 

オクテット１４ 

ＬＡＮ ＦＣＳ 

（ＰＩＤ第 2 オクテット ＝ 02（16 進数）の場合） 

（4 オクテット） 

 

 

オクテットＮ－３ 

フレームチェックシーケンス（第１オクテット） オクテットＮ－２ 

フレームチェックシーケンス（第２オクテット） オクテットＮ－１ 

フラグ オクテットＮ 

 

付図Ｄ－６／JT-X36 ブリッジド８０２．４フレームのエンカプセレーション 

(ITU-T X.36) 
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D.5.3 ブリッジド８０２．５フレームのためのフレームフォーマット  

 ブリッジド８０２．５フレームのエンカプセレーションために使用するフォーマットを付図Ｄ－７／

JT-X36 に示す。 

 

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １  

フラグ オクテット１ 

アドレスフィールド上位オクテット オクテット２ 

アドレスフィールド下位オクテット オクテット３ 

ＵＩフレームの制御フィールド ＝ 03（16 進数） オクテット４ 

パッド ＝ 00（16 進数） オクテット５ 

プロトコル識別子 ＝ 80（16 進数） オクテット６ 

ＯＵＩ第 1 オクテット ＝ 00（16 進数） オクテット７ 

ＯＵＩ第 2 オクテット ＝ 80（16 進数） オクテット８ 

ＯＵＩ第 3 オクテット ＝ C2（16 進数） オクテット９ 

ＰＩＤ第 1 オクテット ＝ 00（16 進数） オクテット１０ 

ＰＩＤ第 2 オクテット ＝ 03 または 09（16 進数） オクテット１１ 

パッド ＝ 00（16 進数） オクテット１２ 

フレーム制御 オクテット１３ 

 

宛先ＭＡＣアドレス及びＭＡＣフレームの残りの部分 

 

オクテット１４ 

ＬＡＮ ＦＣＳ 

（ＰＩＤ第 2 オクテット ＝ 03（16 進数）の場合） 

（4 オクテット） 

 

 

オクテットＮ－３ 

フレームチェックシーケンス（第１オクテット） オクテットＮ－２ 

フレームチェックシーケンス（第２オクテット） オクテットＮ－１ 

フラグ オクテットＮ 

 

付図Ｄ－７／JT-X36 ブリッジド８０２．５フレームのエンカプセレーション 

(ITU-T X.36) 
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D.5.4 ブリッジドＦＤＤＩフレームのためのフレームフォーマット  

 ブリッジドＦＤＤＩフレームのエンカプセレーションのために使用するフォーマットを付図Ｄ－８／

JT-X36 に示す。 

 

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １  

フラグ オクテット１ 

アドレスフィールド上位オクテット オクテット２ 

アドレスフィールド下位オクテット オクテット３ 

ＵＩフレームの制御フィールド ＝ 03（16 進数） オクテット４ 

パッド ＝ 00（16 進数） オクテット５ 

プロトコル識別子 ＝ 80（16 進数） オクテット６ 

ＯＵＩ第 1 オクテット ＝ 00（16 進数） オクテット７ 

ＯＵＩ第 2 オクテット ＝ 80（16 進数） オクテット８ 

ＯＵＩ第 3 オクテット ＝ C2（16 進数） オクテット９ 

ＰＩＤ第 1 オクテット ＝ 00（16 進数） オクテット１０ 

ＰＩＤ第 2 オクテット ＝ 04 または 0A（16 進数） オクテット１１ 

パッド ＝ 00（16 進数） オクテット１２ 

フレーム制御 オクテット１３ 

 

宛先ＭＡＣアドレス及びＭＡＣフレームの残りの部分 

 

オクテット１４ 

ＬＡＮ ＦＣＳ 

（ＰＩＤ第 2 オクテット ＝ 04（16 進数）の場合） 

（4 オクテット） 

 

 

オクテットＮ－３ 

フレームチェックシーケンス（第１オクテット） オクテットＮ－２ 

フレームチェックシーケンス（第２オクテット） オクテットＮ－１ 

フラグ オクテットＮ 

 

付図Ｄ－８／JT-X36 ブリッジドＦＤＤＩフレームのエンカプセレーション 

(ITU-T X.36) 

 

D.5.5 ブリッジド８０２．６フレームのためのフレームフォーマット 

 ブリッジド８０２．６フレームのエンカプセレーションのために使用するフォーマットを付図Ｄ－９／

JT-X36 に示す。 

 ブリッジド８０２．６フレームが、共通プロトコルデータユニット（ＰＤＵ）ヘッダおよびトレーラを

含むのは、８０２．６サブネットワークへ接続するブリッジにおいてパイプライン処理を可能とするため

である。共通ＰＤＵヘッダのＢＡｓｉｚｅフィールドはＰＤＵ長を格納する。このフィールドが存在しな

い場合、８０２．６サブネットワークへ接続するブリッジは全てのＰＤＵを受信し、長さを計算し、ＢＡ

ｓｉｚｅフィールドに長さを書き込むまでは、分割されたＰＤＵを転送し始める事ができない。この

フィールドが存在すれば８０２．６サブネットワークへ接続するブリッジは共通ＰＤＵヘッダのＢＡｓｉ

ｚｅフィールドから長さを獲得し、これに対応するセグメントに書き込むことにより、８０２．６サブネッ

トワークへそのセグメントを直ちに転送し始めることができる。従って、ブリッジはＰＤＵ全体を受信し

終える前に８０２．６ＰＤＵを転送し始めること（パイプライン処理）が可能となる。 
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 エンカプセレーションされたフレームの共通ＰＤＵヘッダ及びトレーラは８０２．６サブネットワーク

へ送出される際に単純に複写されるべきではない。なぜならエンカプセレーションされたＢＥｔａｇの値

はそのブリッジが直前に送出したセグメントのＢＥｔａｇ値と衝突する恐れがあるからである。 

 

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １  

フラグ オクテット１ 

アドレスフィールド上位オクテット オクテット２ 

アドレスフィールド下位オクテット オクテット３ 

ＵＩフレームの制御フィールド ＝ 03（16 進数） オクテット４ 

パッド ＝ 00（16 進数） オクテット５ 

プロトコル識別子 ＝ 80（16 進数） オクテット６ 

ＯＵＩ第 1 オクテット ＝ 00（16 進数） オクテット７ 

ＯＵＩ第 2 オクテット ＝ 80（16 進数） オクテット８ 

ＯＵＩ第 3 オクテット ＝ C2（16 進数） オクテット９ 

ＰＩＤ第 1 オクテット ＝ 00（16 進数） オクテット１０ 

ＰＩＤ第 2 オクテット ＝ 0B（16 進数）（注） オクテット１１ 

予約 オクテット１２ 

ＢＥｔａｇ オクテット１３ 

ＢＡｓｉｚｅ オクテット１４ 

ＢＡｓｉｚｅ（続き） オクテット１５ 

 

宛先ＭＡＣアドレス及びＭＡＣフレームの残りの部分 

 

オクテット１６ 

共通ＰＤＵトレーラ 

（4 オクテット） 

 

オクテットＮ－３ 

フレームチェックシーケンス（第１オクテット） オクテットＮ－２ 

フレームチェックシーケンス（第２オクテット） オクテットＮ－１ 

フラグ オクテットＮ 

 

注－ブリッジド８０２．６ＰＤＵにおいて、ＰＩＤの値として選択肢が一つしかないのは、ＣＲＣ３

２があるかどうかがＭＡＣフレームヘッダの中のＣＩＢビットによって識別されるからである。 

 

付図Ｄ－９／JT-X36 ブリッジド８０２．６フレームのエンカプセレーション 

(ITU-T X.36) 
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D.5.6 ブリッジドＰＤＵのためのフレームフォーマット 

 ブリッジドＰＤＵのエンカプセレーションのために使用するフォーマットを付図Ｄ－１０／JT-X36 に

示す。 

 

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １  

フラグ オクテット１ 

アドレスフィールド上位オクテット オクテット２ 

アドレスフィールド下位オクテット オクテット３ 

ＵＩフレームの制御フィールド ＝ 03（16 進数） オクテット４ 

パッド ＝ 00（16 進数） オクテット５ 

プロトコル識別子 ＝ 80（16 進数） オクテット６ 

ＯＵＩ第 1 オクテット ＝ 00（16 進数） オクテット７ 

ＯＵＩ第 2 オクテット ＝ 80（16 進数） オクテット８ 

ＯＵＩ第 3 オクテット ＝ C2（16 進数） オクテット９ 

ＰＩＤ第 1 オクテット ＝ 00（16 進数） オクテット１０ 

ＰＩＤ第 2 オクテット ＝ 0E（16 進数） オクテット１１ 

８０２．１（ｄ）または８０２．１（ｇ） 

で規定されているブリッジドＰＤＵ 

オクテット１２ 

フレームチェックシーケンス（第１オクテット） オクテットＮ－２ 

フレームチェックシーケンス（第２オクテット） オクテットＮ－１ 

フラグ オクテットＮ 

 

付図Ｄ－１０／JT-X36 ブリッジドＰＤＵのエンカプセレーション 

(ITU-T X.36) 
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D.5.7 ソースルーティングブリッジドＰＤＵのためのフレームフォーマット 

 ソースルーティングブリッジドＰＤＵのエンカプセレーションのために使用するフォーマットを付図

Ｄ－１１／JT-X36 に示す。 

 

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １  

フラグ オクテット１ 

アドレスフィールド上位オクテット オクテット２ 

アドレスフィールド下位オクテット オクテット３ 

ＵＩフレームの制御フィールド ＝ 03（16 進数） オクテット４ 

パッド ＝ 00（16 進数） オクテット５ 

プロトコル識別子 ＝ 80（16 進数） オクテット６ 

ＯＵＩ第 1 オクテット ＝ 00（16 進数） オクテット７ 

ＯＵＩ第 2 オクテット ＝ 80（16 進数） オクテット８ 

ＯＵＩ第 3 オクテット ＝ C2（16 進数） オクテット９ 

ＰＩＤ第 1 オクテット ＝ 00（16 進数） オクテット１０ 

ＰＩＤ第 2 オクテット ＝ 0F（16 進数） オクテット１１ 

 

ソースルーティングブリッジドＰＤＵ 

 

オクテット１２ 

 

オクテットＮ－３ 

フレームチェックシーケンス（第１オクテット） オクテットＮ－２ 

フレームチェックシーケンス（第２オクテット） オクテットＮ－１ 

フラグ オクテットＮ 

 

付図Ｄ－１１／JT-X36 ソースルーティングブリッジドＰＤＵのエンカプセレーション 

(ITU-T X.36) 
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D.5.8 その他のプロトコル 

 プロトコルの中にはＮＬＰＩＤが定義されていないものもある。マルチプロトコルエンカプセレーショ

ンをサポートしたフレームリレーコネクションに、そのようなプロトコルのパケットを転送する場合には、

ＮＬＰＩＤ値 08（16 進数）（ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．９３３を表示する）を使用する。ＮＬＰＩＤの直後に

続く４オクテットに、レイヤ２およびレイヤ３の両方のプロトコル識別情報を格納する。これらのコー

ディングの方法は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３３の低位レイヤ整合性情報要素の項で定義されており（４．

５．２１節オクテット６及び７のコーディング方法参照）、また、標準化されていないプロトコルに対処

する方法も同項に記述されている。（付図Ｄ－１２／JT-X36 参照） 

 

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １  

Ｑ．９２２アドレス 

（２オクテット） 

オクテット１ 

オクテット２ 

制御 03（16 進数） オクテット３ 

ＮＬＰＩＤ 08（16 進数） オクテット４ 

レイヤ２ プロトコルＩＤ 

オクテット１ 

オクテット２ 

オクテット５ 

 

オクテット６ 

レイヤ３ プロトコルＩＤ 

オクテット１ 

オクテット２ 

オクテット７ 

 

オクテット８ 

 

プロトコルデータ 

 

オクテット９ 

 

ＦＣＳ オクテットＮ－１ 

オクテットＮ 

 

付図Ｄ－１２／JT-X36 Ｑ．９３３ＮＬＰＩＤを使用するその他のプロトコルのフォーマット 

(ITU-T X.36) 
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D.5.8.1 ユーザ定義のレイヤ３を使用するＩＳＯ ８８０２／２ 

 付図Ｄ－１３／JT-X36 参照。 

 

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １  

Ｑ．９２２アドレス 

（２オクテット） 

オクテット１ 

オクテット２ 

制御 03（16 進数） オクテット３ 

ＮＬＰＩＤ 08（16 進数） オクテット４ 

レイヤ２ プロトコルＩＤ 

８８０２／２ 

オクテット５ 

 

（注１） オクテット６ 

レイヤ３ プロトコルＩＤ 

ユーザ定義 

オクテット７ 

 

（注２） オクテット８ 

ＤＳＡＰ オクテット９ 

ＳＳＡＰ オクテット１０ 

制御（注３） オクテット１１ 

 

ＰＤＵの残りの部分 

 

オクテット１２ 

 

ＦＣＳ オクテットＮ－１ 

オクテットＮ 

 

 注１－パッディングのために使用 

 注２－ユーザ定義のレイヤ３プロトコルを示す 

 注３－ＩフォーマットとＳフォーマットの制御フィールドは 2 オクテット（８８０２／２参照） 

 

付図Ｄ－１３／JT-X36 ８０２．２（レイヤ２）及びユーザ定義（レイヤ３）プロトコルを 

(ITU-T X.36)     用いるフレームのフォーマット 

 

 

D.5.9 フラグメンテーション 

 フラグメンテーションにより、使用する網が対応する最大フレームサイズを超えるパケットを交換する

ことが可能となる。フレームリレーの場合少なくとも 1600 オクテットの最大フレームサイズ（ＩＥＥＥ

８０２．３フレーム全体を運ぶのに十分な大きさ）をサポートすることが強く推奨されているが、網によっ

ては 262 オクテットといった小さな最大フレームサイズしか提供できない場合もありうる。最大フレーム

サイズが小さい網に対応するためにフラグメンテーションと再組立機能を持つことは有益である。 

 低速のバーチャルコネクション上で遅延に敏感なトラヒックを適切にサポートするために、同じコネク

ションを共有する、より長く遅延に余裕のあるフレームのフラグメント化が必要である。これはより短く

遅延に敏感なフレームが必要以上に遅延しないように実行される。 

 フラグメンテーション手順は送受信ＤＴＥ間のフレームリレー網に対してトランスペアレントである。

送信フレームリレーＤＴＥは、長いフレームを一連のより短いフレームにフラグメント化する。それらの

フレームは受信ＤＴＥによって元のフレームに再組み立てされる。 
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D.5.9.1 フラグメンテーションフォーマット 

 フラグメント化されたパケットの基本的なフォーマットは他のエンカプセレーションされたプロトコ

ルと同じである。違いとしては、フラグメント化されたパケットはエンカプセレーションヘッダを持つと

いうことである。 

 ネットワークレイヤプロトコルＩＤ（ＮＬＰＩＤ）B1（16 進数）は、このフラグメンテーションヘッ

ダフォーマットを識別するために割り当てられている。 

 フレームリレーフレームの各フラグメントのフォーマットを付図Ｄ－１４／JT-X36 に示す。 

 

8 7 6 5 4 3 2 1  

フラグ  オクテット 1 

アドレスフィールド上位オクテット 

アドレスフィールド下位オクテット 

 オクテット２ 

 オクテット３ 

ＵＩフレームの制御フィールド ＝ 03（16 進数）  オクテット４ 

フラグメンテーションのためのＮＬＰＩＤ ＝ B1（16 進数）   オクテット５ 

B E C フラグメントシーケンス番号 

(上位 4 ビット) 

０  オクテット６ 

フラグメントシーケンス番号 

(下位 8 ビット) 

 オクテット７ 

  オクテット８ 

フラグメントペイロード  

  オクテットＮ－３ 

フレームチェックシーケンス 第 1 オクテット  オクテットＮ－２ 

フレームチェックシーケンス 第 2 オクテット  オクテットＮ－１ 

フラグ  オクテットＮ 

 

付図Ｄ－１４／JT-X36 データフラグメントフォーマット 

(ITU-T X.36) 

 

 フラグメント開始ビット(Ｂ)は、1 ビットフィールドであり、元のフレームから得られた最初のフラグ

メントでは「1」に設定される。同じフレームから得られたその他の全てのフラグメントでは「0」が設定

される。 

 フラグメント終了ビット(Ｅ)は 1 ビットフィールドであり、最後のフラグメントでは「1」に設定される。

同じフレームから得られたその他の全てのフラグメントでは「0」に設定される。一つのフラグメントに

おいて、フラグメント開始ビット(Ｂ)とフラグメント終了ビット(Ｅ)の両方のビットを「1」に設定しても

よい。 

 制御ビット(Ｃ)は、全てのフラグメントにおいて「0」に設定される。このビットは将来の制御機能のた

めに予約されている。 

フラグメントシーケンス番号は 12 ビットの 2 進数の番号であり、ＶＣ上にフラグメントを送出する毎に

インクリメントされるモジュロ２12を使用した番号である。シーケンス番号は、ＤＴＥ間のそれぞれのフ

ラグメント化されたＶＣ毎に独立して管理される。 
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D.5.9.2 フラグメント化の手順 

 フラグメント化の手順は、フレームリレーフレームの最初の情報フィールドに適用される。 

最初のＦＲフレームの情報フィールドをフラグメントペイロードに分割し、それにフラグメンテーショ

ンヘッダが付加されることによって一連のデータフラグメントが生成される。その結果として生じた各々

のデータフラグメントは、フレームリレーフレームの情報フィールドの意図したＶＣ上で送信される。 

結果として、マルチプロトコルエンカプセレーションされたフレームがフラグメント化された場合、元の

マルチプロトコルフレームのＱ．９２２制御、オプションのパッド、ＮＬＰＩＤオクテットは最初のデー

タフラグメントにしか含まれない。 

 フラグメント化の結果として生じるフラグメントは、フラグメント化される前のフレーム中に存在した

順番と同じ順番で送信されなければならない。複数のＶＣからのフラグメントを一つのインタフェース上

でお互いにインタリーブしてもよい。 

一連のフラグメント化において、最初のデータフラグメントにはＢビットが設定され、最後のデータフ

ラグメントにはＥビットが設定されている。一連のフラグメント化中いずれのフラグメントも、元のフラ

グメント化される前のフレームリレー輻輳ビット（ＦＥＣＮ、ＢＥＣＮ、ＤＥ）を含むフレームと同一の

アドレスオクテットを含む。 

あるＶＣ（あるＶＣがアクティブになった後）上で送られる最初のフラグメントのシーケンス番号には、

任意の値（0 を含む）が設定でき、以後、このシーケンス番号は、それぞれのフラグメントを送出する毎

に一つずつインクリメントしなければならない。このシーケンス番号は、元々のフレームの境界に関係な

くインクリメントされる。あるフレームの最後のフラグメントがシーケンス番号Ｎを使用していた場合、

後続フレームの最初のフラグメントはシーケンス番号Ｎ+１を使用することになる。このことによりフラ

グメントの紛失（およびフラグメント紛失のバースト）が容易に検出できる。各ＶＣは、自身のシーケン

ス番号を持ち、他のＶＣのシーケンス番号と独立している。 

アクティブ状態のあるＶＣに多数のフラグメントが送られた場合、そのシーケンス番号はオール 1 から

オール 0 に折り返ることになる。そして当該ＶＣがアクティブになった後に送られた元々のシーケンス番

号まで戻ることになる。この折り返しは元フレームの境界（フレームの境界はトランスペアレントであ

る。）で起こる場合も、そうでない場合もあり得る。 

全てのフラグメントの大きさは可変である。 

ＤＴＥを含む二者は、本標準で記述されない手段によって最大データフラグメントサイズを合意するこ

とができる。この場合、送信側は合意した最大サイズを超過してはならない。 
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D.5.9.3 再組立手順 

受信側は、各ＶＣに対して、受信シーケンス番号を監視し、直前に受信したシーケンス番号を保持しな

ければならない。受信側は、終了ビット(Ｅ)を持つフラグメントを受信したとき、一つの再組み立てされ

るフレームの最後を検出する。この終了ビット(Ｅ)を持つフラグメントまでの全てのシーケンス番号を受

信したとき、フレームの再組み立てが完了する。 

フレームリレー輻輳ビット（ＦＥＣＮ、ＢＥＣＮ、ＤＥ）は、全てのフラグメントに対して論理和がと

られたものでなければならないこと、およびその結果が再組み立てされたフレームに含まれることに注意

する。 

 受信側は、一つ以上のシーケンス番号が抜けたとき、フラグメントの紛失を検出する。あるＶＣ上で一

つ以上のフラグメントの紛失が検出されたとき、受信側は、当該ＶＣにおいて、開始ビット(Ｂ)を持つ最

初のフラグメントを受信するまで、組み立てられなかったフラグメントおよび後に続いて受信されるフラ

グメントの全てを廃棄しなければならない。開始ビット(Ｂ)を持つ最初のフラグメントは、新たなフレー

ムの蓄積を開始するために使われる。 

 エラーの場合（例えば、送信エラーまたは再組み立てバッファのオーバフローによるフラグメントの紛

失）、元のフレームに再組み立てができないフラグメントは、受信側により廃棄される。 

 あるフラグメントが、契約した最大データフラグメントサイズを超過した場合、この超過したフラグメ

ント、後に続くフラグメントおよび受信して再組み立てをしているＦＲフレームのフラグメントは、受信

側により廃棄されるべきである。 

再組み立てされたＦＲフレームがＮ２０３より長い情報フィールドを持つ場合、このＦＲフレームは廃

棄されるべきである。 

 

D.5.9.4 フラグメンテーションの例 

 フラグメント化するデータとしてマルチプロトコルエンカプセレーションされたフレームを使う、フラ

グメンテーション手順の例を付図Ｄ－１５／JT-X36 に示す。白のオクテットは、フラグメント（この例で

は 3 つのフラグメント）に分割された元々のフレームのデータ部分を示す。この例では、最初のシーケン

ス番号４２は無作為に選ばれている。マルチプロトコルデータをフラグメント化するときは、制御オク

テット、オプションのパッド（存在する場合）および元のフレームのＮＬＰＩＤは最初のフレームのフラ

グメントで転送され、再組み立てされたフレームの部分となる。 
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付図Ｄ－１５／JT-X36 フラグメンテーションの例 

(ITU-T X.36) 

 

 

Q.922制御 

オプションのパッド 00 （16進数） 

データコンテンツ識別用NLPID 

 

最初のデータのフラグメント 

（可変長） 

フレームチェックシーケンス 

（２オクテット） 

Q.922アドレス 

（２オクテット） 

Q.922制御 

オプションのパッド 00 （16進数） 

データコンテンツ識別用NLPID 

 

データ 

（可変長） 

フレームチェックシーケンス 

（２オクテット） 

B(1)  E(0)  C(0)                              0 

シーケンス番号  =  42 

Q.922アドレス 

（２オクテット） 

UI 03（16進数） 

NLPID B1（16進数） 

 

2番目のデータのフラグメント 

（可変長） 

フレームチェックシーケンス 

（２オクテット） 

B(0)  E(0)  C(0)                              0 

シーケンス番号  =  43 

Q.922アドレス 

（２オクテット） 

UI 03（16進数） 

NLPID B1（16進数） 

 

最後のデータのフラグメント 

（可変長） 

フレームチェックシーケンス 

（２オクテット） 

B(0)  E(1)  C(0)                              0 

シーケンス番号  =  44 

Q.922アドレス 

（２オクテット） 

UI 03（16進数） 

NLPID B1（16進数） 
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D.6 低位レイヤ整合性交渉手順 

本章はＳＶＣに関する記述のためＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ３６のこの版においては削除する。 

 

D.7 例 

本章はＳＶＣに関する記述のためＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ３６のこの版においては削除する。 

 

D.8 プロトコルエンカプセレーションフォーマット 

D.8.1 マルチプロトコルエンカプセレーションフォーマット 

Ｄ．１からＤ．５で記述したフォーマットを適用する。 

 

D.8.2 単一エンカプセレーションフォーマット 

 単一プロトコルエンカプセレーションを選択した場合に、ＦＲフレームの情報フィールドで特定プロト

コルのＰＤＵのエンカプセレーションに使用されたフォーマットを付図Ｄ－１６／JT-X36 に示す。エンカ

プセレーションするＦＲ技術に関連するプロトコル識別子は含まれていない。 

 

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １  

フラグ オクテット１ 

アドレスフィールド上位オクテット オクテット２ 

アドレスフィールド下位オクテット オクテット３ 

エンカプセレーションされたＰＤＵの第 1 オクテット 

… 

エンカプセレーションされたＰＤＵの最後のオクテット 

オクテット４ 

 

オクテットＮ－３ 

フレームチェックシーケンス（第１オクテット） オクテットＮ－２ 

フレームチェックシーケンス（第２オクテット） オクテットＮ－１ 

フラグ オクテットＮ 

 

付図Ｄ－１６／JT-X36 単一プロトコルエンカプセレーションフォーマット 

(ITU-T X.36) 
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付属資料Ｇ 

ＰＶＣマネジメント手順の拡張 

（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ３６に対する） 

 

G.1 導入 

 １１章の中で定義されているＰＶＣマネジメント手順は、状態を報告するＰＶＣの数を制限している。

この制限は、ＤＴＥとＤＣＥにサポートされる最大フレームサイズに起因する。本付属資料は、フル状態

表示報告におけるＰＶＣの数を増やすためのオプションとして拡張されたＰＶＣマネジメント手順を定

義する。報告しているＰＶＣ状態の数が、一つの「状態表示」（STATUS）メッセージに収容できない場

合、拡張された手順はフル状態表示メッセージをセグメンテーションするために、新しいフル状態表示継

続レポート種別をレポート種別情報要素に加える。 

注－本付属資料は１１章からの変更のみを示している。 

 

セグメンテーション能力の使用に関する一般的な要求条件： 

１．網がセグメンテーション能力をサポートすることは、オプションである。 

２．セグメンテーション能力の使用は、契約時に網とユーザの間での相互の合意によって決定される。 

３．セグメンテーション能力は、フレームサイズに起因する制限を解決する。それは、一つのメッセー

ジに全てのフル状態表示報告を含むことができない時である。 

 

G.2 １１章からの変更点のリスト 

G.2.1 レポート種別（１１．３．２節） 

 新しいコードポイントが、レポート種別（オクテット３）に加えられる： 

0000 0100 フル状態表示継続（注） 

注－全てのＰＶＣの状態が一つの「状態表示」（STATUS）メッセージに収容できない場合に本コードポ

イントが使用される。 

 

G.2.2 手順 

１．周期ポーリング（１１．４．１節）の(1)は次のように修正される： 

 タイマＴ３９１の満了後、ユーザ装置は、網に「状態問合」(STATUS ENQ)メッセージを送信し、

そのポーリングタイマ（Ｔ３９１）をリセットする。そのようなメッセージ間の周期Ｔ３９１は、ポー

リング周期と呼ばれる。 

 網は、フル状態表示の「状態問合」(STATUS ENQ)メッセージに対して、フル状態表示継続の「状

態表示」(STATUS)メッセージで応答することがある。これは、メッセージがＰＶＣ状態情報要素の

部分的なリストだけを含むことを示す。フル状態表示継続の「状態表示」(STATUS)メッセージ受信

に対して、ユーザ装置はフル状態表示継続の「状態問合」(STATUS ENQ)メッセージを（次の周期Ｔ

３９１を待つことなく）送信することによりＰＶＣ状態表示を要求しなければならない。 

ユーザ装置はフル状態表示継続の「状態表示」(STATUS)メッセージを受信するたびにタイマＴ３９

１をリスタートし、続いてフル状態表示継続の「状態問合」(STATUS ENQ)メッセージを送信する。

網がフル状態表示の「状態表示」(STATUS)メッセージで応答するとき、全てのＰＶＣ状態情報要素

が報告される。 

 ユーザ装置は、要求／応答メッセージの速度を制御するために、複数のフル状態表示継続の「状態

問合」(STATUS ENQ)メッセージ送信のペースに対して責任を持つ。 

 



 

  － 94 － ＪＴ－Ｘ３６ 

２．以下は(2)に追加される： 

 タイマＴ３９１の満了は、リンク完全性確認状態表示のみの送信、もしくはフル状態表示の「状態

問合」(STATUS ENQ)の送信のいずれかを起動する。 

すなわち、タイマＴ３９１のＮ３９１回の満了毎には、フル状態表示の「状態問合」(STATUS ENQ)

送信を起動する。それ以外(Ｎ３９１－１回)は、リンク完全性確認のみの「状態問合」(STATUS ENQ)

送信を起動する。フル状態表示継続の「状態問合」(STATUS ENQ)送信は、Ｎ３９１のカウントに影

響しない。 

 

３．以下は(3)に追加される： 

 網が一つのフル状態表示の「状態表示」(STATUS)メッセージで全てのＰＶＣの状態表示が収容で

きない場合、網はフル状態表示の「状態問合」(STATUS ENQ)メッセージに対して、フル状態表示継

続の「状態表示」(STATUS)メッセージで応答する。網はフル状態表示の「状態表示」(STATUS)メッ

セージによる応答、もしくは、網によってその前の「状態表示」(STATUS)メッセージで報告された

最後のＰＶＣ状態情報要素に続く次のＤＬＣＩから始まるフル状態表示継続の「状態表示」(STATUS)

メッセージで応答する。（残っている全てのＰＶＣ状態情報要素を網がそのメッセージに収容ができ

るとき、フル状態表示の「状態表示」(STATUS)応答は送信される） 

 

４．(4)の二番目の文を次のように修正する： 

 網はフル状態表示、またはフル状態表示継続を含むどのようなポーリングに対しても応答すること

がある。 

 

５．以下は(5)に追加される： 

 各フル状態表示継続の「状態表示」(STATUS)メッセージに対して、ユーザ装置は、フル状態表示

継続の「状態表示」(STATUS)メッセージに含まれる、最後のＰＶＣ状態情報要素で受信した最後の

ＤＬＣＩまでに、以前報告されたＰＶＣが省略された場合は、そのＰＶＣがもはや提供されないとい

う指示として解釈する。 

一旦最後のフル状態表示の「状態表示」(STATUS)メッセージを受信すると、最後のＰＶＣ状態情報

要素よりも大きいＤＬＣＩはそのベアラチャネルではもはや提供されないとみなす。 

 

G.2.3 双方向手順 

 フル状態表示継続の「状態表示」(STATUS)および「状態問合」(STATUS ENQ)メッセージのシグナリン

グをサポートする拡張手順は、オプションの双方向の網手順に適用されることがある。 
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付録Ⅰ 

ＰＶＣマネジメントエラーイベントの例 

（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ３６に対する） 

 

Ⅰ.1 「状態問合」(STATUS ENQ)メッセージの紛失 

 「状態問合」(STATUS ENQ)メッセージの紛失は、ＤＴＥ／ＤＣＥインタフェースにおける障害による

可能性がある。「状態問合」(STATUS ENQ)メッセージが紛失したとき、Ｔ３９２が満了してＤＣＥはエ

ラーイベントをカウントする。 

 このような場合、ＤＣＥによって「状態表示」(STATUS)メッセージが送信されないので、Ｔ３９１が

満了してＤＴＥはエラーイベントをカウントする（付図Ⅰ－１／JT-X36 参照）。 

 

「 状態問合」 （ ５ ， ４ )

「 状態表示」 （ ５ ， ５ ）

Ｔ ３ ９ １ 満了

「 状態問合」 （ ６ ， ５ ）

Ｔ ３ ９ ２ 満了

紛失

Ｔ３ ９ １ 満了
エラーイベント

「 状態問合」 （ ７ ， ５ ）

エラーイベント
「 状態表示」 （ ６ ， ７ ）

 ＤＴＥ　 　 （ Ｎ（ Ｓ ） ， Ｎ（ Ｒ ） ） （ 注） 　  ＤＣＥ

 
 

注－各「状態表示」(STATUS)メッセージと「状態問合」(STATUS ENQ)メッセージにおいて、 

（ ，）はシーケンス番号（Ｎ(Ｓ)，Ｎ(Ｒ)）を表す。 

 

付図Ⅰ－１／JT-X36 「状態問合」(STATUS ENQ)メッセージの紛失によるエラーイベント 

（ITU-T X.36） 
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Ⅰ.2 「状態表示」(STATUS)メッセージの紛失 

 「状態表示」(STATUS)メッセージの紛失は、ＤＴＥ／ＤＣＥインタフェースにおける障害による可能

性がある。「状態表示」(STATUS)メッセージが紛失したとき、Ｔ３９１が満了してＤＴＥはエラーイベ

ントをカウントする。ＤＴＥは、新しい「状態問合」(STATUS ENQ)メッセージを送信する。この「状態

問合」(STATUS ENQ)メッセージを受信すると、ＤＣＥは、最後に送信した送信シーケンス番号が「状態

問合」(STATUS ENQ)メッセージに含まれる受信シーケンス番号と等しくないため、エラーイベントをカ

ウントする（付図Ⅰ－２／JT-X36 参照）。 

 

Ｔ３９１満了

Ｔ３９１満了

エラーイベント
「状態問合」（７，５）

エラーイベント
「状態表示」（７，７）

「状態問合」（５，４)

「状態表示」（５，５）

「状態問合」（６，５）

「状態表示」（６，６）

紛失

 ＤＴＥ　　（Ｎ（Ｓ），Ｎ（Ｒ））（注）　 ＤＣＥ

  

注－各「状態表示」(STATUS)メッセージと「状態問合」(STATUS ENQ)メッセージにおいて、（ ，）

はシーケンス番号（Ｎ(Ｓ)，Ｎ(Ｒ)）を表す。 

 

付図Ⅰ－２／JT-X36 「状態表示」(STATUS)メッセージの紛失によるエラーイベント 

（ITU-T X.36） 
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Ⅰ.3 無効受信シーケンス番号 

 ＤＴＥまたはＤＣＥは、「状態表示」(STATUS)／「状態問合」(STATUS ENQ)メッセージの受信シーケ

ンス番号をチェックする。「状態表示」(STATUS)／「状態問合」(STATUS ENQ)メッセージの受信シーケ

ンス番号が最後に送信した送信シーケンス番号と等しくない場合、ＤＴＥまたはＤＣＥは、ＰＶＣマネジ

メント手順のエラーをカウントする。 

 ＤＴＥ／ＤＣＥ故障または内部データリセットの場合は、送信シーケンスカウンタまたは受信シーケン

スカウンタは変更される可能性がある。変更された場合は、次のサイクル中にエラーイベントがカウント

される。 

 付図Ⅰ－３／JT-X36 は、「状態問合」(STATUS ENQ)メッセージの受信シーケンス番号のエラーイベン

トを示す。 

 付図Ⅰ－４／JT-X36 は、「状態表示」(STATUS)メッセージの受信シーケンス番号のエラーイベントを

示す。 

 

 

Ｔ３９１満了 

「状態問合」（７，６） 

「状態表示」（７，７） 

Ｔ３９１満了 

エラーイベント 

「状態問合」（６，１） 

「状態表示」（６，６） 

ＤＴＥ故障 

「状態問合」（５，４) 

「状態表示」（５，５） 

 ＤＴＥ  （Ｎ（Ｓ），Ｎ（Ｒ））（注）  ＤＣＥ  

  

注－各「状態表示」(STATUS)メッセージと「状態問合」(STATUS ENQ)メッセージにおいて、 

（ ，）はシーケンス番号（Ｎ(Ｓ)，Ｎ(Ｒ)）を表す。 

 

付図Ⅰ－３／JT-X36 「状態問合」(STATUS ENQ)メッセージの受信シーケンス番号エラーによる 

（ITU-T X.36）   エラーイベント 

 

 



 

  － 98 － ＪＴ－Ｘ３６ 

 

「状態問合」（５，４) 

「状態表示」（５，５） 

Ｔ３９１満了 

「状態問合」（７，５） 

「状態表示」（７，７） エラーイベント 

Ｔ３９１満了 

「状態問合」（６，５） 

「状態表示」（６，１） ＤＣＥ故障 

エラーイベント 

ＤＴＥ  （Ｎ（Ｓ），Ｎ（Ｒ））（注）  ＤＣＥ  

  

注－各「状態表示」(STATUS)メッセージと「状態問合」(STATUS ENQ)メッセージにおいて、 

（ ，）はシーケンス番号（Ｎ(Ｓ)，Ｎ(Ｒ)）を表す。 

 

付図Ⅰ－４／JT-X36 「状態表示」(STATUS)メッセージの受信シーケンス番号エラーによる 

（ITU-T X.36）    エラーイベント 

 



 

  － 99 － ＪＴ－Ｘ３６ 

付録Ⅱ 

ＤＴＥによる輻輳検出方法および動作 

（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ３６に対する） 

 

 ＤＴＥは、暗黙的または明示的検出により網輻輳を検出することができる。本付録は、網輻輳を検出す

るためにＤＴＥが用いる方法と、輻輳時にＤＴＥによってとられる推奨動作を記述する。より詳しい情報

は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９２２の付録Ⅰに記述されている。 

 

Ⅱ.1 暗黙的輻輳検出 

 ＤＴＥは、網から明示的輻輳通知を受信せずに自動的に輻輳を検出する能力を持つ。網が重輻輳になっ

たときは、フレームが廃棄される確率が高い。したがって、フレーム紛失を避けるために、ＤＴＥは、廃

棄フレームの割合が規定されたしきい値を越えたことを検出したときに、網で輻輳が発生したことを認識

する。輻輳検出に用いられる方法例には、上位レベルプロトコルによるフレームへのシーケンス番号の割

り当て、または、紛失フレームの検出に用いるレイヤ 2 手順（タイマまたはＲＥＪフレーム）の使用が含

まれる。網から輻輳の通知を受信せずに、ＤＴＥが輻輳状態を自動的に検出する手順は暗黙的輻輳検出と

して知られている。輻輳状態が暗黙的に検出されたとき、ＤＴＥは全体のフローを制御するために、網へ

のトラヒックを減少させなければならない。制御方法に関するより多くの情報は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９

２２の付録Ⅰに記述されている。 

 

Ⅱ.2 明示的輻輳検出 

 輻輳時には、網はＤＴＥに輻輳状態を通知するためにＢＥＣＮ／ＦＥＣＮビットの設定やＣＬＬＭメッ

セージを使用し、ＤＴＥにトラヒックの減少を要求することがある。輻輳時には、網はＤＴＥに網へのト

ラヒックを減少するように要求することにより、さらなる輻輳の回避を試みることがある。継続する輻輳

は、通信品質に影響を与えるフレーム廃棄を引き起こすことがある。 
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付録Ⅲ 

フレームリレーＰＶＣ双方向手順の使用時における物理レイヤループバック状態の取り扱い方 

（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ３６に対する） 
 

Ⅲ.1 物理レイヤでループバックを検出できるＤＴＥ／ＤＣＥに対して推奨される手順 

 ＤＴＥ／ＤＣＥは、物理レイヤのループバック状態を検出できるときに、内部的にそのインタフェース

をサービスからはずさなければならない。ＤＴＥ／ＤＣＥは、ループバック状態が継続している間、ＤＴ

Ｅ／ＤＣＥインタフェースでサービスに影響を与える状態であることを明らかにすることが強く推奨さ

れる。 

 

Ⅲ.2 物理レイヤでループバックを検出できないＤＴＥ／ＤＣＥに対して推奨される手順 

 物理レイヤでループバックを検出することができないＤＴＥ／ＤＣＥは、ループバック状態を扱うため

に、以下に示すシーケンス番号の処理をすることができる。 

注－以下に示す手順は、物理レイヤでのループバックが生じていることを検出することはできない。イン

タフェース上のどこかにループバック状態があることを検出するだけである。 

 ＤＴＥ／ＤＣＥは、双方向の一方の手順により受信したＰＶＣ状態確認用メッセージ内の送信シーケン

ス番号と、他方の手順における送信シーケンスカウンタが同じであれば、ループバックが存在すると推測

する（すなわち、受信した｢状態表示｣(STATUS)の送信シーケンス番号とポーリング応答手順の送信シーケ

ンスカウンタが同じである場合、もしくは、受信した｢状態問合｣(STATUS ENQ)の送信シーケンス番号が

ポーリング開始手順の送信シーケンスカウンタと同じである場合）。この状態に遭遇したＰＶＣ状態確認

用メッセージは廃棄される。それからＤＴＥ／ＤＣＥは、ループバック状態の確認を試みる。 

注－１つのインタフェース上でＤＴＥとＤＣＥが同じ送信シーケンス番号で開始すると誤ったループ

バック状態引き起こす。ＤＴＥとＤＣＥのポーリング開始とポーリング応答手順における送信シーケ

ンスカウンタは、独自な異なる値で開始することが強く推奨される。この手順によって、開始時に誤っ

てループバック状態に見える確率をかなり減少させることができる。 

 ループバック状態と推測した手順は、次のＰＶＣ状態確認用メッセージを送信する前に、固定またはラ

ンダムに生成された値をその送信シーケンスカウンタに加算することにより、ループバック状態であるこ

とを確認する（すなわち、ポーリング開始手順がループバックと推測した場合、次の｢状態問合｣(STATUS  

ENQ)の送信シーケンス番号にこの値を加算する。ポーリング応答手順がループバックと推測した場合は、

応答した｢状態表示｣(STATUS)の送信シーケンス番号にこの値を加算する）。 ＤＴＥとＤＣＥは同じシー

ケンス番号を使用しないことを両者間で確認すべきである。双方向の一方の手順によってループバック状

態を推測した際に、他方の手順により受信した次のＰＶＣ状態確認用メッセージが、加算された送信シー

ケンスカウンタと同じシーケンス番号を含んでいる場合、ループバック状態であることが確認される。同

じ送信シーケンス番号のＰＶＣ状態確認用メッセージは廃棄される。 

 一度ループバックが確認されると、ループバック状態に遭遇した各ＰＶＣ状態確認用メッセージは廃棄

される。この結果、ループバック状態が解除されるまで、サービスに影響をあたえる状態になる。 

 送信シーケンス番号が他方の手順の送信シーケンスカウンタと一致しないメッセージを、Ｎ３９２回連

続して受信した際、ＤＴＥ／ＤＣＥはループバックが解除されたことを検出する。 

 

 


	　　



